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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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Prologue　いつかの未来に






　晴れることのない雲に太陽は遮さえぎられ──

　冷たく凍りついた霜柱に、大地もまた覆おおいつくされて──

　そこには植物の繁はん茂もを示す『緑』がなく、果実の実りを示す『赤』がなく、生命の源の象徴とも言える海すなわち『青』もなかった。

　無彩色。

　ただただ灰色の雲と、くすんだ銀色の凍土が広がる景け色しき。かつて何もかもが失われた場所で。

「世界録アンコール。あの神性都市シィエラミリスが残した最後の『失われた技術オーパーツ』か」

　口からこぼれるのは白い吐息。

　足下に落ちている虹にじ色いろの書物を前に、旅装束に身を包んだ剣士がそう呟つぶやいた。右手に蒼あおく透きとおった精霊剣を携たずさえて、何かを考えるように押し黙る。

　そんな彼の目の前には。

『エルライン・Ｅ＝マクスウェル。ああ、よくぞ此処を訪れてくださいました！』

　エルライン、と。

　彼をそう呼んだ声の主が、剣士のちょうど目の高さを浮遊していた。

　精霊？

　いや妖精だろうか？

　人間の掌てのひらほどしかない身長の小人で、煌きらめく蒼い髪をなびかせる少女。その肌は半透明の乳白色で、その身体からだから奥の景色がぼんやりと透けて見える。

『霊剣ヴィエルジュに選ばれ、永らく閉ざされていたこの地を訪れた。あなたこそ世界録アンコールを手にするにふさわしい……この時代の英雄に違いありません！』

　鈴を転がすような声でそう宣言して、小人の少女が両手を広げた。

『あなたに世界録アンコールを委ゆだね、そして神性都市シィエラミリス滅亡の真実をお伝えすることが私わたくしの使命です。終しゆう焉えんの危機はまだ終わっていない。世界は遠からず、神性都市と同じ危機に直面します。だからこそ──』

「…………」

　対する剣士は、無言。

　その沈黙を肯こう定ていと受けとったのか、小人は興奮したように頰ほおを紅こう潮ちようさせて。

『あなたが世界を救う英雄ならば、どうか私とともに神性都市へ！』

「だめだ」

『そうですかダメですか。ならばさっそく向かいましょ…………って、あれ？』

　ぽかんとした表情で、小人が瞬まばたき。

『え。ええと。私の聞き間違いでしょうか。いま神性都市に行ってくれると言ったんですよね。そうですよね？』

「いいや」

　ふっ、とこぼれる微苦笑。

　霊剣を大地に刺して鞘さやがわりにし、エルラインは地に落ちていた書物を拾い上げた。世界録アンコールと呼ばれる虹にじ色いろに輝く書物を。

「悪ぃな。俺はお前の待ち望んだ英雄じゃない」

『……はい？』

「俺は英雄の『なり損そこね』さ」

『な、何を言うんですか！』

　空を飛んでエルラインの鼻先にまで近づく小人。

『あの「光り輝く者」を退しりぞけたのでしょう？　あなたが持っている剣も、それは精霊シィエラミリスが人間に授けた最初の精霊具です。まさしく精霊に認められた人間代表と言えるでしょう。あなた以上にふさわしい人なんていません！』

「人間代表の、代理だよ」

　自じ嘲ちようまじりの声で返す剣士。

「終しゆう焉えん戦争を、俺は三大姫なかまを犠牲にして生き残っただけだ。なのに、そこまでして『光り輝く者』を退けることしかできなかった。……話し合うことさえ叶かなわなかった」

　そんな自オ分レには英雄と呼ばれる資格がない。

　世界最強の剣士は抑揚のない声こわ音ねでそう続けたのだった。

『そ、そんな……』

「託すなら俺の次にしてくれ」

『次？　次とは？』

「俺みたいな『なり損ね』じゃない本物にさ」

　世界の終わりの大地。

　空から降りそそぐ灰色の細末──それは雪ではなく燃え殻。何百年と舞い続けている灰を浴びながら、剣士と小人は向かい合った。

「お前が待ち続けている奴やつも俺が探している奴も、きっと同じだ」

『……そんな人間が現れるのですか』

「きっと見つかるさ、それが何百年先かわからないけどな」

　右手を霊剣の柄えに添えて。

　左手に世界録アンコールを携たずさえて。

「俺もそうだ。この剣も、この本も、いつか現れるソイツに託す」

『…………』

「そこまでが俺の旅。そこから先は、俺じゃない誰かがやってくれるさ」

　降り続ける灰へとふり返って。

　エルライン・Ｅ＝マクスウェル、後に世界ただ一人の英えい勇ゆうと呼ばれた剣士が見み据すえていたのは遙はるか未来。

「信じたいんだ。竜と天使と悪魔と、そして精霊を引き連れて未来の地平に連れて行く。そんな奴やつがいつかきっと────」






Record.1　自分の知らない世界
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　ぱちぱち、と音を立てて弾はじける火の粉。

　リビングの暖炉には昼間から火が灯ともり、村外れの森で伐採してきた薪まきがその脇わきに山積みになっている。

　……凍えるほどに寒い。

　……吐息が一瞬で白い氷の粒になるくらい。

　暖炉にあれほど薪がくべられているにもかかわらず、どこからともなく部へ屋やの内部へと侵入してくる外気のせいで身体からだが温まる気がしない。

「まるで冥めい界かいの夜みたいな寒さだな。本当に」

　襟えりをそばだてて、レンはそっと下した唇くちびるをかみしめた。

　真まっ赤かな夕空。

　窓ガラスの先には、轟ごう々ごうと猛たける炎の色をした空があった。

　そこに棚たな引びく雲は灰色で、不気味なほどの速度で風に流されながら台風状の大きな渦を形成している。その手前に映る黒い染しみのようなものは、目を凝こらせば、蛇のように細い胴体をした鳥群であることがわかる。

　それもただの鳥ではない。魔獣だ。

　四枚の翼を持ち、嘴くちばしの先から火の粉を噴きだす獣。冥めい界かいが浮上したことで、それにあわせて地上へと這はい上あがってきた凶暴な怪物たち。

　そう。

　今の地上は、現代を生きる人間には過酷すぎる姿になってしまった。




〝今日ここで世界は終わる〟




　……フィオラ。

　……これがお前の言ってた世界の終わりなのか？

　竜帝カルラ、女神レスフレーゼ、魔王ヴエルサレムから三法印を預かって辿たどりついた終しゆう焉えんの島。そこで戦った沈黙機関の姫フイオラの言葉を、レンは一字一句欠くことなく覚えている。

「空が炎の色に染まって、風は氷のように冷たくなって……」

　海が乾き、歴史にない旧世界の大陸が浮かびあがった。

　地上へと落ちた天界。

　地上へと浮上した冥界。

　天界と冥界に棲すんでいた獣が地上を跋ばつ扈こし、さらには旧大陸に隠れていた秘境が現れるとともに徊かい獣じゆうたちの凶暴化が進んでいるという。

　だが、これすら荒こう廃はいした世界の一端に過ぎないのだろう。

　まだ想像さえできないような未知の脅威が、この世界で密ひそかに息を潜めている。そんな予感がしてならないのだ。

「行かないと……」

　変わり果てた外の世界を映す窓に背を向けて、そっと拳こぶしを握りしめる。

　──三週間。

　──自分が意識を失っていた時間はあまりに長すぎた。

　一刻も早く外の世界に出て、散り散りになった仲間を見つけなくては。

「リンカ、俺そろそろ行くよ」

「えっ!?　ちょ、ちょっと待ってお兄ちゃん！」

　慌てた様子の愛らしい声。

　キッチンから顔を覗のぞかせた少女がぱたぱたと駆けてきた。

　リンカ・Ｅ＝マクスウェル。

　レンと同じ色味の茶髪を後ろで三つ編みにして、素そ朴ぼくなシャツとスカートの上に炊事用のエプロンをつけている。

　二歳違いの実妹、それがリンカだ。

　聖フィオラ旅学園とは別の学校に通っていたが、この天災で学校は休校。実家で避難生活を送っていたところに、自レ分ンが海岸沿いに打ち寄せられていたとの報告を聞いて駆けつけてくれた。

　リンカの看病がなければ、今でも自レ分ンは意識を失ったままだったかもしれない。

「昨日話したろ。旅団パーテイを組んでくれた三人とはぐれたままなんだよ」

「うん、見つけにいくんだよね」

　不安そうなまなざしで頷うなずくリンカ。

「えっと、キリシェさんと、フィアさんと……エリザベス？」

「エリーゼな」

　指を折りながら名前を口にする妹。

　冥めい界かいの先代魔王でもある伝説級の悪魔の名前を思いきり間違えた──とは夢にも思っていないに違いない。

　……リンカは普通学校の生徒だし。

　……大昔の三さん大だい姫ひなんて、あんまり馴な染じみがないもんな。

　三大姫の名前を聞いたことがないという者は、おそらく世界にいないだろう。とはいえ一般人にとって、三大姫はあくまで大昔の英雄譚たんのなかの存在に過ぎない。レンが探そうとしている三人が竜姫キリシエ、大天使フイア、先代魔王エリーゼと同じ名前でも、「まさか三大姫本人では？」という発想は浮かばないのだろう。

「……お兄ちゃん」

「ん？　どうしたんだよ不機嫌そうな表か情おして」

「不謹慎なこと言うかもしれないけど、その人たち、みんな女の子なんだよね」

　エプロンで手の水気を拭ぬぐいながら、リンカ。

　ほんの少しだけ怪しむように目を細めながら。

「……その、変なことしてないよね。だめだよ手を出しちゃ」

「どういう意味だよ!?」

「だってぇー、旅団パーテイって普通はもっと大人数で組むし、女の子だけじゃなくて男の人とか入れるもんじゃないの？」

「それはそうだけど」

　何と答えればいいだろう。

　その場で腕を組んで宙を見上げる。

「男一人だけでも強い旅団パーテイはいくらでもあるだろ。多分だけど」

「でも男一人って言ったって……お兄ちゃんでしょ。しかも女の子三人って、お兄ちゃんとほとんど同い年だって言うんだもん」

「それはそうだけど」

　見た目の年齢はね、と内心そうつけ足した。

　まさか伝説の三さん大だい姫ひから旅団パーテイに誘ってもらった──と説明するわけにいかない以上、リンカの疑問は当然のことなのかもしれない。

　すなわち「頼りない」と。

「ほら、エルライン剣帝旅団だって男一人と女三人だし」

「あれは最強の騎士と、竜と天使と悪魔が勢せい揃ぞろいしたっていう旅団パーテイでしょ。そんな伝説の旅団パーテイなんて例に出したってダメなんだから！」

「……はい」

「何が言いたいかっていうと気をつけてってことなんだけど」

　ふう、と溜ため息いきをつくリンカ。

「昨日も話したけど、とにかく外が物騒なの。この村だって大きな徊かい獣じゆうが森に出て大騒ぎだったんだから。ああそうそう、コレも忘れないで」

　リンカが勢いよくキッチンへと走る。

　と思いきや小ぶりな箱を抱え、早々に引き返してきた。

「お兄ちゃん、お弁当！　ちゃんと栄養のあるもの食べなきゃダメだよ」

「え？　あ……うん。ありがと」

「そうだ。あと紅茶のパックも持っていく？　お湯を注ぐだけで紅茶ができるの。それに昨日切ったリンゴもまだ残ってるからそれも──」

「い、いや、お弁当で十分だから」

「ご飯の後にはちゃんと歯磨きだよ。朝は起きたら体操で身体からだをストレッチしてあげるの。寝る前は面倒でも上着をきちんと畳んでおくとシワが取れるから忘れないでね。ええと、あと言うことあるかなぁ」

「……俺の方が調子くるいそう」

「心配だから言ってるの！」

　腰に手をあててリンカが眉まゆをつりあげる。

「あと手紙、もっとこまめに出してね。隣町に出てるお父さんもお母さんも、何も連絡ないと心配するよ？」

「……頑張るよ」

　渋々頷うなずいて、レンは床に置いていた荷物を手に取った。





　　　　２






　夜明け前──

　太陽が地平線から姿を現すよりも前から、街道は薄暗い赤しやつ光こうに照らされていた。

　燃える空。曇どん天てんが頭上を覆おおい、その雲の切れ間からのぞく空は、まるで天球が炎に灼やかれているように赤い。

「リンカも不安がってたもんな……」

　街道をふり返る。

　もう霞かすむほどに小さくなってしまった農村に目を凝こらし、レンはそう呟つぶやいた。

　園芸の村イト。

　村の平地を利用して観賞用の花や庭木を栽培し、都市に出荷して生計を立てている村として知られている。人口こそ多くはないが、昼間であれば働き盛りの村人が畑で汗を流す姿が見られるだろう。

　レンも、子供の頃に作業を手伝ったのをよく覚えている。

　慣れ親しんだ生まれ故郷。

　そのはずが、終しゆう焉えんの島での異変を境に、世界の様相が一変してしまった。

「誰も村の畑で見かけなかったな……」

　その理由の一つが今の異常気象にある。

　晴れることを知らない空。太陽の光をさえぎる曇天が頭上を覆いつくしているせいで、村の畑に陽ひがささない。これでは花も庭木も育ちようがないだろう。

　植物だけではない、村人もそうだ。

　凍いてつく寒さのなか皆がじっと耐えているという。

「このまま終わらせないさ」

　レンは、再び村に背を向けて歩きだした。

　空から降ってくる白い粒、それは雪ではなく雹ひようだ。夜風にのって螺ら旋せん状じように舞う雹を浴びながら、ひたすらに石畳の道を進んでいく。

　──夜風に舞う新雪色のショートマント。

　聖フィオラ旅学園の入学式に一度だけ着て、それ以来ずっと実家で大切にしまっていたものだ。

　……次に着るのは卒業式だろうなって思ってたけど。

　……これが俺にとっての旅立ちだから。




〝俺のやり残したことを、頼みたい〟




「俺がやるよ」

　雹の舞う夜風をその身に受けながら。

　レンは、右手をまっすぐ前へと突きだした。

　握りしめるもの。それは先代魔王エリーゼから預かった琥こ珀はくだ。古代召喚術を発動するための神具であり、物体召喚の力を有する。

「俺が、アンタの残したものをやり遂げるから」

　輝く発動体。

　その直後、レンの手が摑つかんだものは蒼あお色に輝く一本の剣だった。

　霊剣ヴィエルジュ。

　かつて英えい勇ゆうが見いだした史上最初の精霊具。精霊の女王シイエラミリスが人類に授けた親愛の証あかしは、この絶望的な世界でも煌こう々こうと輝きを放っている。

　そしてもう一つ──

　虹色に輝く小さな書を手にして、レンは唇くちびるを嚙かみしめた。

　世界録アンコール。

　原初の海で発動していた古代文字も今は力を失い、英勇の姿も現れることはない。だが、この書も霊剣と同じく、いまだその輝きを失っていない。

　果たすべき役目が残っていると。そう語りかけるように淡く光り続けている。

「行こう。まずは、みんなを見つけるところから……」

　竜りゆう姫ひめキリシェ、大天使フィア、先代魔王エリーゼ。無事だと信じよう。世界のどこかにいるであろう彼女たちを見つけだす。












　……そう、確かめなきゃいけないことは山積みだけど。

　……まず三人の無事を確かめる。

　突如として生まれた力の暴風によって、あの日、終しゆう焉えんの島は消し飛んだ。その力を受けてレンを含む「再来の騎士」はわけ隔へだてられてしまった。

　それから三週間。

　自分が意識を失っている間に、彼女たちはどこで何をしているだろう。

　三人とも合流しているだろうか。あるいは世界の辺境をさまよっているのだろうか。それとも、あの暴風の衝撃で負傷してはいないだろうか。

　無事だと思いたい。

『イクノ？』

『イク？』

　薄暗かった道に明かりが灯ともった。

　翼を持つ火ひ蜥蜴とかげ──火の始原精霊サラマンダーが灯した光に導かれる。

　そして足下に、大きく手を振って一緒に歩くフードを被かぶった小人──土の始原精霊ノームの姿もある。

「ああ、行こう」

　英えい勇ゆうの旅の続き。

　共に歩いてくれる精霊を連れて、レンは街道を歩きだした。世界異変によって荒れ果てた道をひたすらに北へ。

「これがあの時の影響か……」

　火の始原精霊サラマンダーの照らす道を見つめ、思わず声が突いて出た。

　なだらかな平原と石畳の道。聖フィオラ旅学園と実家とを行き来して何度も通ったはずの道が、痛ましい姿へと変へん貌ぼうしていたのだ。

　凄すさまじい鳴動によって地面のいたるところが陥かん没ぼつ。

　地中奥深くで起きたであろう地殻変動によって、何十メートルという亀き裂れつが平原に生まれている。整備された石畳も割れ砕け、もはや道が道でなくなってしまっている所もある。

　……あの日の衝撃がここまで大地を傷つけてたのか。

　……これじゃあ馬車だってロクに進めない。

　どこからともなく聞こえてくる獣の遠とお吠ぼえ。

　はっとふり返っても視界には何も映らない。上空を、冥めい界かいの魔獣らしき奇怪な鳥たちが旋回し続けているだけだ。

「徊かい獣じゆうが凶暴化してるから街道を通るにも馬車を使わないと危ないって言うし。でも頼りの馬車だってこんな道じゃ思うように進めないよな」

　リンカから聞いたことだ。

　この三週間、町から町への行き来がほぼ途絶えかけている。大陸内を移動するだけでも護衛役の旅団パーテイが必ひつ須すになっているらしい。

　が、たとえ旅団パーテイの同行があったとしても困難とされるのが大陸間の移動だ。

「海が荒れて船が出せなくて、しかも今まで滅めつ多たに見ることのなかった大型の海獣たちが深海から浮上してきてるっていうし……」

　大型旅船一つに匹敵する巨体の深海生物たち。生態の多くが謎なぞに包まれているがゆえに、それらの総称として海獣という呼称を用いられている。

　つまり──

　五つの大陸すべてが孤立してしまったというわけだ。物資も人材も情報も海を越えることができないでいる。

「そんな状態でキリシェとフィア先輩とエリーゼを見つけるって、覚悟してたけど途方もなく大変だよな。きっと……」

　特に、彼女たちが別大陸にいる場合が厄介だ。海をわたる術すべがない以上、今の時点では別大陸に向かう手段が思いつかない。

「……でも、とにかく近場から手当たり次第あたっていかないと」

「ドコ？」

　不思議そうに見上げてくる土の始原精霊ノームに、レンは道の先を指さした。

「学生街ミスティエ、俺の学校があるところだよ」

　英えい勇ゆうの冒ぼう険けん譚たんに憧あこがれて聖フィオラ旅学園に入学した。騎士としての基礎を学んだ場所であり、キリシェやフィアとも出会った地。

　何もかもがここから始まったと言っても過言ではないだろう。

「フィア先輩とキリシェと、最初に会った場所だからさ」

　自分を見守るために天界から降りてきた大天使フィア。

　街を襲った疾竜ワイバーンとの戦いの最中、偶然にも出会った竜りゆう姫ひめキリシェ。

　まさか伝説の三さん大だい姫ひだとは思ってもみなかったが──

「そういう場所だから、フィア先輩もキリシェも同じこと考えてないかなって」

　仲間とはぐれた時の合流地点の候補としては十分に有力だ。

　フィアは翼で空を飛べるし、キリシェも竜に戻れば空を飛べるはず。二人が、あるいは二人のどちらかが学生街ミスティエで合流を考えていないだろうか。

「おい、そこの」

「……俺？」

　そんななか、唐突に声をかけられてレンは足を止めた。向かい側から近づいてきた馬車と、その護衛であろう旅団パーテイ六人たち。

「ずいぶんと物騒な剣を持参しているな」

　声をかけてきた剣士が睨にらむのは、布を巻いた霊剣ヴィエルジュだった。

「何者だ。この状況で、そんな大剣を持った奴やつが一人で道を徘はい徊かいするのは、あまり考えられることではないが」

「え？　い、いや俺は」

「どこの者だ。身元を証明する物は？」

　そこまで言われて──

　レンは、この旅団パーテイが声をかけてきた理由に思いあたった。

　……強盗か何かと怪しまれてるのか。

　……こんな物騒な人目の少ない道で、俺が一人で剣を持って歩いてるから。

　不審に思って声をかけてきたのだろう。

「身元を証あかしてもらおう」

「……俺、この先にある聖フィオラ旅学園っていうところの生徒なので」

　背負う鞄かばんから、もう長いこと目にしていなかった学生証をあわてて取りだした。休学中ではあるが在籍していることには変わりない。

「なるほどな。これは本物のようだが」

　穴が開くほど学生証を睨みつける剣士。

「その剣は？」

「徊かい獣じゆうが出るって言うから。もしもの時の為に」

「では、なぜ一人でこんな道を？」

「それは……」

　実家に帰っていて、そこから学園に戻る途中だった。そう思い浮かべた咄とつ嗟さの言葉が、喉のどの奥で何かに詰まって出せなかった。

　かわりに出た言葉は。

「仲間とはぐれたから。俺、一人で探してる最中で……」

「────」

　剣士が無言で息を吞のむ。

　見れば彼の後ろにいた五人も、それぞれが何かを悟ったように顔を見合わせて。

「悪かったな。これは返す」

　学生証を手渡す騎士が、きまりの悪そうな表情でそう言った。

「先の天災以来、俺たちも親交のある旅団パーテイと連絡がついてない。お前のように行方ゆくえ不明になった仲間を探して、村から村をさすらっている者の話も聞いている。そのような事情ならば街み道ちを一人で歩いているのも理解できた」

　真剣極まりない顔で、騎士。

「学生街ミステイエに向かうなら用心することだ」

「用心？」

「あの地域はかなり物騒になっている。俺たちも昨日まで泊まっていたが、な……」

　背を向ける剣士。

　馬車とともに遠ざかっていく六人編成の旅団パーテイを見送って、レンはしばしその場に立ちつくしていた。

「物騒。物騒ってどういうことだよ……」

『ブッソウ？』

『ブッソウ？』

　首をかしげる仕草の火の始原精霊サラマンダーと土の始原精霊ノーム。

　馬車の足音を聞いていたのだろう。レンが注意するより先に、この精霊二体は旅団パーテイの目に触れないよう隠れていた。

『行カナイ？』

『行カナイノ？』

「いや行くよ。進むしかないからさ」

　足場の悪い石畳の道を、さらに北へ。

　それから何時間歩いたことだろう。

　夜明け前から朝へ。朝から正午へ。頭上の空がますます赤く不気味に輝くなか、道行く馬車や旅団パーテイと何度かすれ違ってきた。

　だが、そんな数時間の出来事さえも──

　行方ゆくえの分からない三人の少女のことを考えているうちに、わずか数分の出来事のように過ぎ去ってしまった。

　学生街ミスティエ。

　見覚えのあるオレンジ色の屋根が見えてきたことに、レンはほっと胸をなで下ろした。

「よかった。何か大変なことが起きたのかって思ったけど」

　用心しろ。

　街道ですれちがった旅団パーテイから言われた言葉が気になっていたが、遠くから見た外観はレンが旅立つ前とさほど変わっていない。

　……また疾竜ワイバーンでも迷いこんできて襲われたのかとも思ったけど。

　……見た目はほとんど変わってないし。

　だがレンの安あん堵どは、街に一歩足を踏み入れた瞬間から徐々に薄らいでいった。

　空っぽの街。

　予想もしていなかった街の姿がそこにはあった。

「なんだよ、これ……」

　まず人影が見あたらない。

　実家のある村もそうだったが、ここは学生街ミスティエだ。商業の規模がまるで違う。食料や衣料、それに暖炉のための薪まきなど、買い求める者が昼間に出歩いていないというのは明らかにおかしい。

　では、家に籠こもっているのか？

　それも答えは「否いな」だ。

　たとえばレンの実家ではリンカが暖炉に火を灯ともして、その明かりを外から眺めることもできた。しかしここはどうだ。道路を挟んだ両りよう脇わきの民家も、店も、部へ屋やの内部が真っ暗ではないか。人の住んでる気配が感じられない。

「まるで廃はい墟きよじゃないか」

　理由は、三週間前の世界荒こう廃はいだろうか。

「……向こうで燃えてるのは焚たき火び？」

　大通りのほぼ中央。

　昼間にもかかわらず轟ごうと燃えさかる火柱が見えた。太い薪を何本も組み合わせて土台が作られており、舞い上がる炎はレンの背丈よりも高い。

「キャンプファイヤーじゃないよな。暖房だってわざわざ外で火を焚たく必要ないだろうし。……あ、待った！　あのさ！」

　自分と同じ学生服を来た少女。

　その横顔が焚き火の向こうに見えて、レンは彼女を追いかけた。黒髪を肩先で切りそろえた面影に見覚えがあったから。

「彌音ミオン？」

「え…………」

　ふり返った少女の目が、こちらを向いてゆっくりとみひらかれていく。

　信じられないというように。

　嬉うれしいより驚かされた、そんな表情で。

「レン!?　うそ、いつ戻ってきたの!?」

　療法士ヒーラーを志望する聖フィオラ旅学園の二年生。休学中のレンとクラスメイトである少女が、その場で声を張りあげた。

「っていうか本当にレン？　え、休学中って……あれ、噂うわさと違う？」

「噂って何さ」

「だってうちの教室じゃあレンって休学じゃなくて実は講義に嫌いや気けが差して逃げだしたんだって。今は実家で農作業してるって噂だったもの」

「……あんまりだろ」

　道の真ん中で思わず脱力してしまった。誰にも告げずに急に学園を飛びだしたとはいえ、噂うわさの内容が情けなさすぎる。

「まあそっか。俺、そう思われても仕方ないよなぁ」

「で、どこ行ってたのよ」

「冥めい界かいの魔王宮」

「……は？」

「竜の渓谷と天界と、それに聖地カナンと覇は都とエルメキアにも行ってきた。それと──」

「へえ大変だったわね」

　真顔で肩をすくめるクラスメイト。

「悪いけど冗談につきあう気分じゃないの」

「……言うと思ったよ」

　本当のことなんだけど。

　そう言いたい気持ちを押し殺し、レンは苦笑で頷うなずき返した。

　キリシェと出会う前の自分に同じことを言っても彌音ミオンと同じ反応をしただろう。それくらい突然の出会いがあって、冒険も前触れなく始まったのだから。

「そうそう冗談といえば」

　こちらの顔を覗のぞきこむように見つめる彼女。

「なんかうちの教室クラスで、レンのおかしな噂が流れてたの。レンが今から特待生扱いになるって教官が廊下で話してたのを聞いた生徒がいて……それに、ずっと前、ガリア大炎山で暴あばれてたあの炎の将魔アシエンデイアと戦った旅団パーテイにレンそっくりの剣士がいるって噂も」

「それこそ誰かの冗談だろ」

　もう一度、今度はごくごく静かに頷いた。

　その仕草を見た彌音ミオンがほっとしたように胸をなでおろす。

「ああ驚いた。あの話を聞いた時は耳を疑ったわ。じゃあ特に何もない休学期間だったってわけね。今までどこいたのよ？」

「昨日までは実家。ここにも来たのは人探しが目的でさ。そうだ、彌音ミオンならフィア先輩のこと覚えてるよな」

「最上級生の……あの優秀な人のこと？」

「そう！　あの人、ここで見なかったか。ここ二、三週間の間でさ」

「わからないわ」

　フィアを見ていないではなく、居場所を知らないでもなく、わからない。

　彌音ミオンがあえてそう表現した理由は──

「この有様を見たらわかるでしょ。とにかく大慌てで対策を立てなきゃいけなかったのよ。ここ数日、アタシもほとんど教官の指示で動いてただけだもん」

　人影の途絶えた街並みを視線でさししめす少女。

「待った、対策って？」

「徊かい獣じゆうよ。三週間前に何が起きたか知らないの？」

　呆あきれたと言わんばかりの口調で彌音ミオン。

「あの天災の影響で、いま世界中が大混乱よ。上を見たら……わかるでしょ。あの空を飛んでる不気味な鳥も冥めい界かいから上がってきたんじゃないかって噂うわさなんだから」

　捻ねじれた嘴くちばしをもち、その先から火の粉を噴きだす魔獣を指さして。

「地上の徊獣も凶暴化してるわ。レンもよく一人で街道を渡ってこれたわね。あのデカい徊獣に見つかったら一大事だったのに」

「……何かいるのか？」

「徊獣の大群が襲ってきたのよ。向こうの市壁が一部食い破られて、それで大騒ぎだったの。街の旅団パーテイが片っ端から向かって何とか追い返したけど、その翌日……翌々日にもやってきて、みんな怖がって避難したわ」

　陰を落とした表情で彌音ミオンが首をふってみせる。

　そんな彼女が指を向けたのは、聖フィオラ旅学園の方向だった。

「アタシの家族も街の人も、今はみんな学園の校舎に避難してるのよ」

「だから人影がなかったのか」

「ええ。学園を逃げだした誰かさんは知らないでしょうけど。こっちは大変だったの」

　言葉に刺とげが混じる。

　すり切れた学生服と憔しよう悴すいしきった顔のクラスメイト。少なくとも、レンがそんな弱気な顔の彌音ミオンを見たのはこれが初めてだった。

「学生街の見回りのために旅団パーテイを雇ってるわ。でもそれだけじゃ足りなくて、昼間でもこうして獣避よけに火を焚たく役目を学生が手伝ってるってわけ」

「…………」

「わかった？」

「ああ」

　頷うなずいて、レンは携たずさえていた霊剣を持ち上げた。彌音ミオンの見ている前で、刀身を包んでいた鞘さやがわりの布をほどいていく。

「何してるのよ」

「その徊獣を倒せばいいってことだろ。なら、俺がどうにかするよ」

「倒す……えっ!?」

　そう叫ぶ彌音ミオンの声が裏返った。

「多分なんとかなるよ。徊獣っていったって三頭の冥獣ケルベロスとか死戦の鴉モリガンでないならね」

「ま、待ちなさいよ！　どうしちゃったのよ突然。倒す？　無理よ、そんなの無理。だって現役の旅団パーテイだって追い返すのがやっとで、その人たちも大ケガで今は動けないのよ。人数だって集められないし」

「うん。だから俺一人でやってみる。できるところまでね」

「…………」

　沈黙するクラスメイト。

「……レン、あなた何を言ってるの」

「一人で戦ってみたいんだ。今まで後ろで見守ってもらってばかりだったから、さ」

　英えい勇ゆうとの誓い。

　三さん大だい姫ひに見守ってもらってばかりだった自分が、初めて自分の足で行き先を決めた旅だ。こんなところで躊ちゆう躇ちよしてなんかいられない。

「徊かい獣じゆうを倒さないと街が元通りにはならないだろ？」

「そ、そうだけど……でもやっぱりダメよ。それに……」

　無人の通りへとふり返って。

「そんな無謀なことする必要なんてないわ。一昨日おととい、すごい有名な旅団パーテイの人が街に来てくれたの。その人に徊獣討伐を依頼したから！　今は学園に来て、街で雇った他の旅団パーテイを指揮してくれてるわ！」

「なら俺も手伝うよ。徊獣討伐」

　霊剣を片手に、レンは学園へと歩きだした。

「その人、学園の校舎に？」

「……そうだけど」

　おずおずと後ろから彌音ミオンがついてくる。

「どうしたのレン。なんか妙に自信ありげになっちゃって」

「逆だよ。……俺なんて悔くやしいことばっかりさ」

　並んで横顔をみつめてくるクラスメイト。

　その不安と疑問とが混じりあった瞳ひとみを見返して、レンは下した唇くちびるを嚙かみしめた。

「俺だって不安で怖い時もある。でもそれは街を襲う徊獣のせいじゃない」

「？　何よ？」

「大事なもの、守りたいだけだよ」

　キリシェ、フィア、エリーゼという仲間と、英勇エルラインと交わした約束。こんなところで逃げていたら、この先、何が起きてもまた逃げたくなるだろう。守れるものも守れない。

　そんな未来にしたくない。

「まだしばらく戻る気はなかったけど……」

　聖フィオラ旅学園。

　柵さくで囲われた広大な敷地。色とりどりの花が植えられた花壇は鮮やかで気品があり、後ろに構えた白塗りの校舎によく映はえる。

　だが、そんな校舎の壁も大小様々な傷きず痕あとが残っており、そこかしこが欠けた状態だった。柵さくの周りには旅団パーテイの騎士が巡回している様子がうかがえる。

「二度目の襲撃でここまで徊かい獣じゆうに侵入されて、この校舎まで危なかったわ」

「その傷ってことか」

　校舎の壁には、鋭するどい爪つめで抉えぐられたような痕。レンが通ってきた花壇も、その一部が炎に煽あおられて炭化している。これが戦闘の痕ということなのだろう。

　……確かにこれは相当かも。

　……校舎を傷つけた奴やつも相当大きいけど、徊獣の数も一体や二体じゃない。

　爪つめ痕あとから嫌でも推しはかれる巨体。

　法術士アリア二人の見張る入口を通って校舎の中へ。

「みんなここに避難してるんだ？」

「ええ。この学園と、学園周辺の施設に避難してるわ。あとは街の外で募集した旅団パーテイと、もともと学園の生徒が集まって見張りよ。それ以外は食事の用意とかを手伝ってるわ。本格的な態勢が整ったのはようやくだけどね。一昨日おととい来てくれた人が、そういうの全部指示してくれたの」

「すごい手て際ぎわの良さじゃん」

「ええ。だから徊獣だって任せればいいのよ。……あの子、同い年くらいなのに本当すごいわ。あんなに有名な結界士エンチヤンターで、統率力もあって人望もあるんだから」

「同い年？　え、それ俺たちとってこと？」

「そうよ。見たら驚くわ、さすがのアンタも名前くらい知ってるわよ」

　自分のことのように自慢げな口調で、彌音ミオン。

　廊下を進んで一階の図書館へ。

　そのわずかに開いた扉から、甲高い声が矢継ぎ早に飛んできた。

「ああもうっ！　シオンのバカ、ガブリエのバカ！　なーんであたしがこんな困ってるっていうのに駆けつけてくれないのよ！」

　シオン？　ガブリエ？

　馴な染じみのある名前を叫ぶ少女の声には聞き覚えがあった。

「夏蕾カレイさま！　見回り終わりました！」

「夏蕾さま！　俺も火の番やってきました！」

「あー、うん。ありがと。でもあたしもキミたちより一歳しか年上じゃないし、様とか名前につけられるの困るんだけど」

　扉の向こうから伝ってくる声。

　……夏蕾？　って、それってまさか。

　……この街に来た有名な旅団パーテイっていうのはもしかして。

　扉を開けて図書館に入る彌音ミオンと、それに続くレン。

「夏蕾カレイさま、失礼します」

「だーかーらー呼び捨てでいいって言っ………………あれ？」

　ふり返った少女が固まる。

　艶つやのある黒髪に、肩が剝むきだしの風変わりな紅白のローブ姿。そんな彼女が、レンをじっと見てごしごしと目をこすった。

「……あたしの疲れ目かな、どこかで見たような子がいる」

「……ほら天界で会ったから」

「あ───っ、やっぱりキミじゃん！　レン、元気してた？」

　ぱっと表情を明るくする結界士エンチヤンター・夏蕾。

　剣聖シオン率いる旅団パーテイ『精霊の調べ』の一人にして、結界士エンチヤンターの最高位『大巫女』の階級をわずか十五歳で取得した天才少女だ。

「で、こんなトコでどうしたの？」

「どうしたも何も、俺ここの生徒だよ。今は休学中だけど」

「そうなの？　なーんだ、ならあたしが頑張る必要なかったじゃん。ねえねえ、そういうことなら先に言ってってば！」

　声を弾ませた夏蕾が後ろにふり返る。












　彼女の後ろに立ってまっすぐ整列していた男子二人の肩を叩たたいて。

「あたしなんかに声かけなくても、学友にこんな頼もしい子がいるんだよ？　炎の将魔アシエンデイアを追い返したり王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクに一泡吹かせたり、世界中で大活躍してるの知ってるでしょ？　レン君がいれば街の徊かい獣じゆうを倒すくらい余裕でしょー」

「へ？　いやその……だって……」

「コイツ……俺らのクラスメイトで、去年昇級試験にも落ちた奴やつですけど」

「あはは、またまた冗談を」

　こちらに笑え顔がおを向ける天才少女。

「ねえレン君。このクラスメイトに何か言ってあげてよ」

「本当なんだよね」

「はい？」

　ぴしっ、と笑顔のまま固まる夏蕾カレイ。

　その後ろにいる男子二人は騎士マスター専攻のイーベルトに、法術士アリア専攻のシェン。どちらも自レ分ンのことをよく知るクラスメイトだ。

　……なんだかすごい懐なつかしいな。

　……そうだった。俺、この学園じゃこういう扱いだったから。

「いやあ久しぶりだな。この感じ」

「レン君？　思い出にひたるのは結構だけど、あたし事情がよくわからないんだけど？　何がどうなってるのかな？」

「……俺も、全部が全部、楽しい学園生活ってわけじゃなかったからさ」

　結界士エンチヤンターの少女にそう問われ、レンは苦笑で応こたえることにした。





　　　　３






　学生街ミスティエ大通り。

　砂すな埃ぼこりの舞う道を歩きながら、商店街に通じる狭い路地へと目を向ける。そこに行き倒れた者はいないか。徊獣が息を潜めて隠れていないか。

　一日三回の巡回。

　街で雇った旅団パーテイだけでは圧倒的に人員が足りず、聖フィオラ旅学園の生徒たちも見回りを手伝っているという。

「隣町も、その先の村も同じだったわ。どこもかしこも物騒ね。徊獣がそこら中を徘はい徊かいしてるの」

　薄暗い路地裏を確認し終えた夏蕾。

　この町に来た時から、彼女もまた聖フィオラ旅学園の教官や生徒とともに見回りを継続しているらしい。

「知ってる？　徊かい獣じゆうってただ襲ってくるだけが危険なんじゃないわ。農作物を荒らすのもいれば、徊獣そのものより保有する病原菌が危険っていうこともある。一匹の徊獣がもたらした病原菌で村一つが流行はやり病やまいに悩まされてるって話もあるくらい」

「それでこの街に？」

「ええ。世界の状況を調べておきたいから。そしたらここに着くなり加勢を頼まれちゃったわけ。ホントはあたしも急ぎの用があったんだけど。でも面白い話が聞けたわ。なるほどねぇ、ふむふむ？」

「……何だよ」

　ニヤニヤ笑いの夏蕾カレイに、レンは小さく顔をしかめた。

「人は見かけによらないわよねぇ。いやはや、あたしも思い違いしてた。ほら、あの英勇エルラインのそっくりさんって、神童だとか言われてワイワイ持ち上げられるものかとばかり」

「逆だったよ」

「学園じゃ人望のない子だったんだ？」

「さっき見てわかっただろ」

　輝く霊剣を手に、首しゆ肯こう。

「そっかそっかー。そしたらなおさら仲間の三人に感謝ってわけ？」

「うん、それは本当にその通りだと思う」

　キリシェ、フィア、エリーゼ。彼女たち三人がいなければ、自分は今でも学園でもがき続けていただろう。

　……懐なつかしいよな。あの時は確か。

　……俺が落っことしたお菓子にキリシェが引き寄せられたんだっけ。

　もう一度この学生街で。

　同じようにすればキリシェが見つからないだろうか。そんな儚はかない期待さえ抱かずにはいられない。

「何か知ってる？」

「三さん大だい姫ひのことよね。うーん、あたしも話は聞かないわね。別行動のシオンたちなら知ってるかもしれないけど、あいにく向こうと連絡が取れてないの。勝手に遠出しちゃってるみたいだから」

　陥かん没ぼつした通りの舗装路を見下ろす夏蕾。

　刃こぼれした剣の欠片かけらと、徊獣のものらしき毛が散乱しているのを見下ろしながら。

「でも、それを知ってるかもしれない相手には心当たりがあるわ」

「本当か！」

「ええ。たまたま出で会くわしたの。街を襲う徊獣っていうのもその人と一緒にって思ってたんだけど。多分こういうのはキミの方が得意そうだから」

　紅白のローブをひるがえす少女。

　そのまなざしが針のように細く鋭するどくなる。

「……待って。噂うわさをすれば影ね。今まさに近づいてきてる」

　結界探知。

　学生街全域におよぶ陣によって、その外部から入りこむモノの挙動を察知する。結界士エンチヤンターを代表する術式の一つだ。

「西側よ。この前の襲撃で市壁が壊された場所と同じ」

「西!?　そこ、さっき彌音ミオンたちが向かった場所だろ」

「見張りの旅団パーテイを二組配置してるわ。あの子たちには焚たき火びの薪まきを持っていかせたんだけど、タイミングが最悪だったわね」

　舌打ちするや、瞬時に夏蕾カレイは通りを走りだしていた。

「ついてきて」

　冷たく乾いた空気のなか、無人の商店街を西へ。

　この二日で街の構造は完かん璧ぺきに把握しているのだろう。大通りから一転、ひと一人がようやく歩けるほどの細い路地へ。長年慣れ親しんだレンでさえ咄とつ嗟さには思いつかない複雑な経路をたどる道のりだが、彼女の走りに迷いはない。

「こんな細い道、俺だって滅めつ多たに通ったことないよ」

「そう？　あたし古都の生まれだから、むしろこっちの方が慣れてるわ。こういう狭くて細い道を覚えるの大好きよ」

　ふり返らずに、夏蕾。

「もう着きそう。数は……十一体」

「数までわかるのか」

「当然。それより油断しないこと。徊かい獣じゆうを倒すことより、街の奥に行かせないことを優先してちょうだい。ここで止めるわ」

　路地を抜ける。

　目の前には広大な広場と、街を多い囲む高さ三メートル近い鉄格子の壁。

　そして、その壁を破壊した徊獣の群れ。

「氷ひよう狼ろう？　本当なら極寒の地にしかいないはず。この天災に触発されたのね」

　青く凍りついた毛皮をもつ三眼の狼おおかみたち。

　それが十体。

　だがレンが目を剝むいたのは氷狼たちではなく、その後ろに控えるまったく別種の獣だ。

「混成獣キマイラか！」

　ライオンの頭部に山や羊ぎの胴体、そして尾は毒蛇という奇怪極まりない姿。数々の伝説に登場するものの遭遇数が極めて少なく、なかば幻と化した徊獣である。

　……冒険者だって近寄れない断だん崖がい絶壁や、森林の奥深くが塒ねぐらのはずなのに。

　……これも世界異変の影響なのか！

「するべきことは変わらないわ。混成獣キマイラまで出てきたのは予想外だけど、街の奥には行かせない」

　警備にあたっていた旅団パーテイへと進んでいく夏蕾カレイ。

　氷ひよう狼ろうを剣の切っ先で牽けん制せいする騎士と、後方で身構える狩人ハンターと法術士アリア。彼らに加護の陣を展開する彼女が、一瞬、鋭するどい視線をレンへ。

　──任せた。

　まなざしの意味を察し、レンは徊かい獣じゆうの群れへと駆けた。すでに戦闘を開始している氷狼と旅団パーテイには目もくれずに一直線で。

　混成獣キマイラ。

　体格こそ三頭の冥獣ケルベロスには及ばないが、四つ足で立った状態でさえ獅し子しの顔がレンよりも頭一つ高い。

「こうして面と向かうと、さすがの圧力だな……」

　混成獣キマイラの口こう腔こうが開かれた。

　血が滴したたっているかのように真まっ赤かな喉のど。その奥がちらちらと青く瞬またたいて──レンもまた光のちらつきと同時に身を捻ひねる。ソレが混成獣キマイラの吐きだした炎弾であると意識するより先、地を蹴けって真横へ跳んでいた。

　頰ほおをかすめる青色の炎。

　肩口を掠かすって舗装路に着弾した炎が、その場で弾はじけて轟ごう音おんと火花を撒まき散ちらす。

「レンッ!?」

　そう声を発したのは三人だ。

　クラスメイトである騎士イーベルト、法術士アリアシェン、そして治癒士ヒーラーの彌音ミオン。学友である彼らは、レンが一人で徊獣に立ち向かう瞬間を目撃していた。

「……いま避よけたのか？　あの炎を」

「ぐ、偶然だろ！　だってあんな一瞬でだぞ！」

「偶然……偶然にあんな綺き麗れいな動きができるものなの？」

　固唾かたずを吞のんで見つめる三人。

　命知らずにも混成獣キマイラに単身立ち向かったこと以上に、クラスメイト三人が目を疑ったのは、徊獣の吐いた炎をレンが咄とつ嗟さに反応して躱かわしたことだ。

　容易には信じがたい。

　あの、教室の隅でいつも一人で浮かない顔をしていた彼が？

『────────ッ！』

　大気を震わせる雄お叫たけび。

　舗装路が砕けるほどの強さでもって地を蹴ける巨体。飛び上がり、蹄ひづめをレンの頭上へと振り下ろす。

「知ってる」

　霊剣ヴィエルジュを振りあげた。

　交こう叉さする刃やいばと、蹄。

　走りぬけるレンと跳躍する混成獣キマイラの身体からだと影とがわずかに触れ、交叉し、遠ざかる。

「お前より強い奴やつをたくさん見てきた。力だけじゃない、心もだ」

　レンがふり返った先で、よろめきながら地に膝ひざをつく怪物。

　進化の過程で岩のように硬く、大きく、厚く肥大化した爪つめ──すなわち蹄を、剣の切っ先で交叉の瞬間に切り落としたのだ。

　……竜りゆう帝ていカルラの息吹ブレスで経験済みなんだよ。

　……今さら口から炎を吐く相手がいても、それで驚いてちゃいられない。

　蹄もそう。

　凄すさまじい脚力で振り下ろされたとしても、あれだけ大振りで振り下ろされたなら反撃も容易に思いつく。そうでなければ越えられない死闘があった。

　竜の渓谷、天界、冥めい界かい。

　英勇エルラインと生き写しの外見ゆえに必要以上に比べられ、いつだって実力以上の相手と戦うことを迫られた。

「俺は、俺だけの力で勝ったことなんてきっと無い。だけど」

　目を血走らせて激げき昂こうする混成獣キマイラ。

　蹄──神経の集中した急所を攻撃された激痛に苛さいなまれながらも、この怪物はいまだ己おのれの四肢で力強く地面を踏みしめていた。

　手負いの獣。

　追い詰められたことでさらに凶暴性が増した相手の懐ふところめがけ、レンは地を蹴った。

「俺一人でも負けられないんだよ」

　再び重なる影と影。

　続く獣の発声は、蛇の姿をした尾を切断されたことの絶叫だった。自分の身体を構成する器官の一つを失ってよろめく徊かい獣じゆう。

「……逃げた!?　レンそっちよ！」

　夏蕾カレイの、叫び。直後にレンの視覚が捉とらえたのは、姿勢を崩した混成獣キマイラの巨体を飛びこえて襲いかかってくる氷ひよう狼ろうの群れだった。

　法術士アリアの法術から逃れた三体が、包囲の輪を抜けて学園の方角へ。

「止めて！」

　夏蕾がそう二の句を継ぐより先に大地を蹴って、レンは氷狼たちと対たい峙じした。

　氷ひよう狼ろう。

　一説では、かつて冥めい界かいに住んでいた魔獣とも言われる徊かい獣じゆうだ。

　その身に冷気をまとうことで毛皮を氷の鎧よろいと化す。それは並の剣士では傷一つ負わせられぬ氷の装甲であり、法術士アリアの炎を受けても容易に溶けることはない。

　……火の始原精霊サラマンダーはダメだ。

　……こんな人目のあるところで呼びだすのはまずい。

　霊剣ヴィエルジュの柄えに力をこめる。

「はっ！」

　気勢を込めて剣を突きだす。

　剣の間合いの一歩外、鼻先をかすめる剣けん戟げきを前にして先頭の氷狼が一瞬動きを止める。連鎖するように二体目三体目が急停止。

　と同時に──レンは、氷狼たちの眼前に至っていた。

「そうだと思ったよ」

　氷狼たちが急停止したのを見てからでは決して成しえぬ踏みこみ。

　剣に怯おびえての咄とつ嗟さの回避行動。それが徊獣の群れであるならば、先頭の個体が止まれば後続も危険を察知して足を止める。

　闇やみ雲くもな憶測ではない。

　群れなす獣との激戦は冥界で、魔王の従える死戦の鴉モリガンでくぐり抜けている。

　……何一つ無駄にする気はないさ。

　……そうだろキリシェ、フィア先輩、エリーゼ。

　たとえ自分一人でも。

　四人で旅した経験が、今の自分を確かに支えてくれている。

「ふっ！」

　先頭の氷狼の額を剣で強打。

　不意を突かれた獣が倒れるのを待たずして脇わきを駆けぬけ、二体目へ。一瞬で仲間が倒れていく状況に混乱する二体目を続けて打ちたおす。

　そのさらに後方の三体目。

　レンの動きをようやく察した個体が飛びかかってくる。混成獣キマイラよりも小柄なぶん俊敏さと瞬発力で上回るのが氷狼だ。反応したレンが身を捻ひねるも、かわしきれずに氷の爪つめが右腕をかすめていく。

　氷結。

　レンの右手首に凝固したのは氷の枷かせだった。まさしく氷狼の特性。あの爪に触れられるだけで強烈な冷気に襲われる。迂う闊かつに接近されるわけにもいかない。

　それが──

「解呪ときはなつ」

　夏蕾カレイの言霊ことだま。

　天才結界士エンチヤンターとして知られる少女のたった一言で、氷塊を具現化していた獣の法術が霧む散さんして消滅した。

「ま、これくらいはね？」

　法術の構成を分解する技法なのだろう。

　この一瞬の早はや業わざで、そして何より恐るべきはレンの腕に触れることさえなく言葉だけでソレを発動させたことだ。一切の儀礼や法具を用いず言霊を媒ばい介かいに法術を発動させるとなれば……それは本来なら天使や悪魔、竜だけの技法。

　人間の法術を越えた「奇き蹟せき」や「神秘」の類たぐいと言っても過言ではない。

　それを人間の身で、こうもあっさりと発動させてしまうとは。

「ねね、どう？」

「流石さすがだよ」

　氷の枷かせから解きはなたれた腕で剣を振りあげ、氷ひよう狼ろうの顎あご先を狙ねらい撃つ。

　輝く刃やいばの切っ先を受けて倒れていく氷狼。

　氷の毛皮に守られていることで意識は残っているのか激げき昂こうの眼光でレンを睨にらみつけ──それが徊かい獣じゆうたちの最後の抵抗だった。

「逃げていく!?」

「……終わったのか？」

　砂さ塵じんを巻き上げて逃走する混成獣キマイラ。

　完全なる敗北を察したのか、統率されていた氷狼たちも雄お叫たけび一つあげずに遠ざかっていく。激戦を繰り広げていた騎士や法術士アリアたちが安あん堵どの息をついたのは、その姿が完全に市壁の向こうへと消え去った後だった。

　一方で。

「あのレンが……」

「うそ。どうなってるの？」

　クラスメイトたちがふらふらと地面に座りこむ。信じられないものを見た、その啞あ然ぜんとした表情は、今も驚き醒さめやらぬといった心情だろうか。

「おつかれー。いいねいいね、期待どおりの動きだったわ！」

「こっちは冷や汗かいたよ」

「そう？　まだ余裕あったようだけど」

　ぽんぽんと背中を叩たたいてくるのは夏蕾。

「精霊も出さなかったじゃない？　ちょっと見たかったのに」

「……ここじゃ無理だって」

　すぐ後ろには自分のクラスメイトたち。こんな人目のある場所で精霊と交信しているところを見られれば、それこそ学園で大騒ぎになってしまう。

「見られたら大変だよ。絶対、騒がれるに決まってる。そういうの火の始原精霊サラマンダーも土の始原精霊ノームも苦手だろうから」

　肩をすくめて夏蕾カレイに返事。後方で支援に徹していたこともあり、レンを含め、彼女だけは汗一つかかずに涼しい表情だ。

「そっかそっか、なるほど。まあ徊かい獣じゆうが駆除できたんだから大成功か。あれだけ痛い目見たら二度と街を襲うこともないだろうし。これでキミが街の救世主じゃん」

「……いや」

「あら、まだ煮えきらない口ぶり？」

　可お笑かしそうに唇くちびるをつりあげて、黒髪の少女がじろじろと覗のぞきこんでくる。

「ふぅん？　街の救世主じゃ足りないんだって表か情おしてるよ？」

「まだ実感はないけどさ」

　霊剣ヴィエルジュを地面に突きたてる。

　神秘的な青に輝く刃やいば──誰かにこの剣のことを教えたことはないが、『精霊の調べ』の一員である彼女なら予想がついているに違いない。

「やらなきゃいけないことがあるっていうのは、自覚してる」

「好いい野心。いやはや、そういうのシオンにも見習ってほしいんだけどねー」

　人なつこそうな笑みでそう答え、天才結界士エンチヤンターの少女はくるっとその場で半回転した。

　靴先を聖フィオラ旅学園の方向へ。

「さ、帰ろ？　キミの話、もうちょっと詳しく聞かせてよ」
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　オレンジ色にゆらめく火の粉。

　銀色に塗装された円形ストーブの熱がポットを温めて、内部の水が白い湯気となって天てん井じようへと立ち上っていく。

　聖フィオラ旅学園の図書館で──

「寒いぃぃ。あんなに長いこと外にいるとやっぱ冷えるわよねぇ」

　剝むきだしの肩を両手で抱くようにして身体からだを丸め、結界士エンチヤンターの少女がストーブぎりぎりに身を寄せる姿があった。

　まるで暖炉から離れようとしない子猫のようだ。

「うー……やっぱり冬服買えば良かったわ。この学校の冬コート借りようかしら」

「その服、お気に入りなんだ？」

「十六の時に自分で拵こしらえたの。だいぶ皺しわくちゃになったけどね」

　ポットの蒸気に手をあてながら、夏蕾カレイ。

「シオンから旅団パーテイに誘われてたくさんの場所に行ったわ。北の極点で氷の絶壁を登ったり、帰らずの砂漠を磁石なしで横断したり。天界はしょっちゅうだし、冥めい界かいの極光オーロラを見るためだけにわざわざ魔獣の巣そう窟くつに入っていったりね」

「……噂うわさは聞いてるよ」

「そのたびに服がボロボロになるの。棘いばらの森っていう密林を抜けた時にはスカートが破けて下着姿で町に戻るはめになったのよ。信じられる？　さすがにその時にはシオンのことぶん殴ったけど」

　はぁ、と重々しい溜ため息いきを挟みながら。

「そのたびに宿で夜なべして裁さい縫ほうするの。何度も直せば愛着もわくわ」

「俺も似た経験あるよ」

　背中を丸めた少女の正面で椅い子すに腰かけて、レンは何度も頷うなずいてみせた。

「ガリア大炎山で炎の将魔アシエンデイアに服が焼かれてさ、竜の渓谷でもカルラに尻尾しつぽで吹き飛ばされて背中がすり切れて……数えるとキリがないけど、俺もそのたびに服を縫ぬい直すはめになったから」

「話を聞くに、キミもだいぶ密度の濃い旅をしてきたみたいだもんね」

　クスッと表情をやわらげる黒髪の少女。

　ストーブからようやく離れて椅い子すに腰かける彼女が、目の前にある机へと視線を寄せた。そこに置かれた一冊の書物へ──

「いやはや、さっき話を聞いた時は耳を疑ったわ。終しゆう焉えんの島が怪しいっていうのはシオンも言ってたけど……まさか本当に実在してたのね」

　おそるおそる手を伸ばす夏蕾カレイ。

　快活で豪気さが持ち味である彼女にしては珍しいほど慎重な仕草で、なにかに緊張しているかのような表情だ。

「見つけたのね、世界録アンコール」

「ああ。何が起きたのかっていうのはさっき話した通りだけど」

「……溜ため息いきしかでないわね。先を越されちゃったなって気持ちも無いワケじゃないけど、なんだか狐きつねに摘つままれたような気分。驚きの方が大きいわ」

　触ってもいいかしら？

　視線でそう尋ねてくる彼女に、レンは無言で頷うなずいた。

「へえ、軽いのね。鳥の羽みたいに軽い」

　虹にじ色いろの書を両手で抱えて、夏蕾がそれを頭上に持ち上げた。

「綺き麗れいな色。ちょっと厚い辞書って感じかしら。ただ、本のくせに開かないってのが不思議ね。なにこれ、全部の葉ページが糊のりづけされてるみたいに閉じてるじゃない」

「俺も気になってるんだ。まだ開いたことなくてさ」

「エルラインの姿を再現させる装置だったんでしょ？　失われた技術オーパーツの一つだと思うけど、どこで造られたのかも気になるわね」

　優に一分以上も見つめ続けていた夏蕾が、ふっとその書物を差しだした。

「はい返す。ありがと」

「もういいの？」

「キミの物だもの。誰かに見つからないうちに早くしまっちゃって。作戦会議ってことで図書館ここにはあたしたち以外入ってこないよう言ってあるけどね」

　椅子の背にもたれかかる彼女。

「とにかくおめでとう。これでエルライン以来の『英えい勇ゆう』の称号はあなたの物よ。早いところ世界連合協議会に報告しないと」

「…………」

「って気分じゃないわよね。キミの立場からしたら喜んでられる状況じゃない。そう言いたいのもわかる気がするわ」

　あの日、終焉の島でレンが経験したすべて──

　沈黙機関の姫フィオラの復活と、「世界が終わる」という不吉な予言。そしてソレを裏づけるかのような、終焉の島を吹き飛ばした奇妙な力。

　……エルラインの言うとおりだ。

　……まだこの世界には、確かめなくちゃいけない謎なぞがある。

　世界録アンコールを見つけた。

　そう誇れる心境には程遠い。今の自分にはやらねばならない事が多すぎる。何よりも、まずはキリシェ、フィア、エリーゼの無事を確かめなければ。

「でも気になるわね。キミの話だと結局、世界がここまで荒こう廃はいした原因はまだ謎のままってことになるんでしょ」

　ポットの白さ湯ゆを手元のコップにそそぎながら、夏蕾カレイ。

「終しゆう焉えんの島の何もかも吹き飛ばす力の暴風。三さん大だい姫ひも、沈黙機関さえもソレに抗あらがうことはできなかった。そうね？」

「ああ、沈黙機関の姫フイオラだけは何が起きてたか理解してたみたいだけど……」

　あの場でただ一人、謎の暴風に抗い続けていた沈黙機関の姫フイオラ。

　あれほど強力なミスティやイシスさえ暴風に抵抗できなかったことを考えるならば、彼女がどれほど異次元の存在なのか推し量れるというものだ。




〝レン、これが貴様の選んだ結末だ〟

〝今ここで世界は終わる。私の使命を阻そ害がいしたことでな〟




　……俺の選んだ結末、あれはどういう意味だったんだ。

　……それにフィオラの使命？

　沈黙機関の狙ねらいは、三種族を世界から排除することだったはず。一方でフィオラだけは別の目的があるということなのだろうか。

　それとも──

「少しオトナっぽくなったね」

「うん？」

「さっきも言ったけど好いい表情するようになった。天界で見た時のキミは、もうちょっと流れに流されるままって感じだったけど。今は少し違う気がする」

　椅い子すに座ったこちらを見つめる夏蕾。

　その手に、白湯入りのコップを手にして。

「熱っ……このお湯と同じ」

「どういう意味？」

「その蓄えた熱で周りのものに活力を与える。シオンとは違うタイプ。今のキミなら、あの三大姫から冒険に誘われたのもわかる気がする」

　白湯を一口、口にする。

　と思いきやコップを机において、夏蕾カレイがその場で音もなく立ち上がった。

「じゃあ行こっか。彼女たちを探しにね」

「え？　どこへ」

「さっき言ったでしょ。キミに会わせたい人がいるって。キミが学園にいることも当然に気づいてるはずだから。早く来い来いって待ちわびてるんじゃない？」

　いまだ温かいストーブを一度名な残ごり惜おしそうに見下ろして、彼女は冷えきった廊下に向かって歩きだした。

　彼女に続いて廊下へ。図書館のある一階から、中央階段を上った二階。その奥にある多目的室の扉の前で止まった夏蕾が、扉に触れた手に力をこめた。

「はーい、じゃあ入りますよ女神様」

「うむ。待ちわびたぞ」

　女神様？

　レンがその呼称から一人の少女を思いついてすぐに扉が開き、そこから噎むせ返かえるほどに濃い白霧が噴きだした。

「うわっ!?」

「あー。また勝手に部へ屋やを改造してる。ここは人間の建物だからダメですってば」

　白の霧がゆっくりと晴れて部屋の中が明めい瞭りように。

　その先の床には、大人一人が寝そべられるほど巨大な蓮はすの葉。そんな瑞みず々みずしい葉の上に、あぐら座りの少女がいた。

「……女神様って」

「妾わらわのほかに誰がいると言うのじゃ。ほれ、久しぶりじゃな」

　少女が気楽な様子で手を上げて返事。

　外向きにはねた蜜みつ色いろの短髪に、幼げな面立ち。外見の年頃は十四か十五か。淡い薄緑の刺し繡しゆうで彩いろどられた天衣も、線の細い体型に合わせた作りになっている。

　そんな彼女の最大の特徴は、こちらを見つめる対の瞳ひとみだった。

　──世にも珍しい光彩異色オツドアイ。

　──どこまでも深く鮮やかな蒼そう穹きゆう色と、燃え上がる天を映しだすような熾し天てん色。

　赤と青の対比コントラストはこの世に数あれど。

　ここまで深く、そして印象的に空の色味を湛たたえた瞳の対比コントラストは他にないのではないか。そう思わせるほどに深い色の双そう眸ぼうをもつ者。

　天界において、すべての天使の頂点に立つ存在だ。

「レスフレーゼ様？」

「しかし遅かったではないか」

　言葉とは裏腹に、訪れた自レ分ンを嬉うれしそうに見つめる女神。

「お主の気配を感じた時はまさかと思ったが、ともあれ無事なようで何より」

「……ええ、まあ身体からだの方は何とか」

　三週間も意識を失っていたのを無事と言えるかは怪しいが、それより先に、レンは頭に浮かんだ疑問を率直に投げかけることにした。

「で。女神様は、どうしてここに？」

「天界が落ちたからの」

　天界を束ねる少女の答えは、これ以上ないほどに簡潔だった。

「あの日、終しゆう焉えんの島から吹き荒れた力で天界を支える柱が砕けた。妾わらわはソレを『舟』と呼んでいたが、その土台が壊れたことで天界は分解してしまった。妾も、他の天使たちも皆が離ればなれになったというわけじゃ」

　自分の座っている床を指さす女神。

「妾が落ちてきたのがちょうどここ、この敷地の隅っこでな。妾の輝かしい力に惹ひかれた人間の旅団パーテイがやってきて──」

「地上で迷まい子ごになったのを保護されたのよ。女神様は空も飛べないから」

「この学園の守護を任されたのじゃ」

「誰も天使だって信じてくれなかったんだって。それで街の子供と思われてここに待機させられてるってわけ」

「う、うるさい夏蕾カレイ！　妾が話してるところに注釈を入れるでない！」

　甲高い声で叫ぶ金髪の少女。

　まだ何か言おうとする夏蕾に先んじて、女神が大きく手を振りあげた。

「だ、だいたい……なぜ人間は妾が女神だと信じない!?　妾こそ天界の長。まさしく天使の中の天使だというのに。のうレン？」

「あいにく俺に言われても」

　言葉に窮きゆうしてしまう。

　レンでさえ、彼女が本当に女神なのか最初は疑ってしまった経緯があるからだ。

　何も知らない人間が、地上のレスフレーゼを見て女神と思えなくても不思議ではない。その理由は──

「ええと」

「正直に言っていいぞ」

「……たぶん、天使っていう明確な証拠がないからかな？」

　翼の不存在。

　天使という種族はもともと人間に近い外見をしている。では何が人間と天使とを隔へだてるかというと、それは天使の背にある大きな翼だろう。七曜の天使に愛天使キユーピツド、それにフィアもだ。レンの見てきた天使はすべて翼があった。

　なのに天使の象徴ともいえる女神にだけ翼がないのはどうしてだろう。

「むぅ。妾わらわを外見で判断するとは」

　愛らしい頰ほおを膨らませて女神が腕組み。

「まあまあ女神様。というわけでレン、こういうことだったわけ」

　和なごやかな表情の夏蕾カレイが、女神の座る蓮はすの葉に堂々と同席。

「さっき言ったでしょ。三さん大だい姫ひのこと知ってるかもしれない相手。それが女神様だっていうのはわかってもらえたと思うけど……で、実際どうです？」

「あいにくと妾もこの学生街では知り得るものにも限界がある。だが他の天使なら。各地に散っていた天使たちならば居場所を知っておるかも」

「じゃあどうすれば？」

「簡単なことじゃ。地上に墜おちた天使たちが一つの集落に集まっていることまでは、妾も感じとっておる。そこまで妾を案内してほしい。本当は夏蕾に案内してもらう予定だったが、こやつはまだしばらく学生街ここから動けんからな」

「頼まれちゃった手前、もうちょい見回りしないといけないのよ」

　頷うなずく夏蕾が、まるで友人に接するような態度で女神の肩に手をかける。

「この人が元気なうちに届けた方が、天使たちも安心するじゃん？」

「地上は天界と勝手が違うからの」

　部へ屋やをただよう白霧を手ですくうような仕草で──

「妾は天界の維持と再生に力を割さいておるのでな、天界でない場所だと極端に力が落ちる。あれほど大きなクジラとて海から揚がれば動けんじゃろう？　そもそも本来の力が発揮できるのであれば、お主に任せずとも妾が徊かい獣じゆうどもを退治しておる」

「まあ確かに……」

　女神レスフレーゼは天界から離れてしまって力が発揮できない。

　そこで夏蕾も、徊獣退治で助すけっ人ととなる相手を別に探す必要があったのだ。

「よし！　ともあれ善は急げじゃ。さっそく出かけるとしよう。頼むぞレン」

　蓮の葉からレスフレーゼが勢いよく立ち上がる。

「天使の集落まで同行を頼むぞ。そこの天使たちなら三大姫の行方ゆくえも知っておるかもしれないからの」

「わかったよ。それで場所は？」

「ここから北にある」

　まっすぐ窓の外を指さす女神。

「旅人の町シャーラ。そこが、墜ちた天界の一部と繫つながったらしい」





　　　　２






　赤の天そら。

　強く鮮烈な色味に輝く天上を一いち瞥べつして。

「懐なつかしいの。あまり良い思い出はないが」

　レンの隣を歩く金髪の少女が、思いだしたように口にした。

　女神レスフレーゼ。天界では女神の座で不動を貫いていた彼女が、今はさも当たり前のように地上を歩いている。

「妾わらわの知るもっとも古い天の色じゃ。天界が生まれる前よりも前の、な」

「……知ってるんだ？」

「伊だ達てに長生きしておらんからの」

　頷うなずく女神が、小石の敷きつめられた街道をスキップ調で進んでいく。

「どうしたレン？　妾の後ろ姿が美しすぎて見とれたか？」

　いたずらっぽい笑みでふり返る少女。

「妾ばかり見ていると足下がおそろかになるぞ。人間というのはどうにも上ばかり見たがる者が多い。たまには地に足をををを……おおおおおおおっっ……あ痛いたっ!?」

　小石につまさきをひっかけて顔から転倒。ころんっ、という擬音語を思わず口にしたくなるほど見事な転びぶりだ。

「上ばかり見てると？」

「うぅ……そんな皮肉はいいから手を貸すがよい」

　レンの差しだした手に両手で摑つかまって、レスフレーゼがよろよろと身を起こす。

　さすが天使というべきか転んでも擦すり傷一つないのだが、着る天衣にはしっかりと地面の砂がついてしまっている。

「一応言い訳をしておこう。何百年と雲の上にいると、地上のような硬い足場を歩くのにとても違和感がある。地を歩くことなど何百年ぶりか」

「でも歩いたことがあるんだ？　俺、そっちの方が意外だけど」

「ふふ、意外であろう。光栄に思うがよいぞ。なにせ妾と一緒に地上を歩いた人間などお主が……って、ダメダメ、手を離すでない！」

　もう二度と転ぶまいと小柄な天使が必死に手にしがみついてくる。起き上がる時だけかと思いきや、どうやら手を繫つないで歩くことにしたらしい。

「……見てのとおり妾は地を歩くことに不慣れゆえ」

「俺とか夏蕾カレイが一緒にいた方がいいって理由、なんかわかった気がする」

　抜き足差し足でおそるおそる歩き始める女神。

　ただ、それでも一つ気になったことはある。

「そういえば地上に墜おちた天使たちって、女神様の居場所はわからないのかな？　ほら、女神様は他の天使の場所が何となくわかってるみたいだし」

「むろん感知できる。が……」

　足下を見つめたまま、レスフレーゼ。

「今の世界は危険すぎる。天使とはいえ無む闇やみに遠出ができんのでな」

「危険？」

　凶暴化した徊かい獣じゆうが街道を彷徨さまよっていることはレンも身にしみて理解した。けれど天使たちが外の世界を渡ることさえ躊ちゆう躇ちよする？

　空を飛ひ翔しようし、強大な法力を有する天使がそこまで身構えるものとは──

「実際、見た方が早いじゃろ。もうすぐ先にいる」

　繫つないだ右手を握りかえすレスフレーゼが、もう一方の左手で前を指さした。

　なだらかな平地となった草原の先。まっすぐ道なりに進むと、目の前の地面に大きな黒い影が伸びていた。

　紅ぐ蓮れんの日ひ射ざしに照らされた赤い影。

　それはレンが歩を進めるごとに膨ぼう張ちようし、肥大化し、みるみるうちに小山のごとく聳そびえたつ巨大生物の姿へと変へん貌ぼうしていった。

「……なんだこいつ」

　足を止める。いや、気づいた時には足を止めていた。

　黄土色の鱗うろこに覆おおわれた四本腕の巨人。

　地に膝ひざをついた姿勢でありながら、レンが見上げてもまだ全身が見通せないほどに大きい。立ち上がれば……その巨きよ軀くは竜りゆう帝ていカルラに迫るかもしれない。

「轟巨人ヘカトンケイル」

　巨人を見上げて、ぼそりと女神が口にした。

「動くものすべてに襲いかかり、獲物が動かなくなるまで拳こぶしを振り下ろし続ける無類の狂戦士。たとえ竜や天使といえど、こやつの頭上は避よけて飛ばざるを得ない。そういう時代があった。とうに敗北して絶滅したと思っておったがな」

「……じゃあこいつも俺たちを襲ってくる？」

「ああ、言い忘れたな。こやつ、妾わらわたちには気づかんよ。小さすぎる」

　人間など眼中にない。

　ふさわしい強敵が訪れるまで、蛹さなぎのように動かず時を待ち続ける巨人。不動の構えながら並々ならぬ重圧を感じずにはいられない。……が。

「敗北、って？」

　女神の言葉に感じたわずかな引っかかり。

　脳裏をよぎった一瞬の悪お寒かんに、繫いだ手がじっと汗ばんでいくのを止められなかった。

「それどういう意味なのかな」

「言葉どおりじゃよ。天使が恐れているのはこやつではない。こんな赤子より遙はるかに危険な怪物がいる」

　手を繫つないだ先の少女が、その掌てのひらに小さく力をこめた。

「神かみ代よの獣──竜を上回る巨体に、悪魔より凶暴、さらに天使よりも狡こう猾かつな旧世界の帝王。いや、暴君か。あの轟巨人ヘカトンケイルもソレに挑み、そしてたった一体によって種族そのものが討うち滅ほろぼされる寸前に陥おちいった」

「一体で、轟巨人ヘカトンケイルの種族を!?」

　悲鳴に近い声が喉のどから飛びだした。

　ふり返ったそこに聳そびえる轟巨人ヘカトンケイルは、今も静かに眠り続けている。あれほど雄々しい巨人が、たった一体の獣の前に滅びかけたという。

「じゃあそんな奴やつに出で会くわしたら……」

「迷わず逃げる。今に限ったことではなく、お主がこの先で出会したすべての場合における鉄則と心得よ」

　迷ったそぶりさえ見せずに女神は語った。

「女神様がいたとしても？」

「はるか古いにしえに召喚された時ならいざしらず、今の妾わらわは翼を失った身であるからの」

「──っ！」

「お主も終しゆう焉えんの島で知ったであろう？　三種族わらわたちの起源を」

　繫いでいた手が、離れる。

　幼げな金髪の天使がスキップで先を進んでいく。レンが言葉を失うことさえ予想済みであるかのように。

「妾はレスフレーゼ。はるか神代の時代。神性都市シィエラミリスにおいて『女神として』召喚された」

　口ずさむように。

　少女が、苦笑とも微笑ともつかない笑みでふり向いた。

「すまぬな。あの学園でお主と夏蕾カレイが話していたこと、悪いとは思っていたが盗み聞きしてしまった。お主が終焉の島で何を見聞きしたのか」

「……知ってたんだ？　何もかも」

「世界録アンコールの中身は知らぬ。しかしエルラインの残した書物であるのなら、神性都市シィエラミリスについて語られていることは予想できた」

　そう、それは天界で女神自らが予言していたことだ。

　終焉の島に世界録アンコールが隠されていること。

　その世界録アンコールには、竜と天使と悪魔の誕生にかかわる秘密が記載されているということ。




〝正直に言おう。あの島には、人間に知られてほしくない過去が眠っている。それはレン、特にお主にだけは絶対に知ってほしくない事実じゃ〟




「神かみ代よの時代。神性都市シィエラミリスは古代召喚術の研究によって未み曾ぞ有うの発展を遂げた。三種族わらわたちは、その古代召喚術によって召喚された」

「……うん」

「ゆえにレン、あの時の妾わらわは、お主にだけは知ってほしくなかった。古代召喚術を発動できるお主ならば、神性都市の悲劇と同じことを実現できてしまう可能性がある」

　背中を向ける天使の少女。

　天使ならば誰もが持っているはずの翼が、そこにはない。

「手」

「えっ……と？」

「手、繫つないで歩こう。妾は地上を歩くのが苦手だと言ったであろう」

　ふり返った女神がその場で差しだす右手。

　その小さな手を握ってレンは再び街道を歩きだした。

「少しだけ妾のことを話そう。神性都市によって三種族が生まれたのは、お主も知ってのとおり。妾は全天使の中で二番目に召喚された」

「……二番？」












「うむ。一番目が何であったのかは妾わらわも知らぬ。しかし今となっては、当時のことを知る天使は妾一人であろうな」

　真まっ赤かな街道。

　夕日に染まったような色の大地を、どこまでもどこまでも北へ。

「妾の役目は『天界の創造と維持』。先ほどの話にも繫つながるが、妾が天界以外で力を発揮できない理由でもある。なにせ力の大半を天界という結界に割さいてしまっておるからの」

「じゃあ、やっぱり名実ともに天界の主あるじなんだ？」

「もちろん」

　前を見つめる金髪の天使が、首しゆ肯こう。

「しかし妾が本当の意味で天使の長であるのには、より根の深い理由がある」

　ぎゅっと握り返す手に力がこもる。

　冷たくもなく温かくもない不思議な温度。手触りも絹シルクに触れているように滑らかで柔らかい。その掌てのひらの触感が、彼女が人間とは違う種族であることを教えてくれた。

「天界には多くの天使が住んでいる。妾の身辺に仕えている七曜の天使に、審門の護衛である愛天使キユーピツドたち。他にも何百体とな」

「うん」

「それだけの数の天使たちがどうやって召喚されたか、わかるか」

「……っていうと？」

「古代召喚術には強力な発動体が必要になる。いま天界にいるだけの天使を召喚するとなれば膨大な数の発動体が必要になるであろう？　しかし当時の神性都市にはそれだけの発動体は無かったのじゃ。他にも竜や悪魔も召喚していたわけじゃからな」

「あ、そうか」

　そこまで想像を膨らませたことがなかった。

　どれだけ神性都市で古代召喚術の研究がなされようと、その発動体がなければ天使たちを召喚することはできない。

「真相は単純じゃよ。天使を召喚したいのであれば、天使の力を宿した発動体を使うのがもっとも効率がいい」

「天使の羽だろ。俺もフィア先輩から預かってるし」

　だが。

　……待てよ。

　……でもそれってどういうことだ。

　レンは、その後に続く言葉を紡つむぐことができなかった。

　天界に多く存在する天使たち。だが神性都市の時代には、それだけの召喚に足る発動体がなかったという。

　ならばどうするか。何か別の物で代用するしかなかったはずなのだ。

　──天使の召喚には、天使の羽がもっとも効率がいい。

　──翼なき女神レスフレーゼ。

「まさか……」

　ぞっとするほど冷たい汗が、頰ほおをなぞって顎あご先へとしたたり落ちていく。

　神性都市が何を行ったのか。

　女神レスフレーゼが「悲劇」と口にしたその真意は。

「そう」

　手を握る少女が再び足を止める。

　その横顔。

　今この世界の空と同じ熾し天てん色の瞳ひとみで、天使の長に見つめられた。

「天界に住むすべての天使たちは、妾の翼の羽を発動体として召喚された」

　その代償に、天使レスフレーゼは翼を失ったのだ。

　彼女の意思ではあるまい。神性都市の研究の一端として、彼女はなかば強制的に「実験」に使われたのだ。天使の統率者である彼女から天使の象徴が失われた。それはどれほどの苦痛であったことだろう。

「そういうことかよ……！」

　空いた右手の拳こぶしを、爪つめが掌てのひらに食いこむほどに握りしめた。

　神性都市の古代詠唱士エイシエンターたち。そして研究者たち。

　……そんな。何が神性都市だよ。

　……くっだらねぇ。そんな傲ごう慢まんな実験して何になるって言うんだよ！

　そんな人間たちがいたというのなら、同じ古代詠唱士エイシエンターの自レ分ンに過去を知られたくないとレスフレーゼが思うのも当然だろう。

「……ごめん」

　唇くちびるを嚙かみしめて、レンは血を吐く心境でそう口にした。

　女神レスフレーゼが受けた苦痛を何も知らずに、古代詠唱士エイシエンターの自分は暢気のんきに天界へと赴き、女神法印が欲しいと頼みこんでいたのだ。

「俺……」

「そう深刻な顔をするでない」

　力を失ったレンの手が離れてしまう間ま際ぎわ、その手を握ってつなぎ止めたのは女神だった。力強く。けれど決して重圧を感じさせない力で手を握りしめて──

「お主は、優しいな」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおで微笑ほほえんだ。

　ほんの少し、照れたような口ぶりで。

「この話で多少感じるところはあると思っていたが、まさか謝られるとは思わなかった。お主が頭を下げることなんて一つもないというのに」

「だけど……」

「神性都市の古代詠唱士エイシエンターとお主は違う。そう思ったから妾わらわも女神法印を託した。それに、妾も失った翼のことなど今はどうでもいい。妾の翼は、今はかけがえのない同胞そのものじゃよ」

　誇らしささえ感じさせるほどに。

　女神レスフレーゼの言葉には強い力があった。

「召喚された天使たちは皆、それぞれに個性がある。頼もしいことに妾より強い天使もな。終しゆう焉えん戦争でも本来ならば矢や面おもてに立たねばならぬ妾のかわりに、天界を代表して戦いぬいた天使もいた。お主もよく知っておろう」

「フィア先輩？」

「うむ。早くあやつの状況も確認したいところだが、それは天使の集落に着いてからじゃ。ところでお主、その鞄かばんの一番上に詰めておるのは？」

「鞄？……ええと」

　女神が指さしたのはレンの背負う荷物の、その一番上の膨らみだった。

　妙に角張った部分に手をあてて。

「そっか。夏蕾カレイから返してもらった時に急いで鞄に入れたから」

　無理やり押しこんだ物を思いだす。

　聖フィオラ旅学園の図書館でのやりとり。世界録アンコールを見せてほしいとせがまれて、鞄から取りだして彼女に手渡したのだった。

「終焉の島で見つけたんだ」

「おぉっ。虹にじ色いろの本……これが本物の世界録アンコールか！　確かに、妾もこの力の波長を感じるのは初めてかもしれぬ」

　目を輝かせて世界録アンコールを手に取る少女。

　本を頭上に掲げてはしゃぐ様子は、まるで誕生日にプレゼントをもらって小躍りする子供のようだ。

「お主から珍しい力を感じていてな。もしやと気になっておったのじゃ」

「これ、最初に見つけた時はエルラインの思念が再生されたんだ。でもそれは一度きりだったから……」

　世界録アンコールとしての力を使い果たしたのではと思っていた。

「起動しかけておるぞ」

　頭上に掲げた世界録アンコールをじっと見つめる女神。

「妾の力を浴びて再活性した可能性がある。三種族の力は古代召喚術の発動を促す性質があるから、もしかすればこの本も再び──」

「動きだすのか!?」

　英えい勇ゆうとの対話は終わってない。

　終しゆう焉えんの島で、彼はまだ何かを言いかけていたはずなのだ。




〝そうだ。精霊といえば〟

〝終焉戦争とは関係ないことで一つ気になってるのが────〟




　その会話の直後、覚かく醒せいした沈黙機関の姫フイオラの力が原初の海に到達し、レンは原初の海からはじき出された。

　世界録アンコールの力もそこで途切れて終わったままなのだ。

「頼むよ。俺、まだエルラインに聞いてないことがあるんだ」

「やってみるか」

　翼なき女神の両手に光が灯ともる。女神法印をレンが授かった時と同じ、あの熾し天てん色の輝きがゆっくりと世界録アンコールを包みこんでいき──

　虹にじ色いろの書が、呼応するように自らも強く輝きだした。

「動いた!?」

「ふふん、まあ妾わらわの力をもってすれば当然じゃろう。ほれレン、お主が持っておれ」

　レスフレーゼから手渡された書を胸に抱える。

　地平線まで続く広大な平原で。

　レンと女神だけが見守るなか、『EleLineエルライン』と、そう表紙に刻まれていた文字が鮮やかな光に満ちていく。

「原初の海の時あのときと同じだ……」

「ほう。そう言われると興味深いの」

　女神とともに世界録アンコールの発動を見守って──

「あれ？」

「む？」

　何も起きない。

　世界録アンコールが起動している気配はあるのに、原初の海で見たようなエルラインの姿が浮かびあがる様子が皆無なのだ。

　さらに、世界録アンコールを包んでいた光も次第に弱まっていく。

「女神様？」

「むぅ。今ので起動しないとは小こ癪しやくな。レンよ、もう一度貸すがよい」

　頰ほおを膨らませる幼げな女神。

　世界録アンコールを両手で受け取って、穴があくほど睨にらみつける。

「おかしい。やはり再活性しているのは間違いないというのに、なぜ起動せぬ。何か特別な手順が必要なのかのう」

「俺の時はそんなことなかったけど……」

「ええい、さっさと起動するがよい！」

　レスフレーゼが世界録アンコールを大きく振り回す。

　と──

『い、痛い！　痛いですっ、そんな強い力で握らないでください！』

「む？」

「あれ？」

　可愛かわいらしい悲鳴が聞こえたのは、そんな矢先だった。

　平原にいるのは自分と女神だけだ。上空は相変わらず不気味な魔獣が飛び続けているが、あとは周りを見回しても人影はもちろん動物の姿さえない。

「レンお主、意外と可愛い声が出るのじゃな」

「俺？　いやいやまさか。女神様だろ。すごい甲高い声だったけど」

「妾わらわではないぞ」

「俺でもないってば」

　二人で揃そろって顔を見合わせる。

「おかしいのう。今の悲鳴は誰が──」

『わ、私わたくしです！　ほらここにちゃんといますよ！』

　レンが手にしていた世界録アンコールが開いていく。

　今まで固く閉じていた葉ページがぱらぱらとめくれて、栞しおりのように葉ページと葉ページの間に挟まっているモノが露あらわになった。

『ふう。危うく葉ページに押しつぶされてぺしゃんこになるところでした……』

「妖精？」

　レンの掌てのひらに乗るくらいの身長の妖精だった。

　丈が短い薄地のドレス一枚という軽装で、露出した半透明の肌から向こう側がほんの少し透けて見える。

　顔かたちは人間の少女に似ており、もっとも特徴的なのは翼の役目を兼ねそなえている蒼あお色の長髪だろう。霊剣ヴィエルジュの刀身によく似た色味の長髪が翼のかたちになって、その翼を羽ばたかせて空を浮遊している。

「レンお主、こんな下僕を連れていたのじゃな」

「俺？　いやいやまさか。女神様だろ、天使の他にもこんな妖精を部下にしてたなんて」

「妾のではないぞ」

「俺のでもないってば」

『誰の下僕でも部下でもありませんっ！　私、こう見えて立派な精霊ですから！』

　胸に手をあてて訴える自称精霊。

　そんな彼女だが、世界録アンコールを手にするレンをじっと見つめて。

『……エルライン？』

「人違いじゃ。この者はエルラインではない、まあ似てるのは確かじゃがな。見た目も、それ以外の部分も」

　答えたのは女神レスフレーゼ。

「しかしエルラインが出てくると聞いて期待しておったところなのに、代わりに出てきたお主は？」

『あ……も、申し遅れましたー！　私はナスターシャ。この世界録アンコールに宿る人工精霊……のようなものです』

「はて精霊とな」

　ナスターシャと名乗る自称精霊を腕組みして見下ろす女神。

「のうレン？　精霊の声というのは天使には聞こえないものと思っておったが、妾わらわは今、この精霊の声が聞こえている気がするぞ」

「俺も不思議に思ってたんだ」












　精霊の声は、竜にも天使にも悪魔にも聞こえない。

　それはレンや女神だけではなく、精霊の同種と思われる沈黙機関とも共通の認識だった。ということは、その法則はおそらく間違いないはずなのだ。

　……なのに自称精霊コイツの声は女神様にも聞こえてるし会話もできてる。

　……ってことは？

「なあ。お前さっき、自分のこと人工精霊のようなものって言ってたけど」

『ぎくっ!?』

「本当に精霊なの？」

『では妖精でお願いします』

「おいっ!?」

　さらりと訂正した自称妖精に、レンと女神はそろって指を突きつけた。

「お主、ハッキリせんか！」

「どっちなんだよ！」

『だ、だって……私わたくし……生まれた時のことあまり覚えてないんですもの』

　しょんぼりと肩を落とす小人。

『え、ええと。私、この本に宿っているのは本当なんです。神性都市の時代に生まれて、それからずっと待っていました』

「何をさ」

『世界録アンコールを見つけてくれる御お方かたを、です！』

「わっ」

　ぱっと頰ほおを赤らめて、人工妖精ナスターシヤがレンの鼻先まで飛び上がった。

『ずっと待っていたのです。三百年前にエルラインという剣士が世界録アンコールを見つけてくれたのですが、その方には断られてしまいました。ですが今度こそ私の使命を果たすべき時が来たのです！　あなた、お名前は！』

「レンだけど……」

『レン様ですね。ああ、お待ちしておりました』

　大げさなくらい大きく両手を広げ。

『私わたくし、一目見た時からあなたが時代の寵ちよう児じであると確信していました！』

「調子がいいのう。お主、レンをエルラインと勘違いしてたくせに」

「俺もそんな気がするけど……まあいいや。で、ナスターシャは何がしたいのさ」

『レン様に世界録アンコールの機能をお伝えしたいのです。これはもともと神性都市で開発された失われた技術オーパーツ。この書物が古代召喚術の発動体としての力をもっていることをエルラインに伝えたのも、私です。それが役目ですから』

「失われた技術オーパーツとしての使い方を教えた、と？」

『はい。彼は……彼の伝言を後世に残したいと言っていました。そこで私が助言し、次に世界録アンコールを手にする者が訪れた時、彼の思念が自動的に召喚されるよう世界録アンコールの調節を行ったのです』

　言われてみれば、確かに人工妖精ナスターシヤの言葉で納得できる部分はある。

　世界録アンコールが古いにしえの失われた技術オーパーツだというのなら、エルラインがああも使いこなせていたのは不思議だった。独学にしても限度があるだろう。

　その背景には、彼に技術を伝える者の存在があったのだ。

「ふむ。そうだとして、肝心のエルラインが出てこなかった理由が気になるの。その自動機能はもう失われたのか？」

『いえ。そんなことはないはずですが……ちょっと失礼』

　女神の手にした世界録アンコールの上に着地する人工妖精ナスターシヤ。

　本の上を散歩するように歩きまわって、何かを見つけたように屈かがみこんだ。

『書物の欠損が見られます』

「なに？」

『すごい力……何か途と轍てつもない力の波動を受けたせいで、世界録アンコールに込められていた力の一部が消し飛んでしまったようです。何か心当たりはありますか？』

　人工妖精ナスターシヤの指摘に、レンは無言で女神と顔を見合わせた。

「どうじゃ？」

「……思いあたるのが二つかな」

　世界録アンコールに影響をおよぼすほど強力な力と言われて、真っ先に脳裏を過よぎるものと言えば終しゆう焉えんの島での激闘だろう。

　沈黙機関の姫フィオラによる詩し篇へん『世界創世の残り火』。

　法ほう術じゆつ円えん環かんの楽譜フルスコアから生まれた超常の光熱は、フィオラ曰いわくすべての炎の起源にあたる原初の火であるという。

　あの一撃でレンも三さん大だい姫ひも危うく全滅しかけた、それほどの破壊力だった。

　二つめが、終焉の島を崩壊させた力の暴風。終焉の島にいるものすべてを吹き飛ばした謎なぞの風。沈黙機関イシスやミスティさえ抗あらがうことはできなかった。

　世界録アンコールという失われた技術オーパーツが損傷する理由としては、どちらも十分すぎる。あるいはその両方が原因なのかもしれない。

『大事なものですか？』

　世界録アンコールから飛びたった人工妖精ナスターシヤが、再びレンの顔の高さまで浮かびあがった。

『エルラインの伝言、レン様にとって必要なものなのですね』

「ああ」

『わかりました。では……確実にとは言えませんが、エルラインの伝言がもう一度再現されるように修復してみます』

「できるの？」

『できると思います。ただ、なぜできるのかを私ってば覚えていなくて』

　何とも不思議そうに首をかしげる人工妖精ナスターシヤ。

『実は私も……何百年と眠り続けてきたせいか、どうも記憶の欠損があるようなのです。神性都市の研究者たちが世界録アンコールを開発して、私はその開発の一環で造られました。そこまでは覚えているのですが、自分の出自のことになると記憶が空っぽで……』

「つまりお主が覚えているのは、お主が世界録アンコールと神性都市のことを伝える役目がある、という使命のみか。難儀じゃな」

　腕組みするレスフレーゼが浮かべるかすかな憫びん笑しよう。

「レン、こやつは記憶喪失らしい」

「そうみたいだ。でもあんまり困ったような表か情おしてないけど」

『はい。大事な役目まで忘れていなくてよかったなあと。私個人の記憶は、世界録アンコールを修復していくうちに自然と思いだすかなって』

　にっこり笑え顔がおで妖精が返事。

『なのでレン様、世界録アンコールのことや神性都市のこと、どんどん聞いてくださいませ。質問にお答えしていくうちに自分わたくしのことも思いだすかもしれないので』

「……じゃあ一個だけ」

『どうぞ！』

　女神から返された世界録アンコールを手にし、レンは人工妖精ナスターシヤを見下ろした。

「旅団パーテイの仲間が見つかった後の話だけど、いつかは神性都市に行きたいって考えてる。古代召喚術のことも沈黙機関のこともそうだけど、やっぱり神性都市にはまだ謎なぞが多いんだ。でも肝心の場所がわからなくてさ」

『神性都市の場所ということですね？』

「うん。世界録アンコールと一緒に造られたなら、世界のどこに入口があるかも知ってるだろ？」

『もちろん！　レン様を神性都市へ導くことが私の最大の役目ですから！』

「どこにあるの？」

『それは……』

「それは？」

『覚えてません』

「……はい？」

『記憶の欠損が確認されました。いやー、神性都市ってどこにあるんでしょうね』

「ダメじゃん!?」

　あはは、とごまかし笑いをうかべる人工妖精ナスターシヤに向かって声を上げ、レンと女神は大きな溜ため息いきをついたのだった。






Record.3　落ちた天そら
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　燃える空に、灰色が混じる時刻。

　地平線の先がゆっくりと夜色に染まり始め、昼間でも冷たかった風がさらに凍えるほどの冷気を帯おびていく。

「……さむっ。夜になるとやっぱり寒くなるよな。暖炉が恋しいし」

　身震いするほどの寒さに耐えながら街道を早足で進んでいく。

「そういえば女神様は寒くないの。そんな薄着だけど」

「妾わらわは平気じゃぞ。まあ人間とは身体からだの構造が違うからの。お主も人間らしい弱点はあるのじゃな」

「俺、寒いと風か邪ぜひくタチでさ……」

「情けない。ほれ、そこの人工妖精ナスターシヤを見習うとよいぞ」

　女神が顎あごでさす先には、薄着のドレス一枚で悠々と空を飛ぶ人工妖精ナスターシヤの姿がある。彼女もレスフレーゼに負けず劣らずの軽装だが、この寒風でもまるで寒がる気配がない。

『はいはいレン様、私に何かご用ですかー』

「……お前って寒くないの？」

『気合いです。レン様は気合いが足りません』

「うそつけ!?」

　どう見ても種族による耐性の差のはずなのだが、それを根性や気合いのような精神論で語られてしまうと返しようがない。

『ところでレン様、私も一つお聞きしたいのですが』

「うん？」

『先ほどからずっと、この精霊たちが私にくっついてくるのですが……』

　ふよふよとレンの前を浮遊する人工妖精ナスターシヤ。

　そのすぐ後ろにくっついて回るのが火の始原精霊サラマンダーで、もの珍しそうに人工妖精ナスターシヤの翼を触ったり摑つかんだり。さらには土の始原精霊ノームも顕あらわれて、レンの肩ごしに人工妖精ナスターシヤの髪の毛を摑もうと手をしきりに伸ばしている。

『アソボ？』

『ネエ、ネエ？』

『いやぁぁぁぁっ、精霊たちが髪の毛を引っ張ってきますぅ!?』

　左右から髪の毛を引っ張られて人工妖精ナスターシヤが悲鳴。

　そんな彼女の反応が楽しいのか、ますます嬉うれしそうに髪の毛を引っ張るのが火の始原精霊サラマンダーと土の始原精霊ノームだ。

「おー、懐なつかれてるじゃん。やっぱり人工の妖精って珍しいのかな」

『そんなこと言わずに助けてぇ！』

　逃げようとするところをしっかり捕まえられてしまう。精霊二体はじゃれついてるだけなのだろうが、なにしろ人工妖精ナスターシヤはレンの掌てのひらに乗るほどだ。精霊たちよりも一回り小柄な彼女にとってはただ事でないのだろう。

『……うぅ。髪の毛がくしゃくしゃです。レン様、私そろそろ休みたいのですが宿泊場所はまだですか』

「人工の妖精なのに？」

『なにしろ三百年も世界録アンコールの葉ページに挟まれていましたもので。私だってたまにはベッドで寝たいのです』

　髪の毛をくしゃくしゃにされて溜ため息いきをつく仕草や、ベッドに寝たいという気持ちまで。

　人間に造られたという存在だけあって、世界録アンコールの住人という特殊な存在であっても思考は人間にそっくりだ。

「レン、妾わらわも早くコテージとやらに着きたいぞ」

「女神様まで？」

「妾わらわも天界での暮らしが長かったからの。明るい場所に慣れているせいで、どうにも暗いのは苦手じゃ」

　暗色に染まりつつある空をレスフレーゼが恨うらめしそうに見上げる姿。

「あ、見えてきた。女神様あそこ」

「おお！　あの光が灯ともってる家か！」

　背の高い木々がならぶ中、そんな木々よりも高くそびえたつ木造のコテージが見えてきた。今日の目的地だ。

「街道のあちこちに建ってるんだ。旅人とか商人もそうだけど、旅団パーテイとかだと大所帯で動くから、一度に二十人以上泊まれる大きな宿もあってさ」

「ほうほう。妾もこうした場所で夜を明かすのは初めてでな！」

　弾む足取りで女神がコテージへと駆けていく。

　その姿に、レンは奇妙な既視感を覚えた。

　……ああそうか。今の女神様、俺と似てるのか。

　……キリシェとフィア先輩と街道を進んで、初めてコテージについた時の俺と。

　聖フィオラ旅学園を離れて外の世界に飛びだした。

　それが嬉うれしくて、初めてコテージに着いた時はがむしゃらに走っていった覚えがある。

『レン様、こっちこっち。なんか不思議です』

「うん？」

　一足先にコテージに入っていった人工妖精ナスターシヤが、扉の隙すき間まから顔を覗のぞかせた。

『女神様が呼んでます。ちょっと見てくださいませ』

「何か？」

「レンよ、コテージというのはこうも人ひと気けがないものかの？」

　入口すぐの受付前で。

　待合い席に陣取ったレスフレーゼが、無人の受付を指さした。

「誰もおらんぞ」

「……あれ？」

　普段ならオーナーが座っているはずの席は無人。玄関まわりの待合い席も空っぽで、さらに通路の奥もまったく人気がない。

　なのに宿は通路の奥まで煌こう々こうと明かりがついている。

「外に出かけておるのか？」

「この夜だろ。そんな物騒なことはさすがにしないんじゃないかな。おーい、誰か。俺ら二人ここで泊まりたいんですけど」

　後ろで人工妖精ナスターシヤがぼそっと『あの、私もいるから三人……』と言っているのは気にせず、明かりのついた廊下をレスフレーゼと一緒に進んでいく。

「あのぉ」

「あれれ!?　た……大変だよリンちゃん！　お客さんが来たぁ！」

　二階に続く階段で。

　ふと、階段の上から小さな声が伝わってきた。

「リンちゃんリンちゃんリンちゃん！　お客さんだよぉ！」

「うるせぇってシルク。お客って言えばオレらもだろ」

　続いて聞こえる少女の声。

　こちらはやや声質が低く、面倒くさいといった感情がありありと伝わってくる。

「だいたいここは宿のオーナーも宿泊客もみんな逃げだした後だって。ってか団長以外の人間と同じ場所で寝るの苦手なんだよなぁ。どうせオレやシルクを見たら、『人間じゃない種族と一緒にいられるか』って騒ぐし……」

「リンちゃん声が大きいって！　聞こえちゃうよ！」

「いーんだよ。先手必勝だ。シルクも言っとけ」

「意味がわからないよ!?」

「で、どちらさま…………んと。……あれ？」

　不機嫌そうに階上へと現れた少女が、階下にいるこちらを見るなり目を丸くする。

　──獣人の少女。

　爛らん々らんと輝く黄金の瞳ひとみに、猫のように細くすぼまった瞳どう孔こう。

　続いて大きな三角形の耳がショートの赤髪からツンと飛びだしていて、背中の尾てい骨からは虎とらのような黄色と黒の尾が伸びている。肩からむき出しの肌からも、全身がネコのようなツヤのある毛並みに覆おおわれているのが見てとれた。

　リンと呼ばれる獣人に、レンは見覚えがあった。

　さらに言えば。

　獣人の後ろから恐る恐るこちらを見下ろす大妖精もだ。

「リンちゃん？」

「なんだ」

「シルク、何だか見覚えある人間の気がするの」

　こちらは大きな赤い瞳に、蛍光色の緑から赤へと移ろっていくグラデーションの髪。

　魔法使いのような大きな帽子と裾すその長いローブ。身長はレンの腰の高さくらいだろう。人間からすれば小柄だが、妖精種ではかなり大きな部類だ。

「あ───っ！」

　シルクと名乗る大妖精が、唐突にレンを指さして声を張りあげた。

「思いだした！　あの人だよ、毒沼で迷まい子ごになった団長とミスティちゃんを見つけてくれるって言った人！」

「おぉっ、無事だったのか！」

　不機嫌顔から一転して表情をゆるめた獣人リン。手を振ってきたかと思いきや、階段を一段抜かしで勢いよく駆け下りてくる。

「よー、久しぶり。団長が世話になったな」

　旅団パーテイ『黄金の夜明けヴイーナス・ライト』。

　冥めい界かいの審門が設置されたバネッサ湿原で出で会くわした四人組の旅団パーテイである。

　団長という愛称の剣士に、獣人リン、大妖精シルク。団長を除いてはすべて別種族という珍しい構成になっている。

　レンにとっては──

　沈黙機関ミスティと出会うことになったキッカケの旅団パーテイだ。




〝団長を助けてくれたことには感謝しています〟

〝バネッサ湿原でも、獣リ人ンさんと大妖精シルクさんの話を聞いてくれたそうですね〟




　ミスティがなぜ黄金の夜明けヴイーナス・ライトを潜伏場所に選んだのかは知るよしもないが、彼女がこの旅団パーテイに愛着を抱いていたのは確かだ。

「無事で良かったよ。俺もそっちの具合が気になってたんだ」

　ミスティが抜けた後の黄金の夜明けヴイーナス・ライトが、この世界異変の中でどうなっていたのか。それはレンも気にかけていたことだ。

「ずいぶん変わった面々じゃな。レン、お主の知り合いか？」

「まあそうかな」

　獣人と大妖精をもの珍しそうに見つめる女神に頷うなずいて、レンは二階を見上げた。リンとシルクは一階に下りてきているが、もう一人、肝心の人物が見あたらない。

「団長は？」

「団長なら熟睡中だぜ。夜の番だから今のうちに仮眠するってさ」

「二階だから呼んでくるねー」

　跳ねるようにして階段を上っていく大妖精。その愛らしい姿が二階に消えて、しばらく待った後に二人のやりとりが響いてきた。

「団長ー、団長おきてー」

「……むにゃ」

「団長ってばぁ！　ほら、ええとご飯の用意ができたよ！　可愛かわいい女の子がいるよ！」

「…………」

「ああもうっ！　そうだ、ミスティちゃんが戻ってきたの！」

「なんだって!?」

　二階から激しい足音。それから数秒と経たたずして、レンと女神と人工妖精ナスターシヤとがそろって見上げる階上に壮年の男が顔を見せた。

　浅黒く日焼けした肌に筋肉質な体たい軀く。年齢は三十代の後半だろう。旅団パーテイの主力である騎士だが、仮眠中だったこともあり軽装になっている。

　ダン。

　旅団パーテイ『黄金の夜明けヴイーナス・ライト』のリーダーである男だ。

「ミスティどこだ！　ミス…………お？…………」

「あの。どうもです」

　狐きつねに摘つままれたような顔ぶりの団長に、レンは手を上げて挨あい拶さつした。





　　　　２






「あっはっは。こんなチビっ子が女神様だって？　冗談言っちゃいけねぇよ」

「……本当だと言っておるのに」

　コテージ一階の食堂で。

　大きな長机を囲み、隣に座る女神の肩に手をかける団長の姿があった。

「お主な、初対面の人間が妾わらわの肩に手をかけるなどエルライン以来じゃぞ」

「おおそうか」

「……信じておらぬな？」

「まあまあ細かいことはいいんだよ。それよりもう一杯どうよ」

「頂こう」

　団長の自家製だというお酒をグラスになみなみと。それを受け取ったレスフレーゼが、こくんこくんと可愛かわいらしい仕草で口にする。

「おお、いけるね嬢ちゃん」

「女神だと言っておろう。しかし嬢ちゃんというのも新鮮な響きだから構わんぞ」

「もっと強い酒でもいけるかい？　こいつは強烈だぜ」

「頂こう」

　えんえんと交流の杯を交わす二人を前に──

「なあなあレン？　あんなちっちゃい子供に酒飲ませていいのか、ぶっ倒れるぜ？　勧める団長も団長だけどよ」

「……たぶん平気だと思う。天使だし。たぶん俺らより何十倍も生きてるし」

　なかば冷や冷やしながらも、レンは獣人リンと一緒にその様子を見守っていた。

　お酒に強いのはどうやら天使という種族の共通事項らしい。フィアと違う点があるとすれば、女神の方はお酒で顔がほんのり赤くなって、ますます子供っぽい表情になるということだろうか。

「そうよ嬢ちゃん、話がわかるじゃねえか。今の若い者はどうも覇気がなくていけねぇよ。もっとこう根性も野心も足りねぇっていうか」

「うむ。妾わらわも若い頃それはそれは暴あばれ回ったものじゃ。今の若い天使はどうにも剛ごう胆たんさが足りないというか、線が細い。もっと度量の大きな天使にならねば」

「いやはやまったく！」

「あっはっはっは！」

　互いに肩をたたき合って酒をつぎ合う二人。

　あきらかに初対面、しかも種族も年齢も違うはずなのに、このうち解けようはいったい何だろう。

「あのさ、団長ってもしかしてすごい人？」

「人なつこさだけは天下一だぜ。オレだって団長に誘われて旅団パーテイに入ったクチだしな」

「シルクもだよー！」

　こちらはジュースを飲みながらの獣リ人ンと大妖精シルク。

　この二人も種族としては警戒心が強く、滅めつ多たに人間の前には姿を現さないとされている。こうして旅団パーテイを結成していることが団長とリン、シルクとの間に確固たる絆きずなが結ばれている何よりの証あかしに違いない。

　……そういや冥めい界かいで五ご大だい災さいの魅ミ亞アとも仲良くなってたし。

　……今度は女神とも意気投合しちゃうんだ。

　レンの知るかぎり交友範囲の広さは随一だろう。そう考えると世界にはまだまだ隠れた大物がいるのかもしれない。

　と──。

　レンの目の前で、レスフレーゼが悲しそうに机に突っ伏していた。

「どうせ……どうせ妾は姿に迫力がないのじゃ」

　ぐすんと鼻を鳴らす。

「天界の奥にこもっていて人間に大物扱いされるのは良いが、だからとて、女神の正体がこんな姿だと知った時のバカにされようは非ひ道どいと思わぬか？　『女神の付き人か？』なんて言われるザマ……他の天使の方が見栄えが立派だと……」

「おいおい、まあ待てや嬢ちゃんよ」

　しょんぼりと項垂うなだれる女神。

　その落ちこんだ肩を力一杯叩たたいたのは、黄金の夜明けヴイーナス・ライトを率いる男だった。

「いいかよく聞け。どうもお前さんは大事な物が足りてねぇ」

「……大事な物？」

「そうだ。嬢ちゃんよ、見てくれだけ大きくしたって部下との絆は得られないぜ。人間からの信用も同じことだ。大事なのは心意気よ。心の底ではわかってんだろ？　大事なのは背中の翼じゃねえんだよ」

「わ、わかってくれるか！」

　目を見開いて歓喜の声を上げる女神レスフレーゼ。

「女神の座に座って威厳を出すっていうのは、まあ人間の王様が玉座に偉そうに座ってるのと同じ理屈だわな。だが俺にはわかるぜ。嬢ちゃんは葛かつ藤とうしてるってな。威厳も風格も、己おのれの内からにじみ出てくるもんだ。女神の座っていう席からは出てこねぇ。薄々わかってんだろ？」

「……うっ」

　歯を食いしばる金髪の天使。

「だ、だがどうすれば……」

「まあ落ちつけ嬢ちゃんよ、俺に任せておけ」

　弱々しくふるえる背中を優しくさするダン。

「俺の下でちぃっとばかし視野を広げてみろ。広大な世界を冒険する勇気と達成感、勝利を仲間とわかち合う喜び。それを体験すれば自然と器も大きくなる。風格もにじみ出るってもんよ。今すぐウチの旅団パーテイに入れば隊員番号六番、最高幹部として歓迎してやる」

「最高幹部!?　なんと心くすぐられる言葉か！」

　興奮した眼まな差ざしで女神が団長を見上げる。

「妾わらわは天使じゃぞ。他種族の妾でも入団を認めてくれるのか？」

「当たり前じゃねえか。杯を交わした仲、それは単なる旅団パーテイの仲間じゃねえ。俺は仲間を家族フアミリーと呼んでる」

「家族フアミリー……」

「そうだ。それに隊員番号の六番も今だけの特別待遇だぜ？」

「……旅団パーテイが五人しかいないから。単に六番目になるだけだよね」

　こっそり呟つぶやくシルク。

「わ、わかった。では風格を出すため、妾も修練させてもらう」

「はっはっは。任せておけや。これで嬢ちゃんも俺らの家族フアミリーよ。そうと決まれば乾杯だ。俺のことは団長でいいぜ」

「団長！」

「────っていう二人はさておいてさ、レンに聞きたいんだけど」

　鋭するどい犬歯で干し肉を囓かじる獣人リン。

　人間ならナイフで削って煮込まなければ到底かみ切れない固さの干肉も、彼女にとっては普通の肉と変わりないのだろう。

「レンは大陸の南から歩いてきたんだっけ」

「うん。実家がそっちだから。イトの村って場所。そこから北に進んで学生街を通ったところで女神様と出会ってさ」

「じゃあもしかして見てないか？」

　何を。もしくは、誰を。

　そうレンが聞き返すより先に、獣人の少女がたった一言。

「ミスティ」

「…………」

　言いかけた言葉が喉のどの奥で潰つぶれた。

　ハッと息を吞のんでしまったこと、両隣の獣人にも大妖精にも気づかれなかったのは不幸中の幸いだったという他ないだろう。

「シルクたち、ずっとミスティちゃん探してるの。この三週間ずっと人間の街をたどって、旅団パーテイの人たちにも聞いて回ってるんだけど……」

　こぶりな両手でコップを支えながら、大妖精がしょんぼりと肩を落としていた。

「見つからないの。どこいっちゃったんだろ」

「ミスティ、よくわかんないこと言ってたんだよ。『お別れの時間です』とか、『わたしの使命があるから……』とか、さ」

　いつの間にか。

　干し肉を囓かじることも止やめたリンがじっと見つめていた。

「なあ、レンも仲間を探してるって言ってたじゃん。オレらと同じなら気持ちもわかってくれるだろ？」

「…………」

「ミスティなんだかすごい寂しそうだったんだぜ。なのに……急に眩まぶしく光ったと思ったら、何の法術かわからないけど空に飛んでいっちまった」

　光り輝く者と呼ばれる姿。

　それはミスティの正体を知らない黄金の夜明けヴイーナス・ライトから見れば、自分たちの知らない法術の発動だと思えたのだろう。

「団長も顔が広いからさ、手当たり次第知り合いに聞いてくれたんだけど」

「……皆、それどころじゃねえからな」

　顔を正面に。

　あれほど豪快に杯を酌くみ交わしていたのが噓うそのように、落ち着きはらった熟年の騎士としての顔で苦々しくダンが答えた。

「ここ数週間でどこかしこも大騒ぎだ。この大陸だけじゃねえ。噂うわさを聞くかぎりじゃ世界の五大陸がどこも同じような荒れ具合になってる。街道は危なくて通れねぇし、じゃあ都市にいれば安全かっていうと、その都市の城壁を壊して徊かい獣じゆうがやってくるらしくてな。しかも今まで見たこともない強力な化け物だそうだ」

「妾わらわたちも途中で見たぞ」

「そういうことよ。だから人捜しをしようにも、ドコで誰を見たかなんて誰も覚えてない。自分の身を守るので精一杯のご時世だからな」

　酔い覚ましのつもりか、水の入ったグラスを一息に煽あおる団長。

「なあボウズ。ミスティのことやっぱ知らないよな？　まあそうさ。アイツと最後に一緒にいた俺らが知らないんだから」

「…………」

　違う。

　世界荒こう廃はい前、最後にミスティと一緒にいた者こそが自分なのだ──と。そう訴える心と、それを答えてはいけないという心の葛かつ藤とうに胸が焼けそうになる。

　……だけど正直に答えて何になるって言うんだ。

　……俺はミスティの正体も使命も知ってる。それは団長たちが喜ぶ真実か？

　彼女の正体は沈黙機関と呼ばれる怪異である。

　世界中の遺跡を破壊した重罪人であり、竜と天使と悪魔という種族がこの世界から消滅するよう企たくらむ危険な者たちの一人なのだ、と。

　そう教えることに何の意味がある？

「気持ちはわかる」

　そう口にしたのは、黙って事の次第を見守っていた女神レスフレーゼだった。

　こちらも飲酒による頰ほおの赤みは既に消えていて、隣に座る団長をごくごく真剣な眼まな差ざしで見つめていた。

「レンは仲間の旅団パーテイを、妾もかけがえのない同胞たちを探す身だ。……もう一度言おう。お主らの心情は痛いほどに理解できる。問いへの答えにはならぬが、これが妾たちにできる精一杯の返事じゃ」

「……そうか。いやすまねぇな。お互い事情は同じだってのに」

　机に肘ひじをおいて団長が脱力。

「やっぱシャーラに行くしかねぇか。あの街なら俺の知り合いも集まってるだろうしな。ミスティの顔を覚えてる奴やつもいるかもしれねぇ。ただ、あの周辺にもおっかねぇ怪物が出るって話だけど」

「『旅人の町』シャーラなら俺たちもそこ行くつもりだけど」

「おう？　何だよ。それで同じコテージで鉢合わせしたってわけか」

　いつもの陽気な笑え顔がおに戻った団長が、テーブルごしに身を乗りだして。

「そういえばお前さんたちはどうするんだ？　仲間を探すにしても当てずっぽうに歩きまわるわけにもいかねえだろ。このイシュ大陸だけでもバカ広いってのに」

「妾わらわはひとまず旅人の町とやらが目的地じゃな」

　お酒の杯に口をつけつつ、女神。

「そこが天界と繫つながっているらしいが」

「うん、シルクたちも噂うわさを聞いたの！　天使がたくさん集まってる場所があるんだって」

「ふむ……人間を驚かせたであろうな。天使と人間の抗争に発展していなければよいが。いずれにせよ妾が早く到着せねばなるまい」

　杯をテーブルに置いてレスフレーゼが腕組み。

　愛らしい表情を悩ましげに歪ゆがませて。

「そしてレン。お主は『もしも』の事態は考えておくが良いぞ」

「もしも？」

「旅人の町におる天使たちさえ三さん大だい姫ひの居場所を知らない、という場合じゃ。そうなると妾としても力になるのが難しい」

「……竜の渓谷に行きたいって考えてるよ」

　天てん井じようを見上げてレンは応じた。

　旅人の町にいる天使でさえ三大姫の行方ゆくえを知らないという可能性は、ここに来るまでの道中、まさにレンも危き惧ぐしていたところだ。

　ならばどうする？

　この大陸で、他に手がかりとなりそうな場所は──今までの旅の経験で思いあたったのは、キリシェの故郷である竜の渓谷だった。

「リ・インファリエルか」

　レンが速やかに応じた言葉に、女神が面白そうに片かた眉まゆをつりあげる。

「学生街ミスティエがお主と三大姫の出会いの場であった。そのアテが外れたなら、次は三大姫の故郷を手当たり次第あたっていくか」

「うん、そこなら竜帝カルラからも話が聞けるだろうから」

「竜の渓谷!?　秘境中の秘境じゃねえか！」

　飲んでいた酒を噴きだす団長。

「おいおいおい正気かよ。だってあそこは竜の巣そう窟くつだぜ？　入口に近づいただけで地竜に追いかけられて命からがら逃げてきたって話も聞くし」

「うん。でもキリシェの生まれ故郷だし。俺も行ったことあるから」

「……マジかよ」

　開いた口がふさがらない様子で団長が椅い子すによりかかる。

　レンと行動を共にする少女たちの正体は、伝説の三大姫である──そのことは魔王宮で説明済みだが、その秘境に足を踏み入れるとなれば話は違う。たとえ熟練の旅団パーテイを率いる者であっても驚きよう愕がくを感じずにはいられないのだろう。

「あれ？　ねえねえリンちゃん。竜の渓谷の場所って」

「おう。たしか大陸の最北部だったよな。地図の……あの北の先っぽのところ」

　レンを挟んでごにょごにょと耳打ちを始める獣人と大妖精。

　何だろう。

　難しそうな表情の二人にレンが尋ねるより先、そんな二人を見守っていた団長が奇声とともに席から立ち上がった。

「ああああああああっっ!?　そうだ、駄目だボウズ、竜の渓谷は難しいぜ」

「え。どうして？」

「大陸が割れた。おいシルク、地図あるだろ。俺の描いた地図もってこい」

　机上の酒瓶を脇わきに片付ける獣人リン。

　その隣で、シルクが巨大な地図を机に広げていく。

「今わかってるかぎりの世界地図だ。ありったけの噂うわさをかき集めて俺が描いたもんだからどれだけ正確かはわからねえがな」

　団長が指さしたのは世界地図の右上。

　自分たちのいるイシュ大陸の、その北端だった。

「竜の渓谷が、大陸から分断されてる!?」

　その図形を見て目を疑った。

　秘境と指定された灰色の地が、まるでハサミで切り離されたように綺き麗れいにイシュ大陸から独立していたのだ。

「あの日、とんでもねえ力で海が割れて新しい大陸や島が浮上した……それだけじゃねえ。世界の五大陸の地形も歪ゆがんで、大陸の端っこが大陸から切り離されて孤島になった。つまり海を隔へだてた場所になっちまったんだよ」

　では船を使えばいいのか？

　答えは「不可」。今この世界は海さえ嵐の時のように荒れ狂っている。どれだけ巨大な帆船であっても迂う闊かつに進むことはできないだろう。

　……竜の秘境に行きたくてもいけない。

　……もしキリシェがそこにいたとしても会いに行くことができないのか。

　だが考えろ。

　何か船を使わずに海を渡る方法は？

「まあ方法がないわけでは無いな。天界の審門ならば海を渡ることもできるじゃろ」

　地図上に記された竜の渓谷を指さしながら、女神。

「天界が地上に墜おちたことで、天界の審門も地上に落下しておるはずじゃからな。今から向かう旅人の町とやらにあるはずじゃ」

「そっか、竜の渓谷の近くに転移先があるから──」

「うむ。しかし急いだ方がいいじゃろうな。もとより審門は、天界の中で使われることを想定しておる。それが地上でどれほど機能を保もてるか」

「……つまり？」

「審門が使えなくなる前に旅人の町シャーラに向かわなくてはならぬ。機能停止に陥おちいるのが明日なのか一年先なのかは妾わらわにも予測ができぬのでな」

　ちらりと女神が目配せ。

　その視線はレンではなく、彼女の隣にいる団長だった。

「そういう事情だ。お主らも、ついてくるのなら覚悟するがいい。今日はこのような宿で泊まるにしても、明日からは夜通し歩いてもらうことになるかもしれぬ」

「おう任せておきな。……ってことで今晩はそろそろ終いだ」

　地図を折りたたむ団長。

「夜の番は任せておけ。俺とリンとシルクとが責任もって見張ってるから、お前らは三階の好きな部へ屋やに泊まれや。なに遠慮することねぇよ。宿のオーナーもいねえし部屋も使い放題だ。なあリン、シルク？」

「あったりまえじゃん！　オレも二階で一番大きな部屋にしたもんね！」

「シルクもシルクも、一番日当たりの良さそうな場所にしたの！　ベッドもふかふかでね、すっごく温かいんだよ！」

　あっはっは、と豪快に笑いあう旅団パーテイ『黄金の夜明けヴイーナス・ライト』。

　そんな三人の様子に。

「こやつら、なかなか図太い神経しておるの。タダで泊まれるとはいえ」

「……同感」

　レンと女神はこっそり顔を見合わせたのだった。
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『ふぁ……あらレン様、おはようございます』

「今から寝るところだよ。ずっと一階でみんなと喋しやべってたから」

　コテージ三階の階段を上ってすぐの部屋。

　扉を開けた部屋には明るく照明が灯ともり、隅のテーブル上で微睡まどろむ人工妖精ナスターシヤの姿があった。三百年ぶりに世界録アンコールから外に出たことで疲労したらしい。レンたちが一階で話をしている時もずっと寝入っていたのだ。

『むにゃ。私、まだ眠いです』

「俺だってそうだよ。ずっと歩きっぱなしだし」

　実い家えを出たのが昨日の夜明け前。

　そこからほぼ半日かけて歩いた学生街ミスティエで一泊して、今日も夜明け前から女神と街道を歩き続けた。

　この二日間、いつ徊かい獣じゆうが襲ってくるかわからない街道を歩きっぱなしだ。

　気を休める暇がない。

　……でも三週間も意識を失って寝込んでたんだし。

　……これくらい動かないと休んでた分も取り返せないよな。

　寝込んでいた間に錆さびついた身体からだを磨きあげる。キリシェ、フィア、エリーゼのいない道中ならばなおさら早急にだ。

　ベッドの隅に腰を下ろして──

『レン様』

「うん」

『神性都市の場所、案内できず申し訳ありません……』

　ふよふよと空を飛んで枕まくら元もとに着地する人工妖精ナスターシヤ。

『まだ場所を思い出せなくて』

「焦らなくていいよ。俺も、仲間が見つかるまでは行くつもりもないから」

『終しゆう焉えん戦争の三さん大だい姫ひですか』

「そうだね」

『…………』

「どうしたのさ」

『ええと、つかぬことをお尋ねしてもよろしいですか』

　枕の上に立った人工妖精ナスターシヤが見上げてくる。

『レン様はどうして仲良くできるのですか』

「仲良くって？」

『精霊に懐なつかれているのに、竜と天使と悪魔とも旅団パーテイを組んでいる。私にはそれがとても珍しいことのように思えるのです』

　世界録アンコールに住まう妖精。

　神性都市で造られたというナスターシャが、じっとその黒瞳で見つめてくる。不思議、というよりも興味津しん々しんといった眼まな差ざしで。

『それは多分すごいことなのです。だって神性都市でそれができた古代詠唱士エイシエンターは……私の知るかぎりほとんどいなかったから』

「そうなんだ？　俺にはそっちの方が意外な気がするけど」

『神性都市は、かつて精霊信仰の地でありました。古代詠唱士エイシエンターたちが精霊シィエラミリスを崇あがめて親しん睦ぼくを深めていたのです。けれど古代召喚術の研究が進み、都市が繁栄するにつれて精霊信仰は廃すたれていきました。古代詠唱士エイシエンターたちの関心が精霊以外の──つまり現代で竜と天使と悪魔と呼ばれる三種族の召喚を研究する方に移っていったからです。言うなれば、精霊信仰ではなく三種族信仰でしょうか』

　原初の海で。

　火の始原精霊サラマンダーと土の始原精霊ノームも同じことを語っていた。

「俺にとってはそれが疑問でしょうがないよ。それだけ熱心だった精霊信仰からどうしてそんな急に方向転換したんだろってさ」

『私も、世界録アンコールに記録された過去しか読み取れないのです。神性都市で起きた事実の確認は可能ですが、それがどういう意図で行われたのかまでは……』

　顔を伏せて首を横にふる人工妖精ナスターシヤ。

　そのたびに鮮やかな蒼あお髪がみがふわりとなびき、照明の光を反射する。

『いずれにせよ「精霊信仰」と「三種族信仰」は神性都市で相あい容いれないものだったようなのです。それを巡って神性都市でも争いがあったと記録されています。精霊と仲良くするのか三種族と仲良くするのかで衝突があったと。────ですがっ！』

　ぱっと両手を広げて人工妖精ナスターシヤが飛びはねる。

　そのままレンの左肘ひじに飛びのるや、興奮しきった面持ちで声を張りあげた。

『レン様は違うのですね！　精霊にも懐なつかれて三種族とも仲良くできる。私、素晴らしいと思いました。さすがは世界録アンコールに選ばれし者。ということは？　そう、レン様に従う私も一緒に素晴らしいということになるのは間違いありません！』

「どんな理屈だよ!?」

『私、嬉うれしいんです。そのような方に世界録アンコールを預かってもらえたのだから』

　子供のように無邪気な微笑。

　まるで本物の勇者でも見ているような眼まな差ざしで、その瞳ひとみには期待が満ちていた。

『終しゆう焉えん戦争の時から三百年。神性都市の時代から数えればもうどれほど待ち望んでいたかわかりません。世界録アンコールを手にするのがどのような方なのか楽しみでした。だから世界録アンコールを見つけたのがあなたみたいな人で良かった』

「……そんな褒められても、俺、なんて言えばいいかわからないって」

『喜ばれないのですか？』

「まだまだ、ね」

　首をかしげるナスターシャに向けて苦笑い。

「だって俺なんかより先に、そんなのエルラインがとっくの昔に大事なことだって気づいて、一人で頑張ってたんだぜ」

　竜と天使と悪魔とを従えて、精霊シィエラミリスの霊剣を手に戦った英えい勇ゆう。

　彼は古代詠唱士エイシエンターではなかった。

　にもかかわらず、神性都市の誰よりもその重要性に気づいて奮闘していたのだ。

　……いや違う。

　……気づいてるのはエルラインだけじゃない。




〝竜と悪魔と天使と、精霊をも引き連れて。お前は何ど処こへ行こうというのだ〟




　騎き士し王おうゼルブライト。

　覇は都とで戦った時には力に抗あらがうだけで必死で、その真意の半分も理解できていなかったのかもしれない。けれど今なら言葉の重みが痛いほどわかる。

「世界はこんなに荒すさんでるけど、神性都市の時代から人間も変わってきたのかもな」

『……私には難しい話です』

　ベッドの枕まくら元もとに降りる人工妖精ナスターシヤ。

　と思いきや、うつぶせに寝転がって早々に目を閉じてしまった。

『あぁ難しい話をしたらまた眠くなりました……』

「じゃあ今度こそ寝るか」

『………………』

「ってもう熟睡してるし!?　俺あんなにマジメに話に付き合ったのに！」

　ベッドに腰を下ろして見上げた天てん井じよう。

　何かを見つめるわけでもなく息を止め、レンは、耳が痛くなるほどに静まりかえった夜の冷たい空気に身を浸ひたしていた。

　──こんなにも静かで冷たい夜。

　いつ以来だろう。

　キリシェ、フィア、エリーゼと一緒に過ごした夜はいつも誰かが火の番だった。テントの中からも焚たき火びの音が聞こえていたのを覚えている。

「でも面白かったな。あんな強いのに『一緒に寝た方が安心する』なんて言うんだもん。キリシェなら誰が襲ってきても怖くないのにさ」

「ほほう？　それで一緒に寝てやったと」

「キリシェが勝手に俺のベッドに入ってくるんだよ。俺、そのせいでいつも緊張して寝れなかったんだから」

「それは災難だったな。だが妾わらわなら緊張する必要はないぞ。妾は小柄だから二人で寝ても余裕があろう。安心して眠るがいい」

「ありがとうな女神様」

　隣り合わせに座る少女に笑え顔がおで返事。

「……なわけないだろ」

「うむ？」

「だからどうして女神様がここに!?　っていうかいつの間に!?」

「お主があまりに真剣に人工妖精ナスターシヤと話しておるのでな。声をかけて邪魔するのも悪いかと思ってこっそり部へ屋やに入ってきた」

　触れれば折れそうなほど華きや奢しやな肢体に、可か憐れんな相そう貌ぼう、麗うるわしくも優しい輝きを放つ金髪が魅力的な天使の少女が、同じベッドにちょこんと座っていたのだ。

　しかも密着するほど近い距離。

　肩と肩とが触れあうほどの間近にだ。

「枕まくらはもってきたぞ」

　愛らしい仕草で枕を抱きかかえ、これで完かん璧ぺきだと言わんばかりの口ぶりで。

「さあ寝よう」

「いやいやいや、どうしてそうなるの」

「それは妾わらわが女神だからだ」

　そう返事をした天使は、もうベッドの上に乗りこんだ状態だ。

「もともと天使には睡眠という習慣がほとんどない。妾も女神の座に座っているだけだからな。ベッドで寝るという作法を知らない」

「俺のを見て真ま似ねするの？」

「そういうことになるな。だがそれだけではないぞ」

　手を握られるやいなや、華奢な腕に似つかない力でベッドに引き上げられてしまう。












　そして近づく女神の顔。

「妾わらわの『加護』は人間にも通じる。身体からだの疲れを和らげることもできるからの。妾が添い寝をしてやれば明日の朝には体力も回復するぞ」

「寝るだけで体力なんて戻るってば！」

「むぅ。意外に頑固じゃな。妾の加護を信じないというのか。ならば無理やり──」

「わっ!?」

　有無を言わさず強引に横向きに倒される。

　そんなレンを見下ろして、女神レスフレーゼが満足げに腕組み。

「ほれ大人しくしろ。妾と一緒に寝られるのだから光栄に思え」

「そ、そうじゃなくて……！　一緒に寝るっていうのが何ていうのか良くなくて……」

「妾は気にしないぞ」

「俺が気にするんだって!?」

「まあまあ。妾もせっかく地上に降りてきたのだから、珍しいことをしてみたいのじゃ。ふふ、久方ぶりにドキドキしてきた。初めての事に挑戦するというのは楽しいの」

　金髪の少女がレンの隣に枕まくらを放り投げるや、あおむけに寝転がって手招き。

　普段と変わらぬワンピース姿だが、そのスカートの端が横になった拍子にめくれ、太ふと股ももが際きわどいところまで露あらわになってしまっている。

　もちろん本人がそれに気づいた様子はなくて──

「さあレン一緒に……あっ!?　ちょっと待て！　どこへいく！」

「お……俺、一階で見張りしてくるよ！」

　そんな逃げ台詞ぜりふ一つを残し、レンは大急ぎでベッドから起き上がった。女神の手をかいくぐって部へ屋やの扉へと一直線に走りだす。

「こら、妾の添い寝の何が不満なのじゃ!?」

「だから勘弁してくれっての！」

　女神の制止の声を振りきって、レンはコテージの階段を駆け下りた。
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『レン様、レン様ってば朝ですよ！』

「うーん……」

『昨日、朝一番に出発するって言ってたじゃないですかー。ほら起きてくださいー』

「まだ眠気が……」

　瞼まぶたを開けた先には、心地ここちよさそうに飛びまわる人工妖精ナスターシヤの姿があった。続いて、頰ほおに感じる冷たい床の感触。

「そうか。昨日、夜の番が終わってそのまま寝ちゃったんだっけ」

『あんまり熟睡してるから心配になっちゃいました』

　寝そべっていたのは二階の廊下だ。

　夜の番を終えた後、三階に上る前に二階で力つきてしまった。硬い木板に直接眠っていたせいで身体からだのそこかしこが痛い。ただ、肩にかけてあるタオルケットは誰のだろう。

『女神様が持ってきてくださいました。礼にはおよばんぞ、と』

「……そっか」

　後ろ頭を搔かきながら微苦笑。

　身体を一度大きく伸ばして、レンは階段を一階へと下りていった。

「よおボウズ、起きたか」

「おいっすレン」

　コテージ一階の待合い席に座る獣リ人ンと団長。並んで座っているだけと思ったが、二人で向かい合って黙々とリンの手を見つめている。

「団長、それ何してるの？」

「これか。リンの爪つめを研といでやってんだよ。獣人ってのは爪の伸びが早いからな。きちんと手入れしないと爪が曲がっちまう」

　獣人の少女が差しだした手にヤスリを擦こすりつけている。爪の表面を磨き、先端は刃やいばのように鋭するどく尖とがるように。

「毎日？」

「毎日な。オレも森にいた時は木の幹とかで爪研ぎしてたんだけど、こういうトコで泊まるとそれもできないだろ」

　自分の爪が磨かれていく様を嬉うれしそうに見つめる獣人。

「自分でやるより綺き麗れいになるし」

「昔は大変だったんだぜ。磨いてやるっつっても怖がって言うこと聞かないから」

「そ……それは団長が下手だったからだろ！　深爪して痛かったんだから！」

「リンが暴あばれて動いたからだろうが。ほらどうだ、完かん璧ぺきだろ」

　光沢を放つほどに磨かれた爪。

　その輝きに見入るリンの傍かたわらで、今度は大妖精シルクが団長の服の裾すそを引っ張っていた。

「団長、大変だよぉ。また髪の毛がぶわ──って！」

「おう任せときな」

　くるくると外向きに巻いたシルクの巻き毛パーマを、団長が櫛くしで丁寧に梳くしけずっていく。

「これで綺麗になっただろ」

「わーい！　これで帽子をかぶれるよ！」

　廊下をスキップで伝っていく大妖精。

「よし最後はミスティだ。ほらミスティ早く…………あ。そうだった……」

「もう習慣だったもんなー」

　櫛くしを握って団長が立ち止まる。獣人の少女が優しい微苦笑でその肩を叩たたいて、こちらにふり返った。

「ミスティも、毎日髪を梳すいてもらってたんだぜ」

「……ミスティが？」

　それは──

　沈黙機関ミスティとして振る舞っていた少女からは、レンが想像つかない一面だった。精霊と同じ霊的波動エネルギー体であるミスティには肉体というものがない。実体化していた時であっても「髪を梳く」という行為など意味がないはずなのに。

「それはミスティからそう頼んで？」

「最初は俺がやってやったんだっけな。あまりに洒落しやれっ気けがないんでよ」

　女性用の櫛を、やや恥ずかしそうにしまう団長。

「リンと同じだわ。最初は抵抗あっても慣れるもんさ。逆に、俺が忙しくて櫛を忘れると、ミスティの方が不機嫌になったりよ。『今朝、髪を梳いてくれませんでした……』って。まあそういう時には二日分念入りに梳いてやるんだが」

「興味深い話じゃな」

　階段から下りてくる天使の長。

　そう、レスフレーゼには昨夜のうちにミスティの正体を話してある。冥めい界かいでの出来事、終しゆう焉えんの島でかわした言葉も、レンが覚えているすべてをだ。

　──敵であることには違いない。

　──だが沈黙機関の中で、彼女だけは立ち位置が少し違うのかもしれない。

　それがレスフレーゼの見解だった。

「話は旅人の町に向かいながら、じゃな。ここで立ち話をしていても物事は進まん。妾わらわもレンも黄金の夜明けおぬしたちも、今はまだまだ世界の情勢が見えておらぬ」





　　　　　






　乾いた寒風の吹きこむ丘。

　なだらかな平原の枯れ葉が踊るように宙に舞うなかで、頭上から降ってくるのは指先ほどもある雹ひよう。そして彼方かなたから運ばれてきた黄こう砂さだった。

「へえ。じゃあ嬢ちゃんは、側近の七曜の天使とも離ればなれになっちまったってわけか。そりゃあ大変な騒ぎだったんだな」

「天界が大きく裂けたからの。修復して天上に浮かべるとなると妾でも何年かかるかわからぬ」

　レンに手を繫つながれて歩く金髪の少女。

「しかし団長、お主の話は本当か」

「どの話だ？　オルヴィア大陸の砂漠に大穴ができて冥めい界かいとつながった噂うわさはさっき話して。アルカナ大陸の海辺が干上がって海の魔物が大暴あばれしてるってのも話したよな。あとは、ああそうそう、そこで水中神殿も見つかったんだ。しかもソレが失われた技術オーパーツっぽい感じでよ。古い建物のくせに海の底にあっても全然錆さびついてないんだとさ」

「全部じゃ」

　鼻先に落ちてくる雹ひようと黄こう砂さ。

　それが女神の肌に触れる寸前、まるで見えない壁に弾はじかれたように明後日あさつての方向へ飛んでいく。

「この大陸のことは妾わらわも人間から話を聞いていたが、海を越えた先がどうなっているかは知る術すべがなかったのでな。三週間前の世界異変の影響で、今も大気には激しい力の波が押し寄せておる。天使でさえ、念話を飛ばしたところで別大陸まで届かんぞ」

「だから噂だって。嬢ちゃんは何事もマジメすぎていけねぇな」

　レスフレーゼの頭に手をやるベテラン剣士。

　天使の長に対してあまりに馴なれ馴なれしい行為だが、そうされる女神も嫌がる様子はない。ここ数日の道中ですっかり意気投合したのだろう。

「俺くらいあちこち渡り歩いてるとな、まあいろんな奴やつに顔がきくわけよ。旅団パーテイの奴らもそうだけど、別大陸の情報を知りたいなら港町を取り締まってる旅船協定シンジケートの連中と仲良くなるのが一番だ」

「ふむ？」

「どうしてもオルヴィア大陸からイシュ大陸に渡らなきゃいけないって大商人がいてな、そいつが自分の全装帆船シツプと護送船四隻がかりで、この大荒れの海を渡ったんだと。情報は、その護送船に乗ってた俺のダチの旅団パーテイからだ」

「しかし渡航とは無謀な。今の海には何が棲すんでおるかわからんぞ」

「ああ。結局、一度の航海で船がボロボロになったらしい。どんな大金積まれても二度と海は渡らねぇって俺のダチも言ってた。命がいくつあっても足りないとさ」

　そう言う本人も弱り顔だ。

「俺も困ってる。この大陸にミスティがいなかったらどうするんだって話だからな」

「天界の審門を使わせてやることはできるぞ。ただ、前にも言ったとおり審門の機能がいつまで保もつかわからんが。旅人の町とやらに急がねばな。のうレン？」

「そうだね」

　旅人の町シャーラ──聖フィオラ旅学園をほぼ北上した先にある集落だ。

　見わたすかぎりの平原にぽつりと建設された旅人用の宿がキッカケで、そこに泊まった旅団パーテイたちの交流が発展して一つの集落を形成したと言われている。

　村が発展し、都会的な街へ。

　今では宿泊場も増えて、剣や鎧よろいを鋳ちゆう造ぞうする武器工房が立ちならんでいるという。

「学園の教官がさ、旅団パーテイを組んだら行っておいた方がいいって言ってた。情報交換したり仲間を探すのにうってつけの場所だって」

「レンは行っておらぬのか？」

「うん。先にエリーゼと会いに行くって凱がい旋せん都市に向かったから」

　そこで初めて霊剣ヴィエルジュを目にした。

　エリーゼと合流した後は、炎の将魔アシエンデイアを止めるために一刻も早くガリア大炎山へと向かう必要があった。旅人の町に立ち寄る時間がなかったのだ。

　……どんな街だろ。

　……たくさんの旅団パーテイが集まってるとは聞いたけど。

　都市として栄えているという点では聖地カナンや覇は都とエルメキアに及ばないだろうが、旅人の交流に特化した集落というのは珍しい。

「ちなみに団長は？」

「俺らは顔なじみよ。黄金の夜明けヴイーナス・ライトって言えばそりゃあもう有名さ」

「獣オ人レと大妖精シルクを連れた風変わりな旅団パーテイって意味だけどな」

　団長の後ろを歩く獣人リン。

　さすがは強きよう靱じんな肉体を有する獣人だけあって、団長とリンとシルクの三人分の荷物を背負いながら余裕の足取りだ。

「でもオレもあそこは嫌いじゃないな。人間の街でも、あそこなら人間以外の種族だって気楽に歩けるんだぜ。前に行った時はオレ以外にも獣人なかまがいたし」

「シルクも妖精見たよ！　お話したの！」

「なー」

「ねー」

　並びあって頷うなずく二種族。その様子を目の前で見ていた天使の長が、興味深そうな口ぶりで声を上げた。

「のうレン。妾わらわは旅団パーテイというものに詳しくないが、やはり人間以外の他種族が混じるのは珍しいのか？」

「たぶん、すごく珍しいよ」

　旅団パーテイに人間以外の種族が加入することは極めて稀まれだ。

　まず高度な知性がなければ会話も成り立たないうえ、知性が高い種族ほど人間に対して強い警戒心をもっている。仲間になっても一夜明けてみれば何ど処こかへ逃げてしまっていたという話もあるからこそ、人間も彼らを旅団パーテイに誘うのがなかなか難しい。という説明が、レンが学園でならった一般論だ。

「ふむ。まあそうじゃろうな」

「でもちゃんと信頼関係があれば心強いんだってさ」

　妖精は好奇心旺おう盛せいな種族で、獣人は一度受けた恩を忘れないという気質をもつ。それぞれの種族の強みを生かすことで強力な旅団パーテイを編成することも不可能ではないのだ。

「獣人は、運動能力に恵まれてるから武闘士フルタイプ向きだし、大妖精も、妖精だけの特殊な法術が使えるから狩人ハンターと探索士シーフに適性があるんだって」

「妖精術じゃな。これもその一つか」

　天から絶え間なく降る雹ひようが、この場の皆にぶつかる寸前に方向を変えて落ちていく。

　法術の壁かとレンも考えたがそれにしては法ほう術じゆつ円えん環かんもないし、法術の発動をしめす光も発生していないのが不思議だ。

　その種明かしが──

「お主、なかなか立派な術をもっておるな」

「へっへっへー。シルクすごいんだから！」

　歩きながら枯れ枝を振るう大妖精。

　枝は道ばたで拾ったもので法具としての価値はない。つまり完全に自分の力で、大妖精シルクはこの大空に干渉していた。

「妖精の法術は自然環境に作用するらしいの。風を育はぐくみ、四季を移ろわせる。そう聞いてはいたが、なるほど。こうして大気を操るのか」

「女神様にもできない？」

「うむ。ここまで精緻に大気を手なずける術はない。法術でありながら法術の気配をほとんど感じさせないのも驚きじゃな」

　感嘆の面持ちでうなずく少女。

　今まで笑ったり怒ったりという喜怒哀楽はレンも多く見てきたが、この天界の統率者がこうも驚きの表情を浮かべるのは相当に珍しい。

「天使の法術は大規模であるぶん細かな制御に欠ける。妾わらわがこの雹をどうにかしようと思ったら、台風並の暴風を生みだして手当たり次第に雲を吹き飛ばすしかあるまい」

「俺たちも吹き飛ぶんじゃ……」

「だから使いどころに悩む」

　空中で曲がる雹の軌跡を楽しそうに見つめて。

「ゆえに面白い」

　女神レスフレーゼはそう評した。

「古代召喚術が人間にしか使えぬように、妖精術が妖精にしか使えぬように。また獣人に優れた運動能力と五感が備わっているように。それぞれ強みがある。そうした種族の個性をより強く活いかせれば、旅団パーテイはより発展するかもしれぬ」

「うん。俺も……」

「お主は先に三大姫なかまを探さないとな。わかっておる」

　雹ひようまじりの視界のなか。

　金髪の天使が真白い指先を地平線へと向けた。

「ほら見えてきたぞレン。あの街じゃろ」

「どこ？」

「あの灰色の建物が密集してる街じゃ。まだ人間の目では見えんか。しかし……」

　レスフレーゼの声こわ音ねに苦いものが混じる。

　レンの手を摑つかむ小さな手が強こわばり、万まん力りきのような力がこもった。

「なぜ街の外にあれほど大規模な陥没クレーターが幾つもできておる？　それに、建物がああも黒く焦げついているのはどうしてじゃ」
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　旅人の町シャーラ。

　その町は、大平原に一軒だけ建てられた小屋から始まった。

　一部の旅人だけが知る小さな宿だったものが、やがて旅団パーテイと呼ばれる集団が世界中を巡るようになり、徐々に知名度が上がっていった。小屋の周りに飲食店ができ、飲食店の周りに露店が立ちならぶようになり、旅団パーテイを引退した者たちが定住し、集落だったものが正式な自治体として承認されたのだ。

　武器工房の鍛か冶じも、飲食店の店主も、無数に並ぶ宿のオーナーさえも、かつては名だたる旅団パーテイに所属して世界を駆けめぐった歴戦の強つわ者ものである。

　それゆえ住民の誰もが、いざという時には武器を持って徊かい獣じゆうと戦うことができる。並大抵のことで町の治安は崩れない。

　それが「旅人の町シャーラ」だ。

　……いや。

　……そう思われていたのだろう。

　歴戦の勇士たちが暮らし、現役の旅団パーテイが集まる町シャーラ。

　その町並みが半壊していた。

「おいおい。ちぃっとばかし洒落しやれにならねぇぞ……」

　跡形もなく崩れた市壁を呆ぼう然ぜんと見下ろす団長。

　学生街ミスティエの壁も混成獣キマイラの突撃で崩れていたが、それは全体からみれば非常に狭い局所的な破壊だった。

　ここは違う。町を囲っていた市壁が跡形なく崩壊してしまっているのだ。巨大な石をうずたかく積み上げてできた壁が崩れ落ち、風雨に晒さらされることでもはや土砂と区別がつかなくなってしまっている。

「それに町の中まで……」

　レスフレーゼの視力は確かだった。

　ある建物は二階から上が消滅し、隣の建物は屋や根ね瓦がわらがすべて吹き飛んでしまっている。そして町の入口一帯は炎に煽あおられたかのごとく黒い煤すすがこびり付いている。

　火事？

　それとも破壊？

　いずれにせよ尋常でない何かが起きたことは間違いない。

『神性都市が滅亡する寸前の光景……』

　レンの肩先に浮遊していた人工妖精ナスターシヤが、苦々しい面持ちでそう呟つぶやいた。

『世界録アンコールに記録されている描写に、これとよく似たものがありました。でも、この町は神性都市じゃないです。……いったい何が？』

「確かめるさ」

　嫌でもわかる。

　ナスターシャにそう応じて、レンは町へと歩きだした。かつて門だったであろう瓦が礫れきを踏みこえて町の中へ。

「意外じゃの。建物は壊れてるというのに人通りはそこそこあるぞ」

　通りの人混みを前にして首をかしげる女神レスフレーゼ。

　鎧よろいをまとった女性騎士や、聡そう明めいそうな面立ちの法術士アリア。それに何かの古書を山ほど抱えて宿へと入っていく探索士シーフの姿もある。

　旅団パーテイらしき一行が連れ立って武器工房に入っていく光景も、だ。

「確かに旅団パーテイにいそうな恰かつ好こうの者が多いの。通りの人の半分くらいがそうか。レン、これはどれくらい珍しいのじゃ？」

「かなりすごい割合だと思うけど……」

　町の大通り、それに周りの露店を見ても旅団パーテイの姿がない方が珍しい。町の規模に対する旅団パーテイの数が、他のあらゆる都市と比べても圧倒的だ。

「けど足りねぇな」

　声量を絞りつつ、黄金の夜明けヴイーナス・ライトを束ねる男はそう断言した。

「俺が知ってる町ここはもっと活気があった。見ろボウズ、壁が壊れてるせいもあるだろうが、向こう一帯の店がみんな臨時休業してるだろ」

「……本当だ」

　通りの人混みを観察しているだけでは気づきづらいが、照明が灯ともっていない店も少なくない。つまり来訪した旅団パーテイが頻ひん繁ぱんに通りを歩いているものの、住民は商売どころではない境遇に陥おちいっている？

「妾わらわたちと似た状況なのかもしれぬな」

　背伸びして町を見わたす女神。

「状況を理解せずに町を歩いているという点では妾たちも同じこと。何が起きたのか知るために町に来て、そして旅団パーテイ同士で話をやりとりしておるのかも」

「ああ、そっか」

　だとすれば町を襲った破壊は、たとえば昨日今日のうちに起きたということではないのだろう。旅人の町シャーラが半壊した噂うわさを耳にしてこれだけの旅団パーテイが訪れたのなら、最低でも二日から三日は経たっているはず。

「……知り合いが心配だな。ボウス、俺らはちっとばかし町の奥に行ってくる。ミスティのことも聞いて回りたいからな。悪ぃが嬢ちゃんの面倒は任せたぜ」

「こら団長、妾は面倒でも何でもないぞ」

　頰ほおを膨らませて女神が返事。

「それはさておき二手にわかれるか。妾たちはこの先じゃ。この町と天界が繫つながっている場所がどこかにあるから、それを探すのを優先する」

「あいよ。ほらリンもシルクも、こっち行くぞ」

　人混みをかきわけて進んでいく黄金の夜明けヴイーナス・ライト。

　普段より人の往来が少ないとはいえ、すぐにその後ろ姿が道行く旅団パーテイに隠れて見えなくなってしまう。

「妾たちも行くかの」

「うん。とにかく天使たちの集落を見つけないと」

　地上に落ちた天界。

　それが町のどこにあるのか。そしてどのような姿になっているのかわからないが、町を一通り回ってみなければ始まらない。

「適当に町の人をつかまえて聞いてみるのがいいかな。何か知ってるかもしれないし」

「──ちょうど良い相手がいた」

「え？」

「待て待てレン。どうやら向こうが妾の気配を感じとったらしい」

　しきりに手を振る女神。

　小柄な背丈で、人混みのなか居場所を誰かに伝えるような仕草だ。

「ここじゃミュナ。出迎えご苦労」

　純白の光。

　それは女神レスフレーゼが向けた手の方向からだった。

　──上空。

　砂時計から落ちる砂のようにサラサラと光の粒子が噴き上がり、宙を踊った後に粉雪のごとく地上へと降り積もっていく。

「ご帰還をお待ちしておりました」

　無数とも言える光の粒子の奥、巨大な翼を有する一体の天使が顕けん現げんした。幼げな女神の前に降下し、そこに片かた膝ひざをついて頭こうべを垂たれる。

「……七曜の天使！」

　かすかな記憶を頼りに、レンは眼前の天使を見つめた。

　天界で一度は目にしたものの、ここまで間近で見るのは初めてだ。

　月のミュナ。火のシュラト。水の瑚コ南ナ。木のヨハン。金のフレオディール。土のルイ。そして日のピィエレで構成される女神の護衛たち。

　……天界が落ちたのがこの町の端っこだとは聞いてたけど。

　……七曜の天使も既に合流してたんだ。

　ざわりと喧けん噪そうの広がっていく大通り。

　レンたちの周りにいる旅団パーテイも歴戦の冒険者であることは間違いないのだろうが、本物の天使と遭遇した者などまずいない。それが人間の町に突如として現れたのだから事情を知らない者は驚くに決まっている。

「ミュナ、翼を隠せ。お主の翼は地上で目立つ」

「かしこまりました」

　大人びた美麗の天使が翼を折りたたむ。光とともに翼が消え、大通りに満ちていた光が徐々に薄らいでいく。

「頭を上げよ」

「はい。レスフレーゼ様、まさかこの者と同行されているとは思いませんでした」

「レンか。うむ、ちょうど旅先でな、世話になった」

「それはそれは」

　立ち上がった女性姿の天使がふり返る。

　地に触れるほどの薄緑色の長髪を一つに結び、長身を萌もえ葱ぎ色いろのドレスで包んでいる。落ちついた雰囲気と微笑は……今まで見た天使のなかでフィアに一番近いかもしれない。

　フィアをより大人びた印象に。

　髪をさらに伸ばした上で、身体からだの線をより細くしたという印象だ。

「ありがとうございます。女神様の護衛は本来ならば七曜の天使わたしどもの役目。ご迷惑をおかけしました」

「い、いや……！　そんなことないので……」

　深々とお辞儀する大天使にあわてて返事。

　自分だって仲間の手がかりを得るために女神についてきた身だ、こうも大げさに御礼を言われてもかえって困ってしまう。

　それに、まわりの旅団パーテイたちの目もある。

「女神様」

「わかっておる。ミュナ、場所を移すぞ。静かに話のできる場がほしい」

「ご案内いたします」

　一礼して背を向ける月のミュナ。

　自分たちを遠巻きに眺める何十人という通行人の目を気にもせず、彼女は大通りを町の奥へと歩きだした。

　自分の足で地面を歩くその足取りは、人間のそれとまるで変わらない。

「歩くの慣れてるんだ？」

「天界が落ちてから練習しました。地上の固い感触にはまだ抵抗がありますが、歩く程度ならば支障ありません」

　独り言のつもりだったレンの呟つぶやきに、大天使が耳ざとく反応。

「三百年前のことです。フィアが剣帝エルラインに連れられて地上へ降りた時、歩くことに不慣れで転んでばかりだったという話がありました。当時の私はそれを冗談半分のつもりで聞いていましたが、『地を歩く』ことがこんなに大変とは思いませんでした」

「ふふ、修練が足りぬなミュナ。妾わらわが手本を見せてやろう」

　大きく手をふって歩く女神がミュナを追い越して先頭へ。

　立場上は女神とその配下なのだろうが、レン視点では年の離れた姉妹のようだ。

「妾のように手を大きく振るとバランスが取れる。こうして、こうして、こ……おおぉぉぉぉっぉぉぉっっ!?」

　言いながら倒れていく女神。

　路面の小石に靴先がぶつかったせいだろう。レンとミュナが手を差しだす余裕もないほどの早はや業わざな大転倒だ。

「…………」

「……今のは悪い例じゃ」

　顔から地面に激突した少女が、髪についた砂すな埃ぼこりを手ではらいのける。

「真ま似ねをしてはいかん。我が身をもって妾が示してやったわけだ」

「さすがは女神様です」

「心せよ。そしてレン、手を貸せ」

　左側に並んで手をさしだす女神。その手を握って連れていくのも、レンにとってはここ数日ですっかりお馴な染じみになった旅の光景だ。

「ミュナ、七曜の天使はすべて集まっておるのか」

「三人です。私とルイ、ピィエレはこの町に落下したのですが、残る四人は別大陸まで飛ばされたようで。合流にはまだ時間がかかるでしょう」

　再び先頭を歩く七曜の天使ミュナ。

　人間と同じように路面を歩いているだけなのに、その足取りはどこか浮世離れした優美さを感じさせる。

「町一帯がまだ予断を許さぬ状況でして、他の天使たちが町に近づくのをあえて制止しています」

「聞き捨てならぬな」

　レンの手を握る少女の、その熾し天てん色の目が鋭するどさを増した。

「町がこうも傷んだ原因とも関係があるのかのう？」

「そちらはピィエレから報告いたします。この町の外れに天界の一部が残っておりまして、皆が女神様のご帰還をお待ちしています」

　日のピィエレ。

　女神レスフレーゼの右腕であり、地上の逸話で「女神の矛」と語られる七曜の天使だ。暴虐天使フイアの存在が知られるまでは天界の最高戦力として有名だったという。

「……報告事からは少し逸それますが」

　薄緑色の髪をした天使がふと横顔を向けた。彼女の瞳ひとみが映すのは主あるじである女神レスフレーゼではなく、その隣に歩く自レ分ン？

「俺？」

「ええ。まさかあの剣士の言葉どおりになるとは思わなくて。女神様の隣にあなたの姿を見た時は驚きました」

　道を行く歩調は一定のままに。

　長身の天使が、その黒瞳でじっとこちらを見つめてくる。

「二週間以上も前のことです。あなたらしき人物を探してこの町を訪れた剣士がいました。いわく『この町に、エルライン生き写しの剣士がいないか』と」

「剣士？」

　この荒こう廃はいした世界でわざわざ自分を探して回る相手……

　レンが思いつくかぎり名を上げるとしてもキリシェ、フィア、エリーゼの三人くらいのものだ。剣士と言われてすぐに思いつく相手がいない。

「何者じゃ」

「天界を訪れた顔ではありません。ですが、人間の度を越えた凄すさまじい圧意を湛たたえていました。あれほどの重圧を感じさせる人間がこの世にいるなんて」

「そこまでの……？」

　月のミュナの慎重な言いぶりにレンは眉まゆ根ねを寄せた。七曜の天使がそこまで言う剣士とあらば、それはよほどの者だろう。

「だって人間の剣士だろ？」

「はい。天界の領域に足を踏み入れたということで愛天使キユーピツドから報告を受けた私とピィエレが向かったのですが、控えめに言っても衝撃を受けました」

　首しゆ肯こうする七曜の天使。

「冷たい眼光の騎士。真っ黒な鎧を身につけ、身の丈をこえる巨大な剣を背に担いでいた。その男が、エルラインに似た剣士を探して天使の塒ねぐらまでやってきたのです」




〝終しゆう焉えんの島の世界録アンコールはくれてやる〟

〝だが貴様が世界録アンコールを手にした時こそ、私と貴様が再び雌雄を分かつ時だ〟




　黒の甲かつ冑ちゆうは、世界最大の旅団パーテイ『王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスク』の象徴。

　七曜の天使さえ注視する尋常ならざる圧力──

「……ゼルブライト!?」

　覇は都とエルメキアの城の崩壊とともに姿を消した。その後の行方ゆくえは誰にもわからないままだったが、まさかこの町で名前を聞くことになるとは。

「騎き士し王おうゼルブライトか。妾わらわも名だけは聞いた覚えがあるな」

　首をひねる女神。

「ミュナよ、その者は今も町にいるのか」

「既に町を去ったはずです。天界が落ちた町ということでアタリをつけていたのだと思いますが、彼レンがいないとわかって早々に姿を消したと」

「すれ違いだったわけじゃな」

　目的は何だ？

　この状況下で自分を探す理由など──

「レン、なかなか神妙な面持ちじゃのう」

「まあね……」

　ごくごく真面目まじめな口調のレスフレーゼ。それは、こちらの横顔に浮きでた緊張が彼女に伝わったからなのだろう。

「それだけの相手だから」

「お主がそこまで言うか。しかし人間なのじゃろう？」

「人間だよ。法術は使わないし精霊の力を借りることもなくて、剣しか使わない」

　だが強い。

　すべての理屈や摂理を無視してただただ理不尽なまでに強いのだ。

　碑文の三賢者をして、生来の強さで剣帝に迫ると言わしめた男だ。レンが覇都で戦った時には強さの底がまるで見えなかった。

「……ゼルブライトのことは気になるけど、今はおいておくよ。この町にいないのなら、なおさら考えたって仕方ない」

「戦いたくない、と？」

「ほかに大事なことが山ほどあるからさ」

　見上げる女神に伝わるよう、レンは自分たちの前を歩くミュナを視線で指し示した。軽やかな歩調で進んでいく七曜の天使に向けて。

「天界が落ちた場所は、この先に？」

「ちょうど着きました」

「……ここ、町の会議所だけど」

　色鮮やかな赤レンガで組み立てられた建造物。

　大きな三角屋根が特徴で、町の入口からもこの建物の屋根が見えていた。

　町のマークタワーであろうこの建物は、公務が執り行われる事務所だ。町長の執務室や、町の議会室、それに会議室などが入っているはず。

「どうぞこちらへ」

　そう言いながら事務所の扉を開けて、堂々と入っていく月のミュナ。まるで勝手知ったる我が家のような立ち振る舞いだ。

　と。

「待て、お前たちは？」

「会議所に入れるのはシャーラの住民だけだ」

　警備員であろう男が二名。

　いずれも軽甲かつ冑ちゆうを身につけた者が立ちふさがる。どんなに堂々と入っても、顔ぶれだけで町の住民でないとすぐにわかったのだろう。

「むぅ。これは困ったの」

「まあこうなるよね……」

　警備員二人に迫られて、レンは女神と顔を見合わせた。このまま会議所の外につまみ出されるのを覚悟する。

「私の大事なお客様です」

　穏やかな牽けん制せい。

　それに弾はじかれたように警備員二人が、ミュナの前で背筋を正した。

「この先にお連れしたいのですが」

「さ……左様でしたか。失礼しました！」

「もちろんミュナ様のご配慮とあらば！　町の救世主であられる天使様のお邪魔などいたしません！」

　男二人が大急ぎで持ち場へと去っていく。

　レンと団長を引き留めたことなどすっかり忘れ去ったように。

「どういうことじゃ。まあ妾わらわは特別扱いされて悪い気はしないがの」

「俺もさっぱり。だけど今、あの二人が天使のことを『町の救世主』って。町の建物が軒並み損傷してて……」

「七曜の天使わたしたちがいなければ、町は一週間前に消滅していました」

　会議室らしき部へ屋やを指さす月のミュナ。

「この町の住人にとって天使は町の救い主なのです」

「それって……」

「まずはこちらへ」

　扉の取っ手に触れる大天使。その手が両開きの扉を押し開く。

　その先に──




　光り輝く雲海がどこまでも続く、別世界が広がっていた。




　会議室の床だった部分にはぶあつい雲が絨じゆう毯たんのようにしきつめられていて、部屋の壁も窓もなくなって、見えるのは広大な雲の地平線だけ。

　目を右に向ければ、そこには宝石のように煌きらめく果実のなる樹き。

　目を左に向ければ、天の小川がさらさらと雲海を流れる光景。

　……天界の風景だ。

　……フィア先輩に連れていってもらった時に見たのと同じ。

　天界の審門から上っていった時と何一つ変わらない天界の景観。それが、人間の造った建造物の内部にあった。

「おお。こんなところに繫つながっておったのか！」

　懐なつかしい光景を前にして女神レスフレーゼが声を弾ませる。

「レンは、天界は二度目か。さすがに落ちついておるの」

「そうでもないよ。あの時はほら、フィア先輩も一緒にいたけど今は俺一人だし。それに、まさか人間の建物の中に『落ち』てるとは思わなかった」

　女神の話では、天界がいくつも分裂して地上に落ちたという。これと似たような現象が他よ所そでも起きているのかもしれない。

「女神様」

　空を飛ひ翔しようして現れる一体の天使。

　レンより頭半分高い背丈に、筋骨逞たくましく鍛きたえられた肉体美。彫りの深い目鼻立ちの偉い丈じよう夫ふだ。古代彫刻のように美しい青年の姿だが、月のミュナ同様、その姿には見覚えがあった。

「よくぞご無事で。一同、待ち望んでおりました」

　女神の足下に傅かしずく青年形の天使。

「まだこの地に着かぬ者も少なくありませんが、いずれ集結するでしょう。天界の復興に向けて尽力する所存です」

「うむ。ルイよ、妾わらわのいない間によく皆をまとめてくれた」

「はっ！」

　力強く応じる青年天使。

　土のルイ──この天使もまた紛まぎれもない七曜の天使の一体だ。厳格にして慎み深い。女神にもっとも強い忠誠を誓う天使であると。そんな伝説が残っている。

「……ところでピィエレの姿が見えぬの」

　町に集まっている七曜の天使は三体。

　この場にいるのが月のミュナと土のルイ。残る一体にして女神の右腕でもあるピィエレの名前を口にし、女神があたりを見回す仕草。

「あやつもルイおぬしに負けず劣らず妾の下にすっ飛んでくるかと思ったが」

「申し訳ありません」

「お主が謝ることでもなかろう。相変わらず生き真面目まじめな奴やつじゃ」

　深々と頭こうべを垂たれる土のルイに、女神が微苦笑。

「頭を上げよ。天界の様子も見て回りたいところじゃが、妾たちはピィエレに用があるのでな。あやつの場所は？」

「案内いたします」

　灰色の瞳ひとみでちらりとこちらを見やるも、何事もなかったかのように背を向ける大天使。

　雲の道。

　天界には大地という概念がない。虹にじ色いろに輝く雲が綿のように固まって足場となっているため、地面と比べれば柔らかく弾むような感触だ。

「ところで女神様、もう手を離してもいい気がするけど」

「今度は地上の感触に慣れすぎての」

　いまだにレンの手をしっかり握って歩く女神。我が家にも等しい天界に戻ってきたという割には、その足取りが妙にぎこちない。

　初めて雲海を歩くかのように、足下の雲へとおそるおそる足を差しだして。

「天界の感触が合わなくなってしまった」

「それは難儀だね……」

　天の川にそって天界を進んでいく。

　道なき道。それに人間の町と直結しているとはいえ、この空間では方位がわからない。無言で進んでいく大天使ルイの後ろをひたすらに追いかけて。

「あれ。ここって湯とう源げん郷きようじゃ？」

　雲の隙すき間まから噴きだすのは白い湯気状の煙。ほんのりと温かく湿気を帯おびた煙が、あたり一面に漂っている。

　その先に──乳白色の流動体が窪くぼみに溜まった、まさに温泉さながらの光景が。

　ちゃぷん。

　小さな飛沫しぶきが跳ねて、白い湯気のなかに人影が浮かぶ。

「お帰りなさい女神様。ご挨あい拶さつが遅れて申し訳ありません」

　現れたのは白の少女。

　白はく磁じさながらに白く透きとおった肌に、白い天衣。そして身の丈ほどもある巨大な翼を背にした天使だった。

　日のピィエレ。七曜の天使の筆頭たる者。

　彼女を前にして。

「ピィエレ」

　自らの右腕にあたる少女へと声をかける女神。

　その声が、ふるえていた。

「……お主その翼はどうした」

「…………」

　千切りとられたように羽の大部分をうしなった大天使。あまりにも無む惨ざんで痛々しい翼を前に、レンでさえ目を背けそうになったほどだ。

「町が一週間前に襲われました」

　何に？

　そう視線で問いかける主あるじへ、日のピィエレがたった一言。

「神かみ代よの獣と機き皇こう兵へい」

「……現れたのか！」

　女神の声が跳ね上がる。

「突如、神代の獣が地中から這はい上あがってきたのです。そしてそれを追いかけてくるように天から機皇兵が降下。二体の怪物がこの町の眼前で壮絶な戦いをくり広げ始めました。わたしはその戦いの余波を防ぐため──」

「一人でか？」

「…………」

　押し黙る日のピィエレ。

　彼女にかわって進みでたのは月のミュナだ。

「ピィエレは、同胞の誰にも告げずに町の外へ向かい、怪物二体の戦いを止めようとしたのです」

「……やはりか」

「ピィエレの奮闘もあって、町が崩壊するより先に怪物たちは戦いを止やめて去っていきました。けれど代償に、ピィエレは深刻な損傷を受けました」

「勝手な真ま似ねを。神かみ代よの獣と機き皇こう兵へいとの戦いに割って入るなど、なんという命知らずか」

　湯に腰まで浸つかった女神が、物言わぬ部下へと進んでいく。

「……すまぬ。妾わらわがもう少し早く戻っていれば」

「大した傷ではありません」

「強がりを言うでない」

　ピィエレの翼に手をのばす。羽の大部分を失ったことで歪いびつな形になったその翼を、何度も何度も愛いとしげに撫なでてやりながら。

「もうよい。湯に浸かって身体からだを休めておれ。妾が許すまで出てくるでないぞ」

「はい」

　一礼し、乳白色の流動体へと沈むように消えていく大天使。

　その翼が見えなくなるまで見守った後に、大きな溜ため息いきをついて女神レスフレーゼがふり返った。なんとも煮えきらない表情で。

「というわけのようじゃな」

「……うん。俺も事情はわかったよ」

　機皇兵というのは初めて聞く名前だが、神代の獣がどんなものなのかは女神から教えてもらって大方の想像がついている。

　その怪物の襲撃によって町は壊かい滅めつ寸前だった。

　ピィエレが決死の覚悟で追い返していなければ町は消滅していただろう。だから住民にとって七曜の天使は命の恩人そのもの。

「人間の町を助けてもらったなら、俺も彼女ピイエレに御礼を言った方がいいのかな」

「お主が気にすることではあるまい」

　湯から上がってくる女神。

　一瞬前まで浸かっていたはずだが、その身にまとう薄いワンピースには一滴のしずくも滴したたっていない。

「元はと言えば、人間の町に天界を落としてしまったのは天使の落ち度。言うなれば妾の責も同然じゃからの」

「だけど」

「ピィエレの労は、妾が労ねぎらう。この件はそれで終いじゃ。……なに心配いらん。湯とう源げん郷きようで身体を休めればいずれ翼も元通りじゃ」

　とん、とレンの胸を小突いてレスフレーゼが空笑い。

　──治らぬ翼は一人で十分ゆえ。

　消え入りそうな言の葉。

　天界を統治する女神の独白を耳にしたのは、おそらくこの場で自レ分ン一人だっただろう。

「それはさておきルイ、ミュナ」

「はっ」

「何なりとご用件を」

「用件というほど大したものではない。ここに彼レンが一人でいる時点で察しがついているとは思うが、先の世界の異変についてじゃ」

　月のミュナ、土のルイがそろって横顔を向けてくる。

「天界が引き裂かれて地上に落下したように、あの日以来レンも仲間とはぐれてしまったらしい。あの暴虐天使も含めてな」

「フィアの行方ゆくえについて……」

　眉み間けんに皺しわをよせて応じたのは土のルイだ。

「実は我々も気にかけている。地上に散ったほとんどの同胞の居場所を摑つかめているのだが、フィアだけは消息がわかっていないのだ。どこで何をしているのか。いや無事でいるのかどうかも」

「そんな!?」

　この町にいないこと、最悪、このイシュ大陸にいないことも薄々と覚悟はできていた。だが今も消息不明というのは。

　……世界の荒こう廃はいから三週間が経たつっていうのに。

　……それだけの長い間、誰もフィア先輩の行方を知らないなんて。

　ぞっと背筋が粟あわ立だつ。

「まあ死んではおるまい。そうそうヤワではないからの」

　一方で、女神レスフレーゼだけは動揺のそぶりを欠片かけらも見せていない。部下への信頼か、それとも動揺を胸の内に押し殺しているだけなのか。

「妾わらわが同胞の波長を感じ取れない理由じゃが、世界の気流が歪ゆがんでいることが大きいな。しかしそうなると三さん大だい姫ひの行方は誰も知らぬということか？」

「一つだけ、私に思いあたることがございます」

　前に進みでる月のミュナ。

「現時点でフィア、それに先代魔王エリーゼの消息は七曜の天使にも不明です。ですが、竜りゆう姫ひめキリシェについては──」

「見かけた!?」

「いいえ。無事かどうかも不明です」

　あまりにあっけなく期待が否定されてしまう。だがミュナの報告はそれだけで終わらなかった。

「竜姫キリシェの姿を見た者はいません。ただ、これは世界異変の二日か三日後だったと記憶していますが、この町の上空を一体の竜が飛んでいたのです」

「竜なら、人間の町で見かけることもあるよ」

　学生街ミスティエに疾竜ワイバーンが迷いこんできたのを、他ならぬレンが目撃している。

　それ以外にも群れからはぐれた子竜が地上に落ちてくる時もあり、頻度こそ少ないが決して珍しいわけではない。

「いえ。それが今回の場合、町に到達するなり上空を旋回し始めたのです。長時間、町の様子を上空から観察しているようでした」

「……なんだって？」

「この町だけではない。大陸に散らばった同胞たちが目撃したことだが、同じように人間の町の上空を旋回する竜が何回も見られている」

　二の句を継いだのは土のルイ。

　月のミュナと顔を見合わせて、二人は揃そろって首しゆ肯こうしてみせた。

「ここしばらくは頻度も減ったようだが、世界異変が起きて数日の間は特に顕著だった。そうだなミュナ？」

「そのように聞いています。いったい何事かと思いましたが……レン、ここにあなたという人間が来て謎なぞが解けたように思うのです」

　月のミュナの麗うるわしき微笑。

　慈いつくしみを湛たたえたまなざしで、女性形の天使は教えてくれた。

「人間を探すのならば人間の町を捜索するのが当然。そして竜が探し求める人間となればまず間違いない。あなたを探していたのだと思います」

「それを遣わせた相手もおのずと想像つくというものだろう」

　そこまで言われて──

　レンは、二体の天使の意味することに察しがついた。

「キリシェは無事。それで俺を見つけようと人間の町を探してた……？」

「その可能性はあるな」

　深々と頷うなずいてみせる女神レスフレーゼ。

「レン、お主も言っていたであろう。仲間とはぐれたなら誰にでもわかる場所で落ち合うのが常じよう套とう。それがキリシェにとっては竜の渓谷なのじゃろうな。ただし喜ぶには早いぞ？　まだ推測に過ぎぬのだから」

「わかってるよ……」

　汗ばんだ掌てのひらをそっと握る。三大姫なかまの無事はまだ確認できていないが、次の目的地が定まったことは大きな意味がある。

「そうだ、天界の審門は？」

「わかっておる」

　指をうち鳴らす女神。その号令に応こたえ、十秒と待たずに雲海の奥から小柄な天使たちが何十体と飛んできた。

　愛天使キユーピツド。

　この天界で審門の管理を任せられている者たちだ。それが女神の前に整列するや片かた膝ひざをついて頭こうべを垂たれる。

「ふむ」

　先頭の愛天使キユーピツドから何かを耳打ちされて、レスフレーゼが顔をしかめた。

「レン、しばし待て」

「うん？」

「やはり審門の調子が悪い。妾わらわの不在時にも何度か試したらしいが、起動が不安定なのに加えて座標がブレる。うまく起動したとしても別の場所に転送されるようでな。ここから西のオルヴィア大陸に向けて転移した愛天使キユーピツドが、海のどまんなかに落とされて危うく大渦に吞のまれるところだったらしい」

「致命的にダメじゃねえか!?」

　空を飛べる天使だったからまだ助かったものの、それが人間であれば海の藻も屑くずになっていたであろう大事故だ。

「どこに飛ばされるかわからない？」

「その調整をさせる。できるなら妾自ら修復を手がけるところじゃが、妾も審門は何百年と手つかずゆえ、愛天使キユーピツドに任せるしかなかろう。だが、かといって再調整に時間を割さきすぎるわけにいかないのが悩ましい」

　審門の機能そのものが急速に弱まりつつあるというのは、事前に伝えられていたことだ。転移機能の調整に時間をかけすぎれば、今度は審門の機能が完全停止することを危ぶまなければならなくなる。

「起動を安定させる調整に時間をかけたいが、あいにく愛天使キユーピツドもこのような現象は初めてのようでな。本人たちは一年かかると言っておるぞ」

「一年って……」

「わかっておる。とにかく善は急げですぐに取りかからせる」

『あのぉ』

　鈴を鳴らすような声。

　おそるおそる手を上げたのは、レンの背負った荷物から顔をのぞかせた人工妖精ナスターシヤだった。

『審門、私が直せるかも……』

「なんだナスターシャ起きてたんだ。あんまり静かで忘れてた」

『忘れないでください！』

　蒼あおの髪をなびかせて宙に浮く小人。

　女神の前でくるりと一回転して。

『世界に点在する審門は、ええと……レン様もご存じのとおり現代に残ってる失われた技術オーパーツの代表です。もともとは悪魔が使う高度な空間干渉系法術がありまして、人間がそれを擬似的に発動するために開発した法具でした』

「へえ」

「これはこれは、さすが世界録アンコールに宿る妖精だけあるの」

　レスフレーゼとともに思わず声を上げていた。

「すごい物知りじゃん」

『え……あっ、は、はい。でも、そんな褒められると恥ずかしいのです』

　顔を桜色に染めて、人工妖精ナスターシヤがもじもじと身体からだをくねらせる。

『あっ、ごめんなさい。話が逸それてしまいましたね。ですから審門に案内してもらえると嬉うれしいです。世界録アンコールの記録のなかに失われた技術オーパーツの修復方法も残されていますので』

「ナスターシャ、何日くらいで直せるか予想つくか？」

『世界録アンコールに記録されている不具合であれば一晩。それが最短です。ただし……』

　小さな指を折って数を数えながら。

『機能停止の理由が物理的な故障だとまずいんです。当時の材料ってもうほとんど採れないので。そうすると困ってしまって』

「……確かにな」

　機能の不具合ならば修復できるが、物理的に破損した審門は二度と直すことができない。沈黙機関が世界中の審門を破壊して回っていた理由にも繫つながることだ。

「ネル。聞いてのとおりじゃ。この者らを審門まで案内してやってくれ」

『かしこまりました』

　小さな翼で飛び立つ愛天使キユーピツドが宙で一回転。

　こちらに向かって頷うなずくや、歩行に合わせた速度で雲海を進んでいく。レンたちが歩いてきた天の小川とは反対方向に。宝石樹が林のように並んでいる森の方角へ。

　と──

「女神様、どちらへ行かれるおつもりですか？」

「ぎくっ」

　愛天使キユーピツドの後ろについていくレンたち。その列にさりげなく混ざろうとした女神を、背後にいる七曜の天使二人が呼び止めていた。

「わ、妾わらわもその……審門の様子をじゃな……」

「審門のことは人間に任せて。女神様には別のお役目があるはずです」

「左様。三週間も天界を留守にされていたのですから、今しばらくはお仕事に勤いそしんでいただきます。天界の修復という大仕事もあるわけですから。ざっと五十年は働き続けてもらわなくてはいけません」

「くっ!?　お、お主ら離せ……ああぁぁぁぁぁっっっっっ…………」

　逃げようとする少女の両手をしっかりと抑える二人の大天使。

　右手を土のルイに、左手を月のミュナにそれぞれ押さえられた女神が、絶叫を残しながら雲海を高速で引きずられていった。

「……女神様も大変なんだな」

『レン様！　レン様ってば、後ろばかり見ていると迷まい子ごになっちゃいますよ。だんだん雲が濃くなってきたので気をつけないと』

「わかってるって」

　いつの間にか視界の端まで遠ざかってしまった愛天使キユーピツドを指さす人工妖精ナスターシヤ。そんな彼女の呼び声に頷うなずいて、レンは雲の道を歩きだした。





　　　　　






　黒の天そら。

　旅人の町シャーラを覆おおっていた紅ぐ蓮れんの空模様が、一切の光を失った無む明みようの漆黒に塗りつぶされていく。

　星明かりさえない。

　この世界が黒の布にすっぽりと包まれてしまったように。

「昔……といっても俺がまだ学園に入ってばっかりの頃のことだけど──」

　静かな夜。

　シャーラの町が寝静まる時刻、レンはそう口にした。

「天界っていうと秘境中の秘境って思ってた。教本にもそう載ってたし、世界中を旅したっていう俺の担任教官も、天界に行くなんて夢のまた夢だって言ってたんだ」

　秘境の多くはその踏破に意味がある。

　遺跡であればそこに眠る失われた技術オーパーツや精霊の住処すみかの発見が期待できるし、あるいは新種の生物を発見する場合もある。

　だが天界はそうではない。

　そこに「至る」、ただそれだけで最高の名誉であると教わった。

「徊かい獣じゆうが徘はい徊かいしてる樹海の奥でようやく天界の審門を見つけて、そこに近づいたところで愛天使キユーピツドの審判が待ってる。天使って警戒心が強いから、天界に人間が踏みこむだけで嫌がるって聞いてたよ。だから天界に上ったなんて旅団パーテイがいたら、それはもう一流の証あかしだって。旅団パーテイとして大成功なんだってさ。だからなおさら……」

　レンがあぐら座りしているのは、淡く輝く雲の上だ。

　天界を構成する雲海が幾千幾万にも千切れて小さくなった破片。その一つである。

「だからなおさら、本当にとんでもない世界になったんだなって。人間の町が天界と繫つながるなんて、一年前の教官に教えてあげたいよ」

『信じてくれるでしょうか』

「いやぁ鼻で笑われると思う。そんな冗談より先に、俺は進級試験に合格しろってさ」

　人工妖精ナスターシヤの相づちに、レンは苦笑いで応じてみせた。

　その視線を背後へ──旅人の町シャーラの広場にて、あまりに異質な存在である三本の巨大な大聖塔オベリスクへと向ける。

　天界の審門。

　もともとは女神の座である『熾し天てんの園』に設置されていた。

「天界がここまでバラバラになってたなんて。町の会議所の奥に一つ落ちて、もう一個が町の広場に落ちてたんだ……予想外だったな」

　消えかけた焚たき火びに枯れ木を投げ入れる。

　ぱっと火の粉が弾はじける光景の前で、レンは小さめに頷うなずいた。

「審門の場所に案内するって言われて追いかけたら天界の外に出るんだもん。愛天使キユーピツドについていったら、まさか別の場所にも天界が落ちた場所があったなんて」

　町の公務を司つかさどる会議所の内部。

　そしてもう一つ、バラバラになった天界が落下して繫がった場所があった。それがここ。町の奥にある記念広場だ。

『私も天界をこの目で見たのは初めてでしたが、こちらの広場は、先ほどのような天界特有の小川や宝石の樹きがあるわけではないのですね』

「そうだね。さっき愛天使キユーピツドも言ってたけど、こっちは天界を構成していた雲海が広場まわりに降り積もっただけみたい」

　喩たとえるなら、冬の豪雪で広場一面が真っ白になった状態だろうか。

　ただし天界の雲海によるものなので、肌が凍るような寒風のなかでもふしぎと温かい。おかげでレンも寒風吹ふき荒すさぶ夜を過ごせているというわけだ。

　では、なぜここで待っているかというと。

「ナスターシャも休憩すれば？」

『も、もうちょっとです……キリのいいところまで！』

　夜闇に、人工妖精ナスターシヤの発する光がぼんやりと浮かびあがる。三本からなる大聖塔オベリスクを何度も何度も往復し、女神から言われた不具合を診断している最中だ。

『ええとええと、この法ほう術じゆつ円えん環かんで座標を設定しているから、と』

「直りそう？」

『は、はい！　いま世界中の大気がとても乱れてるようなのです。レン様が言っていた世界異変の影響ですが、そのせいで審門の転移がズレてしまったのだと思われます。その照準を再設定してあげればいいのかなって。ほら、ここの法ほう術じゆつ円えん環かんをちょっと描き足して法力の流れを誘導してあげれば』

　自分の髪の毛に手をあてる人工妖精ナスターシヤ。

　その一本が彼女の指先で硬質化して光り輝く針となる。その先端をペンのように大聖塔オベリスクの壁面へと押し当てて、周りの円環に模様を描き足していく。

　それも恐ろしいほど緻ち密みつに。

『……ふぅ。緊張しますね』

「大変なんだ？」

『はい。一ミリの十分の一でも線がズレたり曲がったりすると、せっかくの法術が台無しになってしまうんです。たとえばほら、この輪っかの二重線。これを三重線にするだけでですね』

「するだけで？」

『大爆発します。使用者であるレン様ごと木こっ端ぱ微み塵じんになるでしょう』

「するなよ!?　絶対するなよ頼むから！」

『ですので、もうしばらくお時間をください。一晩で……何とか終わらせます。それにまだ世界録アンコールの修復も終わってないから……それもやらないと』

　眠そうに目をこする人工妖精ナスターシヤ。

　世界録アンコールに宿る者として造られたため、世界録アンコールの外に出ていると次第に体力を失ってしまうというのが本人の話だ。

『もう……もう少しだから……』

「お、おい!?」

　頭から落下しかけたところをレンが受けとめた。

　掌てのひらのうえで横たわった小人。起き上がることもできずにうっすらと目だけを開けて。

『面目ありません。私、これくらいしかレン様のお役に立てないのに』

「……役に立つなんて考え方やめてくれ」

『え？』

「仲間だろ。俺のために一生懸命してくれてるってのはわかるから。それで無理されると俺の方が困る。旅団パーテイの仲間ってそれくらい大切なものなんだよ」

　聖フィオラ旅学園を旅立ってまだ半年も経たっていない。

　つまりはそれくらいの付き合いでしかないはずなのに……キリシェ、フィア、エリーゼの姿がないだけでこうも心が不安になる。

　眠れない。

　意識は失っても、夢の中で常に彼女たちを探し続ける夢を見るほどに。

「とにかく休憩。ほら」

『レン様は優しいですね……』

　足下にひろがる雲の絨じゆう毯たんへと下ろしてやる。綿でできたベッドのように柔らかい床へ、うつぶせに寝転がるやナスターシャが寝入って動かなくなった。

「竜の渓谷、か」

　ナスターシャを見下ろしてそう呟つぶやく。

　大陸から切り離された秘境。今あの場所が世界異変を経てどうなっているのかは天使たちも知らなかった。

　……早く行かないと。

　……そこでキリシェが待ってるかもしれないんだから。

　汗ばむ拳こぶし。

　気づいた時には無心で自分の手を堅く握りしめていた。

『────』

　そんな折、ふと目をあけたのは人工妖精ナスターシヤだった。

　首をしきりに振って眠気を飛ばし、ふらふらと宙へ飛び上がる。

「もう起きて平気なんだ？」

『い、いえ……何か変な振動を感じまして。ほら、コレ』

　天界の審門へと飛んでいく妖精。

　うっすらと輝く審門にナスターシャの真白い繊せん手しゆが触れようとした矢先、その大聖塔オベリスクが小刻みにふるえだした。

「起動？」

『い、いえ違います！　これは……レン様の足下が柔らかい雲だからです。揺れてるのは審門じゃありません。町全体です！』

　悲鳴をあげる人工妖精ナスターシヤが慌てて審門から遠ざかる。

　その一瞬の間に、地の底から伝ってくる猛々しい衝撃波はますます大きくなり、ついには足下の雲までもが怯おびえたように震えだした。

　レンの靴先に伝ってくる鳴動。

『強大な法力の気配……』

「法力だって？」

『すぐそこまで来てる。レン様、後ろです！』

　ふり返る。

　だがナスターシャが血相を変えた相手の姿はない。広場はおろか町の奥、さらには上空も先と変わらぬ真っ黒な夜の帳とばりが降りているだけではないのか？

『レン様、その夜です！　すぐそこまで来てます！』

　瞬まばたきさえ惜おしんで目を凝こらす。

　──夜が蠢いた。

　否いな。夜と信じこんでいた頭上の景け色しきそのものが、ここ旅人の町シャーラに現れた怪物の身体からだの一部そのものだった。

　あまりにも桁けた違いの巨体ゆえ、一瞬では全ぜん貌ぼうが把握できなかったのだ。

「こいつっ!?」

　疾竜ワイバーンや鉱巨人ゴーレム。

　巨大と称される生物は少なからず見てきた自負がある。だが、そのいずれもが矮わい小しようであると思えるほどに、いま町の上空に聳そびえ立たつソレは巨大すぎた。

『神かみ代よの獣……』

　世界録アンコールに宿る妖精の、かすれた声。

『神性都市の繁栄よりもさらに前……神代の時……その象徴である暴君です』
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　この世界には様々な「獣」が棲すんでいる。

　冒険者さえも立ち入らない荒野や野を駆ける徊かい獣じゆうに、冥めい界かいを塒ねぐらとする魔獣、さらには一部の聖域や秘境において神の遣いと敬われる聖獣まで。共通するのは、いずれも人間にとって脅威の存在であるということ。なかには数々の神話や伝説に登場するまでに至った獣もいるほどだ。

　だが現代に生きる人間は知らない。

　そんな神話や伝説が生まれるよりもさらに過去──すなわち「神代の時代」、そうしたあらゆる獣の頂点に立つ暴君がいたことを。

「こいつが？」

　緊張でふるえる喉のど。

　かろうじてレンの唇くちびるを伝って出たのは、声というにはあまりに小さい独白だった。

「……神かみ代よの獣」

　町明かりに照らされる姿。

　あまりに大きすぎて最初は夜の光景と見分けがつかなかったが、目を凝こらすことでようやくその全ぜん貌ぼうがわかってきた。

　……だけど。

　……コイツをなんて喩たとえればいいんだ。

　上半身は筋骨逞たくましい人間に似た二の腕がありながら、その肩から上には頭部がない。

　背中には真白い骨だけの歪いびつな翼が生えており、下半身は蛇のようだ。

　胸部に空いた大穴からは腐ふ臭しゆうのする粘液が常にしたたり落ちている。この大穴だけで疾竜ワイバーンの成体を上回る大きさとなれば、全長はどれほどだろう。

　轟ごうとゆれる大地。

「この町を狙ねらってるのか……」

「お、おいボウズ!?　こいつぁいったい何事だよ！」

　広場へと駆けこんできたのは黄金の夜明けヴイーナス・ライトの三人だ。団長、獣人リン、大妖精シルク、いずれも昼間はレンと別行動で、夜は広場近くの宿に部へ屋やを借りて泊まっていたはず。

　それが、突然の地鳴りに異変を感じて飛び起きてきたのだろう。

「団長、向こう」

「…………おいおい……何の冗談だこれは？」

　レンの指さす先。神代の獣の巨体にようやく気づいた団長が諦てい観かんの呆あきれ笑い。

　どうしようもない、と。

　熟練の剣士をしてなかば諦あきらめざるをえない圧倒的な暴君がそこにいた。

『──────────ッッッ』

　その怪物が吼ほえた。

　口どころか頭部さえない全身から膨大な音波が生まれ、爆発するように膨ぼう張ちよう。

　旅人の町シャーラが震しん撼かんする。

「痛つっ！」

　鼓膜に生じた鋭利な痛みに、レンは咄とつ嗟さに自分の耳に手をあてた。

「……身体からだだけじゃなく声量まで桁けた違いの化け物か！」

　町の外から放たれた雄お叫たけびが轟ごう風ふうさながらに町へと襲いかかり、その衝撃によって建物の窓ガラスが木こっ端ぱ微み塵じんに割れていく。

　町の奥にいるレンでさえ、耳元で火薬が炸さく裂れつしたような錯覚に陥おちいったほどだ。

　いや、むしろ軽傷な方だろう。人間よりも敏感な聴覚をもつ種族にとって、今の咆ほう吼こうはまさしく急所を突かれたに等しい一撃だった。

「痛ってぇ!?」

「いったぁぁぁぁい!?」

　耳を押さえてうずくまったのは黄金の夜明けヴイーナス・ライトの二人だ。

「お、おいリン、シルク!?　てめぇら平気か！」

「……頭のなかを金かな槌づちで叩たたかれた気分。痛すぎて吐き気してきた」

「……だんちょー、シルク目が回るよぅ」

　獣人リンも大妖精シルクも起き上がることさえままならない状態だ。団長が駆けよっても小声で応じるのが精一杯らしい。

「おいチビ！　な、なんだあのバケモンはよ!?」

『チビじゃなくてナスターシャです！……ですから神かみ代よの獣です。神性都市シィエラミリスが警戒していた数少ない害敵でして、巨体どおりの凄すさまじい生命力を誇り、さらに高度な学習能力、上位悪魔を凌りよう駕がする膨大な法力を有しています。その脅威から機き皇こう兵へいなる生物兵器が造られたのですが、こちらも個体の凶暴度を引き上げた結果、狂化バーサークして神性都市で暴走したという歴史があります。旧大陸が沈んだ時に眠りについていたはずなのですが、おそらくは────』

「一言でまとめろ！」

『だ、だから手が付けられない怪物なんですってば！』

　レンの背中に留まる人工妖精ナスターシヤ。

「ナスターシャ、あいつがこの町を狙ねらう理由は？」

『わ、わかりません！　でも理由なんてないと思うんです。ただ気が立ってるから目に付いた物を徹底的に破壊するのが神代の獣ですから』

　町を破壊する理由などない。破壊そのものが目的なのだとすれば、正面から叩き返す以外にあの獣を止める術すべがないということになる。

「タチが悪いな……」

　握りしめた霊剣ヴィエルジュの柄え。

　その刀身に巻いた包帯をほどくことで、色鮮やかな海の色味を映す刃やいばが現れる。

　だがどうする？

　竜が子猫のように見える巨体の前では、この剣をもってしても心こころ許もとない。あの怪物にとっては霊剣ヴィエルジュの刃先など爪つま楊よう枝じほどの大きさもないだろう。

「あいつの弱点は？」

『ふ、不明です！　世界録アンコールにも情報がありません！』

　悲鳴にも近い声で、人工妖精ナスターシヤ。

　その声に刺激されたのか否いなか、夜と同化した最強生物が両手を広げた。




『Vequsまきつく haulともしび』




「精霊言語を!?」

　地が轟とどろくのにも似た荒々しい声をレンは聞いた。

　精霊が用い、古代詠唱士エイシエンターのみが聞き取れる言語。沈黙機関の姫フイオラがその言語を『楽譜フルスコア』化し、己おのれの武器としていたことは記憶に新しい。

　その言の葉を、神かみ代よの獣は習得しているというのか？

『レン様、危ないです！』

　そう叫ぶ人工妖精ナスターシヤの見上げる夜空で、大蛇がとぐろを巻くように炎の気流が発生。竜巻のごとき規模で猛烈な渦となって草原へと降下。

　町一つを悠々と吞のみこむ灼しやく熱ねつの渦が突風に煽あおられながら迫ってくる。

　逃げられない。

　あれだけの熱量だ、到達すれば町そのものが焦土と化す。

「まずい！　火の始原精霊サラマンダー──」

「妾わらわがやろう」

　すとん、と軽いステップで家屋の屋根に飛び乗る小柄な影。

　隣に輝かしき二体の大天使を従えて。

「この程度なら我が『裁断』を発動するまでもない」

　風が吹いた。

　突風が炎の渦を巻き上げてその向きを百八十度、反転させる。術者である神代の獣へと逆走を始める炎。留まることを知らずに荒野を這はい進み──

「たかが人間の町と甘く見たな。神代の獣よ」

『ッッッ！』

　風に煽られた炎が、聳そびえ立たつ獣へと襲いかかった。

　自らの強力すぎる法術に吞まれた獣が身体からだをねじ曲げ、苦く悶もんとも激げき昂こうともつかない声を滲にじませる。

「間一髪といったところか。のうレン？」

「……助かったよ女神様」

「うむ。たまには身体を動かさないと妾も鈍なまってしまうがゆえにな」

　短い金髪を夜風にゆらせる女神レスフレーゼ。

　その小さな身体が宙を踊り、夜の帳とばりを背景にくるりと一回転。子猫のような身軽さで広場に着地した。

「ほれ団長。そこの獣人と大妖精を連れていけ」

「どこへだ？」

「天界に決まっておろう」

　昼間の会議所の方を指さして。

「ついでに町の人間もじゃ。全員。今すぐ天界に避難するよう呼びかけるがいい」

「お、おう？」

　ぽかんとした口ぶりで応じる黄金の夜明けヴイーナス・ライトのリーダー。

　決して状況が理解できなかったわけではない。女神の提案があまりにも都合が良すぎたからだ。

「良いのか嬢ちゃん。その……天界ってのは天使の住処すみかだろうが」

　そこに町一つ分の住民や旅団パーテイを招き入れる？

　同じ人間でさえ、見ず知らずの者を我が家に招くということは普通ありえないだろう。

　それを人間という別種族のために、しかも町一つ分の人数をだ。

「勘違いしないでもらおう。これは天界を守るための選択だ」

「町に人間が残っていては私たちも力を振るえません。その状態でアレを倒すのは難しい。つまり天界を守ることもできないというわけです」

　広場の雲海に降りたつ土のルイと月のミュナ。

　それぞれが女神の左右に控えた恰かつ好こうで。

「ならばどうするか。いっそ天界に人間すべてを収納してしまえばいい」

「思う存分、町一つを舞台に戦えますからね」

「──というわけじゃ」

　団長へとふり返った女神が、ややいたずらっぽく苦笑い。

「ただし建物が多少壊れたとしても天使は責任持たんぞ？」

「ここで止めるよ」

　霊剣を片手に、レンもまた頷うなずいた。

「広こ場こには到達させない。この一歩手前までがアイツの暴走を許す限界線だ」

「無論のこと。審門は我々にとっても宝だからな」

　腕組みで応じる土のルイ。

　輝く翼を顕けん現げんさせた大天使の背後には、神こう々ごうしき光を空へと放つ三本の大聖塔オベリスクがある。天使たちにとって天界の至宝に違いない。

　そして自レ分ンにとっても──

「ここで足止めをくらうわけにはいかないから、な」

　大陸から切り離された竜の渓谷。

　そこで仲間キリシエが待っているかもしれないのだ。審門を破壊させるわけにはいかない。

「ほれ団長」

「あ、あいよ！　とにかく片っ端から天界に避難させりゃいいんだろ！　後で怒られても俺は知らねぇぞ！」

「女神わらわが許すのだから問題あるまいよ」

　背中に獣人と大妖精をまとめて負って、熟年の剣士が夜の町を走っていく。ぶ厚い背中を可お笑かしそうに見送るレスフレーゼ。

「さてレン、人間おぬしと天使わたしたちとで追い払うとするかの」

「言っておくが我々は仲間ではない」

「暴虐天使フイアのように優しくありません。共闘であっても助け合いではないことを心してくださいね」

　しんと静まる広場。

　隣に佇たたずむのは天使三体。天界の長である女神と、その護衛である七曜の天使が二体。まさしく天界を代表する天使たちだ。

　好奇と。

　強制と。

　関心と。

　三者三様の試練の眼光がそこにある。

「それでいい。アンタらはアンタらの翼で自由に飛んでくれ」

　足下に小さな気配。

　レンが目を落とした先に、黄土色のフードをかぶった小人がしがみついていた。

　土の始原精霊ノーム。

　大いなる大地の脈動が足先に伝わり、力強い息吹を感じる。

「俺は、俺の足でアンタらについていくよ」

「では──」

「先に行きますね」

　無数の羽根を散らして浮かびあがる天使二体。

　三階建ての家屋を飛びこえて空中へ。その高さまで飛ひ翔しようしても神かみ代よの獣の腹部に届かないのだから、この怪物がどれだけ巨大であるか想像するも恐ろしい。

「さてレン、妾わらわたちも行くかの」

「ああ。だけど女神様は？」

　女神の力は、天界の維持に大部分を割さいている。天界の外では本来の力が発揮できないというのは学生街で聞いた話だ。

　翼がないので空を飛べず、地上にいるため走ることすらままならない。

「ここまで天界を拡ひろげればよかろう」

　少女の光彩異色オツドアイに光が灯ともった。

　果てしなき蒼そう穹きゆうを想おもわせる瞳ひとみが強く、そして深い色に満ちていく。その右手が高々と振りあげられたと同時、地中奥深くから真っ白な濃霧が噴きだした。

「雲が……！」

「この町全域にまで天界を拡張する。妾わらわの力が振るえるようにな」

　むせ返るほどに濃い霧が町を覆おおっていく。

　さらに霧が凍りつくように凝固。天界で見た雲海と同じように弾力ある雲の塊となって地上に現れ、それが町の舗装路や家屋の屋根などあらゆるところに。

　喩たとえるならば降雪の明け方のよう。

　旅人の町シャーラは、雪ゆき景げ色しきさながらに純白の町へと一変していた。

「これでいい」

　熾し天てんの天使レスフレーゼ。

　幼き相そう貌ぼうの女神が、足下の雲海をバネ代わりにして空高くへと飛び上がった。その姿はまるで、失った背中の翼が戻ったかのように軽やかに。そして可か憐れんで──

　レンが一瞬状況を忘れて見入るほどに美しかった。

「遅れるでないぞ？」

「……追いつくさ！」

　町の上を滑空する七曜の天使、そして建物の屋根を土台に飛び上がるレスフレーゼ。まさに天上の住人にふさわしい姿を見届けて、レンは己おのれの膝ひざに力をこめた。

　全力で雲海を蹴けりつける。












　疾走──

　薄い雲に覆おおわれながらも、その下には大地の脈動を確かに感じる。

『飛ンデ！』

　精霊ノームの声に従うまま雲を蹴ける。風に羽根が舞うように、レンの身体からだは軽々と民家を飛びこえていた。

「この力、天界の雲か……！」

　天あまの雲くも。

　最上の伸縮器具トランポリンよりも強く弾む雲の反発力。それが土の始原精霊ノームの導きによって最大限に発揮され、翼持つ者にも負けない跳躍力を与えてくれていた。

　……これなら届くかもしれない。

　……神かみ代よの獣まで！

　地上から攻めても巨体に押しつぶされる未来しかない。だがこの跳躍ならば、神代の獣の胴体にまで直接飛べる。

　そんなレンの描いた戦略を、怪物の怒号がかき消した。

『────────────ッッッッ！』

　渦巻く炎が霧む散さんする。

　膨大な火の粉と熱量とが撒まき散ちらされながら、その中心に、無傷のまま平然と荒野に聳そびえ立たつ怪物。

「……再生したか」

　七曜の天使が一体、土のルイ。

　その厳いかめしい顔つきで睨にらみつける先は怪物の体表──ぽろぽろと剝はがれ落ちていく鈍にび色いろの鱗うろこだった。

「奴やつの体表を覆う鱗の一枚一枚が、おそらく法術耐性のある鎧よろいのようなものなのだろう。それが何重にも何千何万枚と身体を覆っている。しかも鱗を削ったところで新たな鱗が内側から生えてくるわけだ」

「まさに暴君。戦うために生まれた闘争生物ですわね」

　塔の最上部に降りたつ月のミュナ。

　頭上は星一つない漆黒の帳とばり。そして地上には淡く輝く雲海という非日常の世界を見わたして、長い後ろ髪をさっと搔かき上げる。

「法術は効果が薄いようです。かといって打撃のような物理事象が有効かというと、あの固い体表がまずあって、下にはぶ厚い脂肪と筋肉との三枚装甲。生半可な攻撃では心こころ許もとないうえに、先ほどの女神様の反撃でだいぶ怒らせてしまいましたか」

　火の粉に照らされて浮かびあがる巨体。その上半身を伸縮させて、神代の獣が豪腕を荒野の大地に振り下ろした。




『Zilisけがれた Cleyだいち』




　大地が、鳴いた。

　土という土。岩という岩が噴き上がる。

　地中深くの岩盤を片っ端から掘り起こす衝撃が町をも揺るがせて、連鎖的に数キロ先の地平まで震しん撼かんさせた。

　天災級の威力をもつ法術の力場に煽あおられて──

「天界の雲が……!?」

　女神レスフレーゼの結界でもある雲海が、地面の震動に揺さぶられて次々と千切れだしたのだ。

「でかい図ずう体たいの割にずいぶんと勘がいい」

　地面から剝はがれて消滅する雲たちを見上げるのは女神レスフレーゼ。その口ぶりには、彼女が滅めつ多たに見せない感心の情がこめられていた。

「妾わらわが召喚した見慣れぬ雲モ海ノを前に、それが危険であると瞬時に察知したか。だがそれを取り除かれては困るのでな。沈めよルイ」

「我は『土』」

　はるか上空より眼下を見下ろして。

　天界でもっとも名高き天使の一体が、その眩まばゆい翼を大きく打ち下ろした。

「万物を地に縛りつける重力ちからの執行者である」

『ッ!?』

　がくん、と神かみ代よの獣がのけぞった。

　両手にとてつもなく重い枷かせをはめられた罪人のように地に伏せる。

　周囲で噴き上がっていた土砂までもがピタリと虚こ空くうで静止するや、数秒かけてゆっくりと地上への落下を開始する。

「すべて落ちるがいい」

　土のルイ。

　天界に棲すむ天使には似つかわしくない異名を与えられた天使が司つかさどる力は、多くの者が「土」と聞いて思い浮かべるであろう「大地」や「岩」ではない。

　その正体は重力。

　すべてを地上に縛りつけて動きを封じる。言うなれば万物を天界から遠ざける力を行使する。それが土の異名の由来である。

　──雲海が再び大地へ。

　千切れ飛んで消滅しかけていた雲たちが凝固して降り積もり、再び町を真っ白い姿に塗り替えていく。

「……強きよう靱じんだな」

　天界の雲を維持することには成功した。

　にもかかわらず力強き天使にそれを喜ぶ様子はない。その鋭するどき眼光の先に、再び上半身を起こそうとする巨大生物の姿があるからだ。

　蛇状の下半身の足下では今も地面に大きな亀き裂れつが生じつつある。つまり地面を穿うがつほど凶悪な重力場に襲われているにもかかわらず、だ。

「筋力だけで私の重力ちからに対抗するか。見た目どおり呆あきれた怪力だ」

「ではあの暴あばれん坊が重力場から脱出するまで、できるかぎり体力を削っておきましょう」

　ルイの隣に浮かぶ月のミュナ。

　麗うるわしき薄緑色の髪の天使が掲げた手に光が収束し、淡い黄金色──月の色を映したような半月形の短弓シヨートボウが具現化した。

　弓ひく天使。

　手慣れた仕草で矢をつがえるその姿に、レンは奇妙な既視感を覚えた。

「弓ってことはフィア先輩と同じ……？」

「そう見えますか」

　しっとりと、しかし凜りんとすました顔で首を横にふる天使。

「私がフィアと同じなのではなく、フィアが私と同じなのです。彼女に弓を教えたのは私ですから」

　すぐ飽きられてしまいましたが、と。

　弓をつがえるミュナが微苦笑。

「天使の弓は法術で具現化したものですが、わざわざ物理的な武器として扱うことには理由があります。それは──」

　天使の力で極限まで張りつめた弦つる。

　そこから放たれた矢が大気を劈つんざき、閃せん光こうとなって神かみ代よの獣を穿つ。

「この力が、物理と法術の混合事象ハイブリツドになるということ」

　腹部に着弾した閃光が破裂すると同時、付与された法術が発動。発生した大気の歪ゆがみが標的を跡形もなく粉砕しに襲いかかる。

『……■■■■！』

　精霊言語でさえない原初の声。

　神代の獣が発した咆ほう吼こうに苦く悶もんが混じる。鱗うろこが砕けて弾はじけ、さらに矢の衝撃によって怪物の巨体が大きく崩れた。

「無敵の装甲でも最強の法術結界でも、天使の矢による混合事象ハイブリツドは防げません。ルイ、そのまま動きを止めて」

「無論」

「では撃ち続けます」

　凶悪無比な重力によって動きを大地に縛られて。

　物理と法術の混合事象ハイブリツドである月の弓から、さらに第二第三の矢が放たれる。光そのものである矢が直撃するたびに獣の体表にある鱗うろこが砕け、その無防備な肉体に破壊の衝撃が貫通するというカラクリだ。

　流麗なる土と月の連携。

　悪魔にも竜にもここまで完かん璧ぺきに統制された戦術はあるまい。女神レスフレーゼという絶対の統率者に支えられた天使ならではだろう。

「これで終弾」

　一ひと際きわ大きく、強く張りつめた弓から放たれる渾こん身しんの力をこめた一撃。

　それが神かみ代よの獣の胴体に深々と突きささり、途方もない質量を誇る巨体を荒野の彼方かなたまで吹き飛ばした。

「さすが……！」

「倒したわけではありません」

　目にかかった前髪を優雅にはらいのける月のミュナ。

　町でもっとも高い建造物である図書館塔の先端に降りたつ彼女が見つめる先は、薄暗い荒野の奥まで吹き飛んだ超ちよう弩ど級きゆう生物だ。

「どれだけ痛めつけることができたか。これで怯おびえて逃げてくれれば万々歳なのですが……そうもいかないようですね」

　溜ため息いきまじりの苦笑。

　無言で起き上がる神代の獣の姿に、七曜の天使が眉まゆを寄せた。

「結構マジメに撃ったはずなのですが」

「効いてはおる。あの激怒ぶりを見ればわかるであろう」

　ミュナの隣の建物に立つ女神。

　彼女が視線で指ししめす先には、骨だけの翼を拡ひろげる獣。一瞬身を屈かがめて力を蓄たくわえるや、古いにしえの暴君は町めがけて暴走を開始していた。

「早いっ!?」

　七曜の天使二体が声を上げるほどの加速。

　翼による飛ひ翔しようでなければ跳躍でもない、突撃。蛇状の下半身を不気味に蠢うごめかせながら、荒野の木々も岩も何もかも押しつぶして迫ってくる。

　町ごと轢ひきつぶす。

　十秒とかからず町の入口まで到達した巨体が、その二の腕を真横に振るった。もっとも近い位置を浮遊する土のルイめがけて。

「ちっ！」

　受けとめるのは無謀。

　そう判断した大天使がその場で急旋回、襲いかかる怪腕を回避する。空くうを切った怪物の腕が薙なぎ払はらったのは、ミュナの立つ図書館塔の先端だった。

　飛び上がるミュナ。

　その足下で、神かみ代よの獣の腕に薙ぎ払われた建造物の三階から上が轟ごう音おんをたてて粉砕された。女神が召喚した天あまの雲くもごと木こっ端ぱ微み塵じんにだ。

「そんな……」

「女神様の雲さえ砕くか！」

　天界の雲は、そこに棲すむすべての天使や聖獣を大地の代わりに支える土台である。綿のような柔軟さと強きよう靱じんな弾性を誇り、衝撃に極めて強い。

　そんな特殊な雲が、ガラスが砕けるように微塵に砕けちった。

『■■ッ』

　下半身と一体化した尾が蠢うごめいた。

　鞭むちのごとくしなる尾が真横に振るわれて、その軌道上にある建物が積み木のごとく薙ぎ払われて宙に舞う。

「くそっ。本当に町一つ壊かい滅めつさせる気かよ！」

　巻き上がる粉ふん塵じんのなか、レンは神代の獣を睨にらみつけた。

　幸いにして住民は天界に避難済み。だがこのまま侵攻されれば、いずれ避難先の天界までが蹂じゆう躙りんされるのは目に見えている。

　……止めないと。

　……無理やりにでもアイツの意識を誘導しなきゃどうにもならない。

「土の始原精霊ノーム、ついてくるか？」

『イク！』

　飛びのってくる精霊。

　肩にふれる確かな質量を感じながら、レンは霊剣を手に雲海を蹴けりつけた。沈みこむ雲の反発力に推されて空中へ。

　その先の、砕かれた塔へと乗り移る。

「はっ！」

　半壊した壁を蹴りあげて斜め上空へとレンは跳んだ。神代の獣の巨体、振るった尾の上に飛び降りる。複雑に上下運動をくり返す尾を駆け上がって背後へ。

　無防備な背中。

　その刺とげ々とげしい鱗うろこを足場にして、荒れ狂う獣にしがみつく。

「神代の獣に飛びついた!?」

「何の真ま似ねだ！」

　上空の大天使二体が血相を変える。

　その叫び声に、レンは奥歯を嚙かみしめて応こたえた。

「俺の狙ねらいが上だからさ」

　右手に霊剣。左手一本で巨大な鱗うろこに宙ぶらりんの格好でしがみつき、足下の鱗を蹴けることで背中を上っていく。

『…………』

　のそり、と獣が動いた。

　背部に感じる小動物レンの気配を違和感として察知。すぐさま両手を勢いよく振りあげると共に全身を激しく痙けい攣れんさせる。

「っ、払い落とす気か！」

　天界の雲を警戒した時と同じだ。紛まごうことなき古いにしえの最強生物でありながら、異様なほどにこの怪物は警戒心が強い。

　尾が動いた。

　その先端で、虫でもたたき落とすように己おのれの背中に尾を叩たたきつける。

「……いけない、逃げなさい！」

「叩きつぶされるぞ！」

　天使たちの警鐘に──

　レンの応えは、さらに怪物の背を駆け上がることだった。

　最後の鱗に手をかける。

「ぐっ……！」

　懸けん垂すいの要領で身を持ち上げる。

　鱗の先端に靴先をかけて立ち上がり、宙へと身を躍らせる。レンが見下ろしたそこには、ことごとく鱗を剝はがされて剝むきだしになった痣あざ。

　ミュナの月の弓によって穿うがたれた傷が、目の前に。

　……鱗のない部位なら炎も効きやすいはず。

　……霊剣一本で戦うには大きすぎる巨体なら、その炎で威力を上げればいい。

　そのためにここまで上がってきたのだ。

『燃ヤス？』

「ああ火の始原精霊サラマンダー、思いっきりな！」

　翼もつ火ひ蜥蜴とかげの目に光が宿る。

　霊剣ヴィエルジュにさらなる精霊の力が付与され、紅ぐ蓮れんの輝きが刃先に灯ともった。

　紅蓮の精霊剣。騎き士し王おうゼルブライトの大剣をも断ちきった一撃を、いまだ癒いえぬ獣の傷へと叩きつけた。




　──絶叫。




　予期せぬ激痛に、古いにしえの帝王がその全身を打ち振るわせた。

　周りの家屋も足下の雲海さえも力任せに薙なぎはらい、その場で力任せに旋回して轟ごう風ふうを巻き起こす。

「手がっ……！」

　旋風に身体からだの自由を奪われ、背から強引に振り落とされる。

　真っ逆さまに転落。

　直後、レンは神代の獣と目があった。首から先に頭部が存在しない怪物だ。目も口も耳も存在しないとばかり思っていたが。

「こいつ、こんなところに目があったのか!?」

　溶解液のしたたり落ちる暗き穴。

　神かみ代よの獣の胸に空いた大穴の奥に、こちらをじっと凝視する巨大な一つ眼が存在するのを確かに見た。

　……だけど今はやばい！

　……俺も見られた。

　神代の獣も上空の天使には気づいていただろうが、背中を伝う小動物レンの正体はわかっていなかったはずなのだ。その神代の獣が、新たに敵レンを認識した。

『────』

　突きだされる鋭利な爪つめ。

　空中を落下するレンには避よける術すべがない。

　……俺のありったけの力でも耐えられる気がしない。

　……頼む。霊剣！

　霊剣ヴィエルジュの刀身を正面に構え、巨大な爪めがけて振りかぶる。

　乾いた音と鈍い音。

　神代の獣の爪と、霊剣の刃やいばが互いに弾はじきあう硬い反響。それに続く鈍い音は、それでも威力を殺しきれなかった怪物の爪の先端に、左脇わき腹ばらを抉えぐられたものだった。

「……がっ！……は……っ……」

　咄とつ嗟さに構えたヴィエルジュで爪の直撃は避けた。

　が、それでもまるで威力を相そう殺さいできず、レンははるか後方へと吹き飛ばされた。建物の壁面に背中を強打。旅人の町シャーラが天界の雲に覆おおわれていなければ、この衝撃だけで全身が潰つぶれていただろう。

　だが、まだ終わらない。

　怪物の胸に空いた大穴に、奇怪な暗色の輝きが収束していく。

　それが悪魔の発動する法ほう術じゆつ円えん環かんによく似たものであるとレンが気づいたのは、既にその力が発動した後だった。

『Gulieみにくい nazalつみ』

　三さん角かく錐すい形の七つの結晶が法術円環から生まれて飛来。複雑怪奇な軌跡を描きながらレンへと迫る。

「……く……そ……」

　雲海にくずおれながら剣を構える。

　その眼前に、幼い光彩異色オツドアイの少女が空から降ってきた。

「はは、ずいぶん無茶をする」

　雲海に降りたつ女神。

　か細い両手を一杯に広げて、レンを庇かばうかたちで前に出る。

「しかし嫌いではないぞ。その気概。無理を通してこそ見える勝機もあるというもの」

「……女神様!?」

　喉のどを嗄からして叫んだ。

　神かみ代よの獣が発動した大規模法術が迫るなか、この幼げな女神は両手をひろげた無防備の様子で、自らの身体からだを盾に人レ間ンを庇おうとしていた。

　無茶すぎる。

　女神という存在がどれだけ強力であろうとも、防御手段を一切取らずに神代の獣の法術に抵抗するなどできるわけがない。

「危ない！」

「よく見ておくといいぞ」

　自分より大きな法術結晶を、その薄い胸で受けとめる少女。鉄球で押しつぶされたように女神の肉体が拉ひしやげていく──凄せい惨さんな光景にレンが呆ぼう然ぜんとする頭上で。

　それを冷静に見届けていたのは七曜の天使たち。

「女神裁断」

「天の主あるじを傷つけた罪は、すべて己おのれに返ることになるでしょう」

　三角錐形の結晶が反転。

　時間が逆巻くように、七つの法術結晶がすべて神代の獣へと戻っていく。そして着弾。獣の両手、胴体が大きく拉げて潰つぶれる音がこだました。

　……アイツの放った法術が巻き戻ってアイツ自身に収束していく。

　……時間が逆転したみたいに？

　目の前で復元していく女神の身体。潰れかけた身体が傷一つない姿にまで回復し、何事もなかったかのように立ち上がった。

「ふぅ。どうじゃ、見事なものであろう？」

「……平気なのかよ」

「妾わらわが自分の肉体で受けた攻撃であるならば、な。とはいえ痛みだけはどうにもならないのが欠点ではあるが」

　全身を潰つぶされた激痛に奥歯を食いしばる少女。

　苦く悶もんの表情を隠すこともできずに身体からだをくの字に折り曲げながら、それでも「どうだ」と言わんばかりに不敵な笑みをうかべてみせる。

「妾が痛みを我慢しないですむよう、早めに倒しておきたいところじゃの」

「そうしたいんだけどな」

　再び身体を起き上がらせる神かみ代よの獣。

　自身の法術に筋肉と骨を潰されたはずなのに、その傷が、レンたちの見上げる前で修復されていくのだ。

　月のミュナが砕いた鱗うろこまでも、その大部分が元に戻ってしまっている。

「もう一度やり直しか……」

「戦闘が長引くのは構わんが、問題は妾たちの後ろじゃな」

　自分たちの後方へとふり返る女神。

　彼女が何を言わんとしているのかは、その仕草だけで十分だった。天界の審門──今も人工妖精ナスターシヤがそこで復旧作業に全力を注いでいるはず。












「女神裁断は、妾わらわが自分の身体からだで受けたものだけじゃ。奴やつが破壊した建物や審門への攻撃は返せんし、審門が壊れてしまえば復元もできぬ」

「……ああ」

　これ以上の後退は許されない。

　広場まで侵攻を許せば審門が跡形もなく踏み潰つぶされてしまう。町の破壊を食い止めるためにもここから先へは行かせない。

「しかし防衛は至難です」

　新たな矢を弓につがえながら、月のミュナ。

　建物の屋根に立つ彼女が目を細めた。その視線の先には、神かみ代よの獣の足下に散らばった鈍にび色いろの鱗うろこだ。

「私が撃った鱗も再生しています。あの鱗があるかぎりどんな攻撃も効果が薄い。倒すには体表の鱗を剝はがし、鱗が再生する前に集中砲火しなくてはなりません。しかし同じ手が二度通用するかどうか。ルイ、重力の放出はまだ強化できますか？」

「造作ない……が」

　だが、と。

　そう口にする本人の表情には陰が混じっていた。

「私が拘束に専念する。そして女神様のお力は反撃だ。となれば動きを封じた後の奴に最大威力の攻撃を与える者がミュナ、そして人レ間ンの二人。そこで仕留め損そこねれば、あの怪物を中途半端に追い詰めて逆上させるだけ。勝算は──」

「ある」

　三体の天使に届くよう、レンは間かん髪はつ入れずにそう言いきった。

「試したいことがあるんだ。七曜の天使アンタたちにはアイツの注意を引きつけてほしい」

「なに？」

「それは可能ですが、神代の獣の防御が課題です。あの鱗を剝がさないかぎり有効打を当てることは難しいのでは？」

「もちろん」

　土のルイと月のミュナから向けられる懐疑の念。

　二体の大天使から感じる視線をまっすぐ受けとめて。

「でも俺が試すのは一撃でアイツを倒す方法だから」

「馬鹿なっ？」

「そんな夢のような方法があれば縋すがりたいものですが」

「……何か思いついたかの？」

　ぽん、と背中を叩たたいて押したのは幼げな少女だった。

　見た目どおりの好奇心旺おう盛せいな表情で、目をいたずらっぽく輝かせて。

「お主なりに自信があるのは表か情おを見ればわかる。だが根拠は？　ルイの最大重力とて、同じ手に神かみ代よの獣が何度も引っかかるとは思えんからの」

「それは──」

　言葉がかき消された。

　さらなる轟ごう音おん。神代の獣が、その巨体をこちらに向けて凄すさまじい勢いで突撃してきたからだ。

「女神様、先と様子が違います！」

「破壊対象は町ではない。明確に私たちを敵とみなして先に潰つぶしにかかったか」

　町の市壁の残ざん骸がいを押しつぶして進んでくる最凶の獣。

　その突進の軌道上にある建物も雲海も、何もかも跡形もなく踏みにじりながら一直線に神代の獣が襲いかかってくる。

「説明の時間は無さそうじゃ。のうルイ、ミュナ？　この人間は妾わらわが女神法印を預けるに値すると判断した者じゃ。それに何より」

　諦あきらめまじりの苦笑いでレスフレーゼが建物の屋根まで身を躍らせた。

　部下である二体の天使を手招き。その人差し指で眼下の自レ分ンを指さしして。

「こやつはフィアを尋ねてこの町に来た。我らの同胞を、我らのかわりに見つけようとしておる。ならば我らはどうするべきかのう」

「────」

「────」

　女神の勅令。

　それ以上の言葉は要いらなかった。一言の反論もなく、家族のように息のあった動きで天へと飛びたっていく七曜の天使たち。

　土のルイが神代の獣の上空へ。

　月のミュナが、神代の獣の肩に相当する高さまで飛ひ翔しようして弓を構える。

「征いけ」

「……ありがとう」

　光彩異色オツドアイの天使の言葉に背を押され、レンは輝きの雲海を駆けだした。

　聳そびえる巨大に向かって最短距離で道を走る。が、ここで自分の位置を知られるわけにはいかない。

「ルイ、お先に」

　半月形の短弓シヨートボウを手にするのはミュナ。

　限界まで張りつめた弦つるから矢が放たれて、大いなる光の柱と化して神代の獣の肩に直撃。超質量の巨体を大きく揺るがせる。

「爆はぜなさい」

　第二矢は、爆発。

　神かみ代よの獣の足下で炸さく裂れつした光の爆発が、蛇の胴体を真下から跳ね上げて宙に浮かばせ、そして地にたたき落とす。

『────ッッッ!?』

　片腕をついて姿勢を保持する巨体。

　起き上がろうとする直前。反動をつけるために身体からだを大きく曲げた体勢になった瞬間を、上空の大天使は見逃さなかった。

「頭が高い」

　神代の獣を中心に法ほう術じゆつ円えん環かんが生成される。

　そこから生まれたモノは法術ではなく、何者にも見えざる異質の超重力場。立ち上がろうとした神代の獣が再び雲海に手をつく。……が、重力に圧おされた手そのものが雲海に沈みこむため姿勢を修正できないのだ。

　ではどうするか？

　古いにしえよりの暴君の選択は迅速にして最善だった。

　──対空の法術。

　空を飛ぶ天使の、そのさらに上空から発動する法術がある。

『Xeyubelゆるされない hidそら』

　ルイとミュナの頭上に広大な円環が生まれ、落ちてきたのは真まっ青さおに燃え輝く巨大な星だった。古の時代、飛ひ翔しようする竜や天使をことごとく撃ち落とした秘奥。神代の過去を知らない七曜の天使にこれを躱かわす手段はない。

　その星の軌道に──

「あいにくソレは経験済みでな」

　たった一人の少女が、宙で、その華きや奢しやな両手を広げて立ちはだかっていた。

　翼なき女神。

　かつて己おのれの羽根をもって仲間を生みだし、今、己の肉体を盾とする熾し天てんの天使が。

「お主からではないが、妾わらわはソレを一度受けたことがある」

　燃える星を受ける女神レスフレーゼ。

　その幼き身体が瞬またたく間に燃えつきるも、一瞬後に『女神裁断』によって因果が逆転。女神が無傷で復活すると同時に、術者である神代の獣へと巨大な星が落ちていく。

「お返しじゃ」

　星が軌道を変えて、怪物の背中に容赦なく突きささった。

『……ッ』

　獰どう猛もうなうめき声を発しながら沈みこむ獣。

　巨体が起き上がるよりも先、レンは雲を蹴けった。強力な反発力を活いかして家屋の屋根へと飛びうつり、さらに屋根伝いに隣家から隣家へと渡っていく。

　──間に合ってくれよ。

　──動きが鈍くなってる時にしか狙ねらえない。

　狙いは、図書館塔。

　神かみ代よの獣が倒れている目の前の建造物だ。三階から先が破壊されて無くなっているが、それでも他の家屋よりは高さがある。

「いけない！」

　弓をつがえるミュナがふり返った。

　その奥では、土のルイが苦々しい面持ちで。

「これだけの力を受けて堪こたえぬか……」

　ルイの重力によって大地に縛られて、ミュナの月の弓を幾度も浴びて、さらに己おのれの法術を女神に跳ね返されても神代の獣は倒れていない。

　重力の網に抗あらがい、むしろ今まで以上の激げき昂こうでもって起き上がろうとしつつある。

「離れなさい！」

　矢を振りしぼる月のミュナ。

　怪物の注意を自レ分ンから逸そらすためであろう援護射撃、その矢が放たれる前に。

「撃つならあの塔だ」

　レンは、今まさに向かっていた建造物を視線で指ししめした。

「あの塔を思いっきり粉々に！」

「……え？」

「早く！」

　時間はない。

　大天使からの返事を待たず、レンは半壊した壁を蹴りあげて斜め上空へと跳んだ。その先にある図書館塔の先端を瞬まばたきもせずに睨にらみつける。

　まだだ。

　まだ高さが足りない。

　この超ちよう弩ど級きゆう生物の巨体に正面から向かっていくためには、さらにもう一度の跳躍がいる。だから。

「頼む」

「……どうなっても知りませんよ！」

　獣に向けていた鏃やじりを塔へと向ける月のミュナ。

　大天使の力を宿した矢が、塔の残ざん骸がいをさらに跡形もなく破壊し、巨大な瓦が礫れきを空高くまで吹きあげる。

　その最さ中なか、レンは宙へと身を躍らせた。

　翼のない人間では空を飛べない。すぐに地上に落ちるだけ。それを承知の上で、七曜の天使と女神とが見守るなか──

　……そうさ。

　……これが欲しかったんだ！

　レンは、何一つないはずの虚こ空くうでさらに飛んでいた。

　宙を舞う瓦が礫れき。ミュナの矢が吹き飛ばした塔の残ざん骸がいを、その足場にして。

　限界まで高く。

　神かみ代よの獣に至る最後の跳躍として。

「人間!?」

「いったい何を!?」

　七曜の天使たちが驚きよう愕がくに目を剝むくなか、その言葉に応じる時間もなく、レンは、眼前の獣の胸に空いた大穴へと飛びこんだ。

「予想はつくよ。これだけ不自然な場所にあるんだもんな」

　隠された眼。

　この怪物の全身像で、ただ一つ外部から隔離された場所にある器官が目の前に。

「お前の急所。そうだろ」

『ッッッッッッ!?』

　神代の獣の全身がうちふるえた。

　古いにしえの時代より初めて味わう驚愕。レンの全身ほどもある巨大な眼が収縮し、その前方に盾のごとく顕あらわれる法ほう術じゆつ円えん環かん。輝きが弾はじける前に──

「俺は、お前を越えていく」

　レンの振り下ろした霊剣ヴィエルジュが、法術円環ごと獣の急所を断ちきった。

「……立ち止まってる時間はないんだ」




　獣の絶叫。




　激しく痙けい攣れんして斜めに倒れていく巨体。

　ずっと謎なぞだったもの。精霊言語をはじめとする声が神代の獣のどこから生まれるのか。その謎であった発声器官は、今まさにレンが突入した胸の大穴だった。

　……ただの穴じゃない。

　……コレは、こいつの口だったのか。

　天地を崩壊させるのではと想おもわせるほど凄すさまじい絶叫を至近距離で浴びて、優に数秒、レンは意識が吹き飛んでいた。

　脱出しなくては。

　そう意識を取りもどした時には、既に大穴から転がり落ちた後だった。

「やばい……まだ、身体からだが……！」

　声の大波を浴びた衝撃で全身が金縛りのように動かない。

　このままでは真っ逆さまに落下して、さらに倒れていく神かみ代よの獣の巨体に押しつぶされる。それがわかっているのに手を上げることさえ至難。

「っと」

　誰かに宙で手を摑つかまれ、そのまま強引に引き寄せられる。

「人間は空を飛べないのが不便極まりないですね」

　薄緑色の髪をなびかせた美麗の女性天使。

　月のミュナ。すでに天使の弓をどこかへとおさめた彼女が、眼下の家屋に衝突する寸前でレンの腕を摑んでいた。

　大人びた表情の彼女が、片目をつむっておどけてみせる。

　それはとても珍しい仕草に思えた。

「大捕物。人間らしい機転の利いた戦いを見せてもらった気分です。あ、もちろん褒めていますよ？」

「……死に物狂いだったよ」

「ええ。こんなものが太古の時代から復活したとなると天使わたしたちも安心していられません。この個体だけが目覚めたのか、それともまだ他にいるのかは不明ですが」

　神代の獣はうつぶせに倒れて微動だにしない。

　それを遠目に眺めるミュナが、レンとともに女神レスフレーゼの待つ雲海へ。

「お待たせしました女神様」

「うむ。レンもご苦労じゃった。妾わらわも久方ぶりに運動したせいで疲れた」

　雲海に立って手をふる女神。

　肩の荷が下りたと言わんばかりの安あん堵どの溜ため息いき。だが一方で、その瞳ひとみには幾ばくかの憂慮の光が灯ともっていて。

「しかしな。妾もこのような現象は見た覚えがない。レン、お主何をした」

　女神の指さす先。

　急所である眼を破壊されて倒れた怪物の身体がドロドロに溶けだしていたのだ。完全に液状化した肉体が、天界の雲をすり抜けて地面の中に沈んでいく。

　現代の生物では見られない現象だ。

「身に覚えはあるかの？」

「……わからない。俺、アイツの眼を見つけて破壊しただけだから」

「なるほどのう。神代の獣は妾にもわからぬ点が多い。肉体を残さずに消えていくような倒れ方もあるかもしれんが」

　怪け訝げんそうな口ぶりではあるものの、その口調が徐々に明るさを取りもどしていく。

「まあ良い。とにかく窮地は脱した」

「一件落着でいいのかな。でも、だいぶ町並みに被害が出たから」

「わかっておる。まずはガレキの片付けが必要じゃろうし、天界の雲をどかさねば。……しかしようやく朝か」

　そう言って、幼い女神がその場によろよろと座りこんだ。

　地平線。

　星一つない黒の帳とばりの先に、わずかな赤い光が昇っていく先へとふり返る。

「眩まぶしいの。こんな世界になっても夜明けは良いものじゃ」

　地上だけの特別な景観を前に、大天使を率いる女神は嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。






Intermission　英勇と少年
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　旅人の町シャーラに、朝が訪れる。

　朝陽に照らされて浮かびあがるのは、いたるところにうずたかく積み上がった瓦が礫れきの山。特に被害が大きいのは神かみ代よの獣が侵攻した大通りだった。町の入口から中央にあたる広場直前まで、ほぼすべての建物が消滅。

　ことごとく神代の獣の巨体に踏み潰つぶされた。

　これが今この世界に満ちる危険なのだと、そう痛感させられる光景である。もはやこの地上で安全な暮らしが保証される場所など無いのかもしれない。

「……でも、これでも被害は押さえたはずなんだ」

　ふきだす汗を手の甲でぬぐう。

　自分と、そして周りの住民の多くがガレキをどかす作業に精を出すなかで、レンは自らに言い聞かせるように口にした。

　女神の機転によって住民が天界に逃れることもできた。

　壊されたのが建物だけならば町は必ず復興する。見わたせば、住民に混じって多くの旅団パーテイが同じように復興を手伝っている姿もある。

　まずは散乱する瓦が礫れきの撤去。

　日の出から正午にかけてレンも手伝ってはいるが、町全体のガレキを撤去するのは数日がかりの作業になるだろう。

『手伝ウ？』

「うーん……いや、いいよ。ありがとな』

　ガレキの山の上にちょこんと座る土の始原精霊ノーム。砂で鉱巨人ゴーレムを生成したこともある精霊だから、力を借りれば遙はるかに早くガレキを片付けられるかもしれない。

　けれどこればかりは人間の仕事だ。

　……自分たちでやらないと。

　……精霊にばっかり頼っててもダメだもんな。

　親交と依存は、違う。

　何よりも──

　これは自レ分ンの想像に過ぎないが、そうして精霊や竜、天使、悪魔の三種族の力に縋すがりきった者たちの結果が神性都市シィエラミリスである気がしてならない。

「違う道を選びたいんだ。昔とは、さ」

『…………』

　じっとこちらを見上げる精霊。

「ほら隠れてろって。見つかったら大騒ぎになるから」

『……頑張ッテ！』

　くるりと宙で一回転。

　虚こ空くうにとけ込むように消えていく土の始原精霊ノームを見送って、レンは大きく深呼吸した。

「さてと休憩終わり。もう一踏ん張りだな」





　　　　　






『あ、レン様。お帰りなさいです！』

　町の記念広場。

　かろうじて神かみ代よの獣の侵攻を逃れた場所で、忙せわしなく宙を飛びまわっていた人工妖精ナスターシヤが自レ分ンを見て手をふった。

「ごめん、遅くなった」

　暗い茜あかね色いろの頭上。

　夜明けから始まって夕陽が沈むまで続いた復興作業。今日一日でできたことはせいぜいガレキ除去のごく一部だが、軽く手伝うつもりが終日夢中になってしまった。

「手がマメだらけだ。手袋もしてたのに」

『作業、今日はお終いのようですね。この広場も日中は多くの人が行き交っていましたが、皆さん手を止めて帰られてしまいました』

「夜になると物騒なんだと思う。町の壁が壊されてるから徊かい獣じゆうが侵入し放題だろうし」

　危険なのは神かみ代よの獣だけではない。

　学生街ミスティエで出で会くわした混成獣キマイラと氷ひよう狼ろうの群れの件もあるように、凶暴化した徊獣がいつ町にやってくるかもわからないのだから。

『それで今日は早めの解散だったのですね』

「うん。家が無事だった人は自宅に帰ったし、そうでない人はしばらく天界で寝泊まりするって言ってた。女神様がそう配慮してくれたみたい。人間の町に天界を落として迷惑かけたから、これで貸し借りは無しだって」

『おぉ。それはまた気前がいいですね』

「さすがに天界の一部だけらしいけど。湯とう源げん郷きようとか宝石樹の森とか、そういう天界の奥にあるところまでは立ち入り禁止だって言ってた」

　広場を見わたすも、人工妖精ナスターシヤの言うように人影がない。

　町を訪れた旅団パーテイも無事だった宿で一夜を過ごす予定になっているという。

『町の復興には時間がかかると思います。とはいえ、ここに長く留まることはできません。レン様には、竜の渓谷という明確な目的地がありますから』

「その件だけど……」

　広場にそびえたつ三本の大聖塔オベリスク。

　今この審門の前に立つ者はレンと人工妖精ナスターシヤの二人だけ。

「審門の修復はもう大丈夫なんだろ？」

『もちろんです。転移の座標調整は無事に完了しました。これなら対の審門が設置された場所に、すなわち竜の渓谷まで転移することができるはずです』

　明日の朝、竜の渓谷に向けて出発する。

　女神レスフレーゼにもその旨むねは伝えてある。あとは…………

『レン様？』

「……あとは俺次第なんだなって、さ」

　英えい勇ゆうの旅の続き。

　かつてエルラインがたった一人で世界中を放浪し、竜の渓谷と天界と冥めい界かいとで三さん大だい姫ひを従えた日から、およそ三百年後の世界。

　世界中をたった一人で旅して三大姫かのじよたちを探しだす。

　彼のかわりに──その大役の重みに耐えることができるかどうか。まさしくこの先々で試されることだろう。

「ほら、俺はこんな外見だから英勇エルラインの伝説もずっと周りから聞かされてきたんだけど、やっぱあの人は凄すごかったんだって」

『はい。神性都市の研究跡地から世界録アンコールを発掘してくれたのもエルラインです。彼がいなければ私もレン様と出会えていなかったわけで……あ！　そうですレン様、世界録アンコールを出していただけますでしょうか』

　手を叩たたいて飛び上がる人工妖精ナスターシヤ。

『エルラインの残した伝言が途切れたままでしたよね。あれから私も検討していたのですが、やはり審門と同じ方法で修復できそうです』

「直せるのか!?　もちろん頼むよ、何が何でも」

　懐中から取りだす書物。

　虹にじ色いろに輝く表紙の本をレンが地に降ろし、そこに人工妖精ナスターシヤが飛びうつる。自分の髪の毛の一本をペンに変化させて複雑な円環を描いていく。

　紋様のようであり字のようでもある軌跡。光と化して浮かびあがり、ゆっくりと世界録アンコールの表紙へと沈みこんでいく。

『審門の修復経験が役に立ちました。審門の機能も回復しましたので、世界録アンコールもこの方法で間違いないはずです』

　ひとしきり円環を描き終えたナスターシャが、自信ありげに腰に手をあてる。

『さてレン様、用意はいいですか』

「ああ……でも用意って？』

『もちろんエルラインと出会う心の用意です。……管理者「ナスターシャ」の承認により、世界録アンコールを起動』

　ふっと消える人工妖精ナスターシヤの姿。

　世界録アンコールの住人である彼女が、その住処すみかである世界録アンコールへと帰還した。レンがそう察した傍かたわらで、既に太古の失われた技術オーパーツは起動を開始していた。

「世界録アンコールが!?」

　EleLineエルライン。

　書物の表面が地に触れた直後、そう刻まれた文字が鮮やかな色彩に彩いろどられていく。この無人の広場において一つの心象イメージが具現化した。

　原初の海と同じ。

　レンの前に一人の剣士が現れた。

『────』

　それは自分に生き写しの相そう貌ぼうをした青年だった。

　後にただ一人の英えい勇ゆうと称された最強の騎士。旅装束を身にまとい世界中の秘境を旅した無類の冒険者としても高名だろう。

　だがレンは知っている。

　病魔に冒おかされながらも英えい勇ゆうが世界を旅し続けた理由、それは、精霊と対話できる者──すなわち古代詠唱士エイシエンターを探し続けたからだということを。

　……だけど。

　……なんて皮肉だよ。

　神性都市の時代にいた古代詠唱士エイシエンターが、エルラインの時代にはいなかった。

　目の前の彼だけがそれを知らないのだ。

「あ、あのさ」

　彼との会話は一度中断されている。

　人工妖精ナスターシヤの言葉を借りるならば、これはエルライン本人ではなく彼の思念の召喚であるというが、そうなると彼がどこまで自分を覚えてくれているのかわからない。

「俺のこと覚えてる……かな」

『ああ、もう話していいのか？』

　エルラインが顔を上げる。

　まるでレンが再び世界録アンコールを起動するのを知っていたかのように。

「……全部覚えてくれてるのか」

　自分と話をしていたことを認識してくれている。

　世界録アンコールの機能が止まっていた期間も、彼の方からすれば、自レ分ンとの会話が途切れたくらいの感覚なのかもしれない。

「覚えていてくれて良かったよ。俺、まだアンタに聞きたいことがあるんだ。話の最後、アンタは終しゆう焉えん戦争以外にも気になってることがあるって言ってた。それって」

『第三の精霊の存在だ』

　わずかな緊張を灯ともした瞳ひとみの英勇。

　そんな彼が口にした存在にレンは思いあたるものがあった。

『精霊でも「光り輝く者」でもない。まったく別の奇妙な精霊がこの世界にいる。いや、造られた可能性がある』

「それは……」

『虚構精霊エイドス。俺の前に現れた三賢者やつらはそう呼んでた。なんでも「光り輝く者」に対抗するために造られた失われた技術オーパーツの一つらしいが、俺も詳しいことはわかってない。そんなもの要いらないって断ったからな」

　そう、それはレンが覇は都とで遭遇した碑文の三賢者の話とも一致する。

　英勇エルライン。

　剣聖シオン。

　そして騎き士し王おうゼルブライト。

　運命に選ばれし強つわ者ものである三者に虚構精霊エイドスを授けようとした結果、だが彼らは首を縦に振ることはなかったという。

「エルラインはどうして虚構精霊エイドスを断ったのさ」

『ん？　いや別に。あの時はもう俺の周りに騒がしい女連中が三人いたからな。これ以上連れを増やすのはご免だし』

　おどけた表情を覗のぞかせる英えい勇ゆう。

　しかしその視線は鋭するどく研とぎ澄まされ、じっと虚こ空くうを見つめたままだった。

『っていう冗談はさておき……なんだか嫌な感じがした。今まで出会ったどんな精霊からも感じなかった冷たい気配が、あの虚構精霊エイドスとかいう発光体から流れてくる。そんな気がしたからだ』

「っ！　それ俺も同じだよ！」

　虚構精霊エイドスの完成体。アレを見た瞬間に火の始原精霊サラマンダーと土の始原精霊ノームが怯おびえて、一目散に自分の後ろに隠れたのを覚えている。

　……エルラインも同じだった。

　……やっぱり俺のあの時の感覚は正しかったんだ。

　碑文の三賢者からの誘惑を断ちきった。

　そんな自分の決断に、心の底から安あん堵どを覚える。

『ま。今のは俺がちっとばかり気になってただけだ。あまり深く考えなくていい』

　張りつめた空気をほぐす意図なのか。

　エルラインが大げさな仕草で肩をすくめてみせた。

『そしてこれが最後だ。世界録アンコールを手放すな』

「え？　待ってくれエルライン、いまこの本を世界録アンコールって呼んだのか？」

『ああ、この本の名前だからな』

「…………」

　彼が発した言葉に感じた違和感。

　眉まゆをひそめ、レンは彼の手にしている虹にじ色いろの書物を見つめた。

　レンの知るかぎり「世界録アンコール」という名前は俗称だ。

　そもそもエルラインが後世に伝言を残していたという真偽さえ、彼と旅をしていた三さん大だい姫ひも確信はなかったはずなのに。

「俺、アンタの残した手記がたまたま世界録アンコールって呼ばれるようになったと思ってた」

『……面白い偶然だな』

　自身の手で摑つかんでいる世界録アンコールを見下ろすエルライン。

　彼が持っているのは、彼と同じく三百年前の世界録アンコールの心象イメージが再現されたもの。それが、レンが持っているものと変わらぬ輝きを放っている。

『俺の知る限り、こいつは神性都市シィエラミリスの時代から「世界録アンコール」と呼ばれていた。最後の失われた技術オーパーツとして造られた時からな』

「……最後の？」

　世界録アンコールが神性都市で造られたことも十分に重大な事実だろうが、レンの意識により強く残ったのは、むしろエルラインの言葉の後半だ。

　最後の失われた技術オーパーツ。

　それこそまさに碑文の三賢者による虚構精霊エイドスだと思いこんでいた。




〝お主に授けよう。我らが悲願を成じよう就じゆする完成体〟

〝すべての失われた技術オーパーツの頂点。我らが智ち慧えの結晶たる虚構精霊エイドスを〟




　……いや違う、エルラインが正しいんだ。

　……勘違いしてたのは俺の方だ。

「そうか。碑文の三賢者は虚構精霊エイドスを失われた技術オーパーツの頂点って言ったけど、それが『最後』とは言ってなかった」

　現代に様々な失われた技術オーパーツが知られているように。

　世界録アンコールの名も、遙はるか太古から現代に自然と伝わっていき、それがいつしかエルラインの手記と同一視されていったということか。

『そしてこの世界録アンコールだが、神性都市が滅び行くなか、都市の一部の研究者たちが最後まで残って研究を続けたものらしい。どうしてこんな物を研究してたのかはわからないが、もしかしたら「光り輝く者」の正体と目的を解き明かす鍵になるかもしれない』

「『光り輝く者』……」

　押し殺した声こわ音ねで、レンは英えい勇ゆうの言葉をくり返した。

　碑文の三賢者たちの記録。神性都市シィエラミリスは古代召喚術の研究によって未み曾ぞ有うの繁栄を遂げ、そして「光り輝く者」の襲撃によって衰退したという。

　……だけど俺はまだ知らない。

　……神性都市が最終的に何を意図して古代召喚術を研究していたのか。

　そして、どのような経緯で衰退から滅亡へと至ったのか。

『俺が伝えたかったのは、これで終いだ』

　エルラインが。

　否いな、エルラインの姿をした心象イメージがほっとしたように息を吐いた。

『俺の話したことをどうするかはお前の自由だ。まあ、あまり心配してないけどな。有効活用してくれるって信じてる。なにせあの頑固な竜帝カルラと、疑い深い女神レスフレーゼと、面倒くさい魔王ヴエルサレムに認められて法印を受け取ったんだから』

「──確かめるよ」

　彼の言葉に頷うなずき、レンは世界録アンコールを握る手に力をこめた。

「この本は誰にも渡さない。そして神性都市シィエラミリスを見つけるよ。俺のまだ知らない秘密が隠されてる気がするから」

　世界録アンコールのことも虚構精霊エイドスのことも。

　そしてイシス、ミスティ、フィオラという沈黙機関たちの正体も目的も。

「アンタの旅の続きを、さ……」

　終しゆう焉えんの島を目指すと決めた時のキリシェの言葉を、今でも覚えている。

　自分の足で辿たどりつき自分の目で確かめる。そこで自分の感じたものが、そのまま世界の真実なのだと。

「……それと、ありがとう」

『ん？』

「終焉戦争で心の底まで疲れてたはずなのに、この時代の俺たちのために……」

『別に、俺が勝手にしたことだよ』

　さらりとかわすエルライン。

『そういうことで俺は──』

「な、なあ！」

　背を向けようとする彼。

　すべての役目を終えた彼に、たった一言、どうしても伝えたくてレンは近づいた。

「アンタは知らないだろうけどさ、俺の時代にはこんな言葉ができたんだ。『英えい勇ゆう』っていう特別で特別で特別で……本当に最高の称号がさ！」

　その称号を与えられた者は世界で一人しかいない。

　今までもこれからも永遠に。

　それはたった一人のための称号なのだと、心の底からそう思う。

「英雄よりも勇者よりも偉大な人間だって。アンタは……俺の時代にそう呼ばれてるんだ。みんなの憧あこがれで、誇りで……さ……」

『英勇か』

　何かを考えるような素そ振ぶりの後に。

　彼が口にしたことは──

『それはお前にやるよ』

「え？」

『俺はその代理だ。さしずめ偽英勇ってところか。それでいいのさ』

「……そんなっ！　だってそれは」

　それは自分の称号だ。

　周りからバカにされた皮肉まじりの蔑べつ称しようだ。

「アンタは──────」




『じゃあな、頑張れよ』




　握った拳こぶしを前に突きだして。

　それが、ただ一人の「英えい勇ゆう」が残した最後の伝言メツセージだった。













Record.5　夢の中で待つ少女
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　消えていく英えい勇ゆうの姿。

　手元の世界録アンコールから放たれていた光も徐々に薄らぎ、ほのかな虹にじ色いろの輝きの書物へと戻っていく。それを、レンはなかば無意識に見送っていた。

　彼の姿が見えなくなっても。

　まだ彼の思念がこの場に残っている気がして、目を逸そらすことができずにいた。

　夜を越えて。

　やがて地平線から陽ひが昇るまで、レンはたった一人で英勇の面影を見送り続けた。

『レン様？』

　世界録アンコールの葉ページがめくれて人工妖精ナスターシヤが顔をのぞかせる。

『あの、どうでした？』

「……うん。大丈夫、十分すぎるくらい話せたよ」

　ふしぎそうな眼まな差ざしの妖精に、レンは微笑で応じた。地に落ちたままの世界録アンコールを拾い上げて、再び懐中に。

「俺、幸せ者なのかもしれないな」

『というと？』

「俺一人だけだからさ。この時代でエルラインに出会うことができた人間は」

　と同時に、彼がもはやこの世界にいないことをあらためて強く実感した。たった一人で竜と天使と悪魔の争いを鎮しずめ、終しゆう焉えん戦争をも戦いぬいた無敵の剣士は……もういない。

　だが、だからこそ──

　彼の「代わり」ではなく、彼の「続き」を担う者が必要なのだ。

　英勇の旅の続きを征いく者が。

「……時間かな」

　旅人の町シャーラを赤く染める朝陽を前に、レンはそう口にした。

　もう朝だ。

　これ以上遅くなれば町の人間も起床するだろう。復興作業の再開で、この広場も多くの住民たちが行き来することになる。

「時間どおり。そろそろかと思っておったぞ」

　朝焼けのなか現れる翼なき天使。

　その両りよう脇わきに七曜の天使たる月のミュナと土のルイを従えて、女神レスフレーゼが落ちついた歩調で広場を進んできた。

「どれ」

　大聖塔オベリスクに触れて目をつむる女神。

　表面の石材の奥──柱の内側に流れる力を感じとっているのだろう。三本の塔を順番に回って入念に調整を確かめていく。

「良い感じじゃな。天界で機能していた時の状態にまで復元されておる。やるではないかナスターシャ」

『お褒めに預かり嬉うれしいのです！』

「しかし急いだ方が良かろう。たとえ今は無事だとしても、世界の波長がこうも不安定では、いつ審門が機能停止に陥おちいるかもわからぬ」

　光彩異色オツドアイの少女が向ける横顔。

「ところでレン、竜の渓谷に行くにあたってだが」

　傍そばに控える大天使二体へと女神が目配せ。

「世界が激変したことはお主も道中で見てきたとおり。その中でも竜の渓谷がどうなっているかは妾わらわもわからん。特に大陸から切り離された後、あの地がどう変化したか……場合によっては相当の危険も覚悟した方がいいじゃろう」

「ああ」

「そこでじゃ。連れていくか？」

　月のミュナを見上げる女神。

「竜の渓谷の入口までなら天使であっても同行できる。そこで安全だと判断すればミュナだけ旅人の町こちらに戻ってくれば良いからの。足手まといにはなるまい」

「ありがとう。でも平気だよ……いや、平気っていうのもちょっと違うんだけど」

　後ろ頭を搔かき、穏やかに首を横にふってみせた。

　この気持ちを何て言えばいいのだろう。心中を表すための理想の言葉が見つからない。

「俺一人で行きたいんだ。あの場所だけは」

「ふむ？」

「三百年前にエルラインが一人で向かった場所だろ？　だから今度は、俺も一人で行きたいんだ」

「……っ」

　はっ、とわずかに目をみひらく女神。

　驚きの表情は一瞬。

　陽ひに溶ける雪のようにさらりと消えて、可か憐れんな少女の微笑へと早変わりする。

「好いいことを言う。ならば征いけ。妾はそれを見届けよう」

　空へと光を放つ三本の大聖塔オベリスク。

　この塔が一つの扉であり、海を隔へだてた先にある竜の秘境へと続いている。

「せめて幸運を祈ろう」

「迎えにいくよ。仲間キリシエを」

　天界の審門。

　海を越えた先の陸地へと続く扉へ、レンは足を踏みだした。












　灰色の連れん峰ぽう。

　黒土でも赤茶けた焦土でもなく、その大地はひび割れた灰色の岩盤に覆おおわれていた。まばらに生えた木々と、そびえたつ山々に全方位を取り囲まれた地──

　それが秘境リ・インファリエル。

　通称『竜の渓谷』と呼ばれし、すべての竜種が集う竜の聖域だ。

　入口にあたる道は断だん崖がい絶壁に左右を挟まれており、竜の渓谷に至るにはその道を通って真っ正面から入るほかないと言われている。

　では天界の審門ならば？

　はるか海を隔へだてた旅人の町シャーラから転移した場合には、いったいどこに到着するのだろう？

　そんなレンの一抹の疑問は、わずか数秒とたたずに解消された。

「うわっ!?」

　転移先は、絶壁に囲まれた大地だった。

　岩肌に埋めこまれていた審門に転移し、そのまま数メートル下に落下。着地に意識を割さいていなければ足を痛めていたかもしれない。

「ここ、最初に来たときに通った場所か……」

　フィアとエリーゼとを待たせ、自分とキリシェで先を進んだ場所の手前だ。

　……たしかこの先に開けた場所があって。

　……そこにたくさんの竜が待ち構えてたんだよな。

　キリシェの帰りを待っていた数々の竜。

　レンが竜りゆう帝ていカルラと戦った場所もその広場だったことを覚えている。




〝人間を探すのならば人間の町を捜索するでしょう。そして竜が探し求める人間となればまず間違いない。あなたを探していたのだと思います〟




　月のミュナはそう言っていた。

　胸が小さく高鳴る。鎮しずめられない。

　この先にキリシェがいると決まったわけではないのに、ここに来れば彼女に会えると、そう願わずにはいられない。

　断崖の小こ径みちを前へ。

　世界荒こう廃はいの影響か、左右の断崖もまた所々がひび割れ、大きな落石によって道がなかば塞ふさがれている。

「竜にとっちゃ関係ないのか。人お間れは一苦労だけど……」

　竜ならば一飛びで越えていくであろう落石をよじのぼり、さらに先へ。

　切りたった両端の崖がけが、まるで扉が開くように左右にわかれ、徐々に道幅が広がって先の景け色しきが開けていく。

　その先には、来訪者を待ちかまえる巨大な扉があった。

　竜の審門。

　何百年という風雨にさらされながら、なおも美しい瑠る璃り色に輝く両開きの扉。それも、レンが頭上を見上げてもまだ天てつ辺ぺんが見えないほど大きい。

「そっか。これは無事だったんだ」

　キリシェが生まれる前から存在するという失われた技術オーパーツ。ただし竜の審門は、天界や冥めい界かいの審門と違って転移機能がない。

　この地を訪れた者を招き入れるだけの扉だという。

　かつて通過した扉を再びこえて。

『────』

「子竜？」

　開けた岩場。

　かつて様々な竜たちが自分たちを迎えた場所にいたのは、たった一体の子供の竜だった。水竜と呼ばれる仲間だろう。身体からだは水中を移動するための流線型で、翼は退化して小さくなり、かわりに四肢の先が大きな水ヒレへと変化している。

　大きさはレンより一回り大きい程度。ちょっと大柄な成人男性ほどだろうか。竜の中では小型な部類であるとされる水竜だが、それでもかなり小さい。まだ生まれて間もない子供なのだろう。

『────』

　言葉も発さずにじっとこちらを見つめてくる水竜。

　人間を見るのが初めてなのかもしれない。警戒されていないのは幸いだが、かといって歓迎するような素そ振ぶりもない。この渓谷に踏み入った自レ分ンが何者なのか見極めようとしている。そんな雰囲気だ。

「ああ。えと……怪しい者じゃないんだけど」

『────』

「ええと、そうだ。カルラはいる？　俺はレンって言って、知り合いなんだけど」

　咄とつ嗟さに告げたのは渓谷の長である竜りゆう帝ていの名前だった。

　世界異変が起きた時に渓谷にいたであろう竜帝なら、こんな時こそ仲間を守るため渓谷に留まっているはず。

　子竜からの返事はない。

　が、ややあって、何かを察した様子でくるりと背を向けて遠ざかっていく。

「あ。あれ？　お、おーいってば！」

　ぽつんと一人残された空き地。

　何度か呼びかけてもふり返る気配がなく、硬い岩盤に自分の声がこだまするだけだ。

「行っちゃった……」

　残ったのは水竜の残した水溜まりのみ。

　仕方ない。竜たちに怒られるかもしれないが無許可でも先に進もう──そう思ってレンが足を踏みだそうとした矢先。岩場の奥に巨大な影が映った。

　薄水色の体表をした水竜。

　子竜を二回りも三回りも上回る大きさの個体だ。さらにその後ろにはレンが見つけた子竜の姿もある。

　……親の竜？

　……さっきの子竜が呼んできたのか。

　桜色の眼を向ける竜の親子。だがそれだけではない。レンの立つ岩場がわずかに揺れて、渓谷の奥から雄々しき気配が近づいてくる。

　さらに頭上でも強い風が吹き始めて。

「竜の群れが!?」

　レンも過去に何度か出遭った疾竜ワイバーンはもちろん。

　大地を這はう強大な地竜に、清らかな湖にのみ生息するという水竜。

　極めつきは、渓谷の断だん崖がいさえ上回る高さまで聳そびえたつ地母竜だ。

　蛇に似た流線型の体型シルエツトが特徴とされているが、その生態はいまだ未知。灼しやく熱ねつの大砂漠にのみ生息し、発見事例そのものが数える程しかない幻の竜種と言われている。

　これはどういうことだろう？

　キリシェが渓谷に戻った時の出迎えに匹敵する数だ。

　人間一人を出迎えるにしてはあまりに仰々しい。あるいは逆に人間を追い払おうという場合であってもここまで頭数を揃そろえる必要があるだろうか。

『人間』

　群れを代表して声を発したのは地母竜。地の底から響きわたるような重量感と、大地に根を下ろす大樹のごとき落ちつきをともなった声で。

『そなたを知っている』

「俺を？」

『……人間を招くなど何百年ぶりのことか』

　ついてこいという意味なのだろう。

　地を揺るがせて竜の群れが引き返していく。最初に疾竜ワイバーンが飛び上がり、続いて地母竜、その後ろに地竜、最後に水竜の親子が渓谷の奥へ。

　無数の足跡の残る大地の、先へ。

　竜たちの群れに導かれるまま渓谷を進んでいく。二ふた股またにわかれた緩やかな勾こう配ばいを右へ。やがて視界に映ったのは色鮮やかな「緑」だった。

　渓谷の森林。

　先ほどまでの無機質な岩場から一転、瑞みず々みずしい木々と花と土の匂いを感じる。

　緑の絨じゆう毯たんへと続く緑の小こ径みち──

　その手前で竜たちが足を止めて待っていた。人レ間ンの訪れを。

『……飛び疲れていらっしゃるのです』

　そう口にしたのは最初に現れた水竜の親。

『人間、そなたを探してずっと世界中を飛びまわっておられた。今はその疲れを癒いやしていらっしゃるところだった』

　水竜の親がそう口にする先で、子竜がレンのすぐ脇わきまで近づいてきた。小さく目配せし、竜の群れを代表して緑の小径を歩いていく。

『休まれる時さえも、そなたを待っていた。いつ出会えるのか……そなたを迎えるために、休まれる時でさえ人のお姿でいらっしゃった』

　深緑の彩いろどりに包まれた道を行く。

　やがて緑の草原の前で子竜が足を止めた。その鼻先でレンの背中を押し上げて。ここからは一人で、と。そう促してくる。

「──ああ」

　竜の群れの視線を背中に受けながらレンは進んだ。

　それが何を意味するのか。

　緑あふれる草原の中で横になっている小柄な人影を見つけた時から。……いや、その前からうっすらと予感はあった。

　だから歩いた。

　草原で、身体からだをくの字に曲げて微睡まどろむ彼女のもとまで。

「…………」

　よほど疲れてきっているのだろう。

　レンが近づいても身動き一つしないで眠り続けている。安らかな寝顔のはずなのに……どこか寂しげに見えるのは決して気のせいではないのだろうと思う。

「……一人で寝るのは寂しいってずっと言い続けてたもんな」

　上半身をわずかに抱き起こし、彼女の頭を膝ひざにのせてやる。

　その小ぶりな手をそっと握る。

　ほんの少しだけ握りかえしてくる反応を待ってから、レンは声をかけた。




　──キリシェ




　ほんのりと上気した頰ほおに、青めいた銀髪を風になびかせる少女の名前。

　渓谷ですべての竜を束ねる姫。仲間の竜とレンとが見守るなか、深い眠りについていた少女の瞼まぶたが微かすかに動いた。

　身体からだを少し寒そうに身震いさせて、陽ひが眩まぶしそうにゆっくりと目を開けて……

「…………」

　緑玉色エメラルドグリーンの瞳ひとみが、花咲くようにぱっと大きく見ひらいた。

　何が起きたのかわからない。

　そんな眼まな差ざしで見つめてきた彼女が、ふっと肺の奥から呼気をもらした。

「……遅い」

　その言葉には────

　いったいどれほど強い言霊ことだまが込められていただろう。

「……探したんだから」

　ふらりと彼女が立ち上がる。

　まだ疲れが抜けきらないのか、彼女らしからぬ弱々しさで。

「あの日からずっと。大陸中を飛びまわってた。フィアもエリーゼも、そしてお前も見つからなくて……わたし一人で……どれだけ不安だったか……」












　両手を伸ばす少女。

　抱擁を求めるように身体からだを前のめりに、倒れていく。

　そして。

「レン！」

　抱きついてきたキリシェを、レンは無言で抱きかかえた。

　驚くほどに軽いその身体を。

「……どうだ。わたしは、今度は間違えなかったぞ」

「……そうだな」




〝エルライン、生きてたんだな！〟




　初めて出会った時に、少年を英えい勇ゆうと見間違えて抱きついた竜りゆう姫ひめは──

　今度は間違えなかった。

　少年を英勇ではないと知った上で名を呼んで、その身に抱きついたのだ。

「……悪かったよ」

「何がだ？」

「遅くなったから、さ」

「……特別に一度だけだ。許すのはこれ一度だけだからな」

　偽英勇の胸元に顔を押しつける竜の少女。

　目をつむり、その体温を確かめるように離れようとしない。

　竜の渓谷で──

　竜の群れに見守られ──

　偽英勇の少年は、竜の少女と再び巡り会った。
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　竜の渓谷・深部。

　荒々しい断だん崖がいに囲まれた広場へ。キリシェに案内されたのは岩場の奥、かつてレンが竜りゆう帝ていカルラと戦った場所だった。

「……うぅ。まだ眠気が残ってる」

　あくびを嚙かみつぶして地べたに座りこむキリシェ。

　そんな彼女の隣にある石にレンも腰かけて。

「大丈夫？　まだ寝たりないんだろ。俺だって三週間も意識失ってたから、それだけ眠り続けてたようなもんだし」

「そう、その三週間だ！　まるで音おと沙さ汰たないからどうしたのかと思っていたが……つまりお前の故郷に帰っていたと？」

「帰ったんじゃなくて、倒れてたのを引き取られたんだよ。俺のこと見つけてくれた旅団パーテイの話だと、海辺に打ち寄せられてたらしいし」

「なるほど。どおりでお前の消息が摑つかめなかったわけだ」

　やれやれと頷うなずく竜の少女。

「しかし無事だったのは運が良い」

　終しゆう焉えんの島で別れた後、力の暴風に吹き飛ばされたレンが重体の身で海辺に倒れていたこと。三週間も意識を失っていたこと。

　その全すべてを話した上でキリシェが出した結論が、今の一言だ。

「運、良いかな？」

「良いとも。もう相当に良いぞ。ちなみに、わたしが飛ばされたのは氷海のど真ん中だ。魚も凍りつくと言われてる最北の海の水深二千メートルに転移させられた。光も無いし息もできなかった」

「……なるほど」

「しかしふり返ってみれば、あのおかげで逆に冷静になれたかもしれない。これは焦っても仕方のないことだと痛感させられた」

　溜ため息いきまじりに答えるキリシェ。

「そこからがまた大変だった。まずびしょ濡ぬれで海からあがったら、見たこともない四本腕の巨人が襲ってきて訳もわからず殴られそうになった。まあちょうどイライラしてたし、思いきり蹴け飛とばして氷海に突き落としてやったが」

「もしや轟巨人ヘカトンケイルじゃ？」

「わからない。まあ四本腕の巨人でいいだろう」

　女神レスフレーゼとの道中で出で会くわした古いにしえの戦闘狂バーサーカーで間違いないだろう。それをあっさり撃退してしまうのは流石さすがとしか言いようがない。

「だが正直、わたしには余裕でも他の同胞りゆうではやや分が悪いかもしれない相手ではあった。状況がわからないのでカルラに話を聞こうと渓谷に辿たどりついたら、あるはずの故郷がすっぽりと消滅していてな」

「あの地殻変動だろ。渓谷がイシュ大陸から切り離されたって話は聞いてるよ」

「海のど真ん中にある渓谷を見つけるのに丸一日かかった。同胞の臭においを辿れたから助かったが……」

　あぐら座りのキリシェがわずかに姿勢を前のめりに。

　自レ分ンに鼻先を近づけるような格好だ。

「どこを飛んでもお前が見つからなかった。世界の広さを考えれば見つかる方が奇き蹟せきとはわかっていたが……女神と合流していたというのは意外だった」

　フィアとは違う天使の臭いがする。

　それもかなり強い臭い──キリシェにそう指摘されたことで、学生街からの旅については説明済みである。

　一方で。

「エリーゼとフィア先輩の行方ゆくえは、さすがにキリシェも知らないか」

「他の大陸まで同胞を派遣させている。二人の姿を見かけなくても、何か気になることがあれば逐ちく一いちわたしに報告させるよう言ってある。今は待つしかない」

　渓谷に吹きこむ風にゆれる髪。

　目にかかった銀髪を手でよけるキリシェが、視線を頭上へ。海で隔へだてられた竜の渓谷といえど、世界異変の影響は大陸と変わらない。

　天は燃えるように赤く。

　渓谷に吹きこむ風は、真昼にもかかわらずぞっとするほどに冷たい。

「ところでだ」

　こまめに辺りを見回す仕草のレンにキリシェが首をかしげてみせた。

「さっきから落ちつかないなレン。どうした？」

「どうしたと言われても、俺らの周りがさ……」

「周り？」

　頭に疑問符をうかべるキリシェが、もう一度周りを見回す仕草。

　わけがわからないといった表情で。

「竜しかいないぞ」

「竜しかいないのが問題なんだよ！……もう」

　そんな悲鳴を上げたレンのすぐ後ろには、レンやキリシェを取り囲む数十体という竜の群れ。そう、さっきキリシェのところまで案内してくれた竜たちだ。

　それもわずか数メートルという至近距離。

　水竜や地竜の鼻息が背中にかかってくるほど近いのだ。水竜の子供にいたっては妙に懐なついてくれたらしく、さっきからレンの背中に鼻先を擦こすりつけてくる。

　……世界の荒れようは竜種も悩みのタネだから。

　……それで俺たちの話に興味があるってのはキリシェから聞いてるけど。

　レンにしてみれば緊張しないわけがない。

「キリシェが人間の町は落ちつかないって言ってた気分、わかったよ……」

「ふふ、ようやくか」

　むしろ楽しげな表情のキリシェ。

「レンもそういうところは人間だな。竜だって理由がなければ暴あばれることなど無いのに。そう緊張して固くなるから竜も不審に思うのだぞ？」

『そういうものですわキリシェ姉様』

　渓谷に吹きこむ風が、消し飛んだ。

　突風。より強い旋風がレンたちのはるか上空から打ち寄せて、広場の砂さ塵じんを噴き上げる。続けて聞こえてきたのは雄々しき翼の羽ばたきだった。

『「ただ何となく」竜を恐れる者のなんと多いことでしょう。もっとも、それが古くから人間の変わらぬ反応ではありますが』

　広場に集っていた竜たちが一斉に首を上げる。

　その視線が集中する先に、上空を優雅に飛ひ翔しようする一ひと際きわ巨大な竜の姿があった。極光オーロラのごとく無数の色が混じりあう極彩色の輝きを湛たたえた竜だ。

『終しゆう焉えんの島以来ですね。まるであなたの消息を聞かないからどうなったのかと』

「……や。こっちも大変だったんだよ。とにかく久しぶり、カルラ」

『一度、同み胞なには場を離れてもらいましょう』

　地に降りたった巨竜が、広場に集う竜たちに視線で合図。

　その意味を察した竜たちが背を向けて次々と空へと羽ばたき、あるいは地を這はって渓谷の奥へと引き返していく。

『これで落ちついて話もできるでしょう。互いに聞くことが沢山あるでしょうから』

　群れの最後尾にいる水竜の親子が立ち去るのを穏やかに見守って。

　竜の長は、再びレンへとふり返った。
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　広場の竜たちが去った断だん崖がいの広場。

　立ち去る足音のこだまも小さくなって、静寂がゆっくりと広がっていく。

『まずは無事で何よりです』

　竜りゆう帝ていカルラ。

　この聖域で竜たちをとりまとめる霊王竜の一声が、場に満ちる静寂を乱した。

『ですが、そうでなくては困ります。キリシェ姉様を渓谷の外に連れていくと豪語したのは、レン、あなたなのですから』

「悪かったよ……」

　窘たしなめの言葉に、レンは素直に頭を下げた。

　もともとキリシェは渓谷を束ねる竜りゆう姫ひめである。渓谷で仲間を守る立場にあるキリシェを連れ出したのは自分なのに、そんな自分がキリシェと別れて消息不明になってしまっては会わせる顔がない。

「心配かけたのは反省してる」

『ならば結構です。とはいえ姉様の話を聞くかぎり、どうにも不可解な事象が終しゆう焉えんの島で起きたようですね。あの日を境に世界も大きく移ろいました』

　あくまで威厳ある声で。

『とはいえ私としても思わぬ収穫がありました。僥ぎよう倖こうというものです』

「収穫って？」

『この島で不安そうにするキリシェ姉様の可愛かわいいお姿です。強気な姉様が弱々しくうずくまる姿に、私としても思わず母性本能をくすぐられてぁ痛っ!?』

「……義姉わたしの何を言いふらそうとしている」

　顔を赤らめたキリシェが、カルラの尾を力いっぱい蹴けり飛ばしていた。

　下の岩盤に亀き裂れつが入るほど強く、容赦なく。

「レンが信じたらどうする」

『信じるも何もすべて真実です』

「次は本気で蹴るぞ？」

『もう、冗談が通じないんですから』

　残念そうにカルラが嘆息。

　と──そんな会話もほどほどに威厳ある口調を取りもどして。

『真面目まじめな話になりますが、レン、渓谷までどうやってきたのですか。人間の船では海を渡るのは難しいでしょう』

「天界の審門だよ。女神様に頼んで」

『レスフレーゼに？　なるほど、そういえば渓谷の入口にも一つ設置してありましたね。もう何百年と起動していない骨こつ董とう品ひんでしたが』

　目を細める竜りゆう帝てい。

『あなた一人というわけですか。大天使フイアと先代魔王エリーゼの気配は感じませんが』

「俺も、誰がどこにいるのかまだ全然手がかりがないんだよ」

　キリシェとの再会だけでも不幸中の幸いだ。

　フィアの居場所については女神レスフレーゼも把握できておらず、エリーゼにいたっては同族の悪魔とさえ出会えていない。

「飛ばされた先が二人とも別大陸なのかもしれない」

『ええ。キリシェ姉様もそのようでしたから』

　沈黙するカルラ。

　相づちの言葉を探しているのだろうか。返事を待つレンに対して竜帝が告げた言葉は、まるで意識の外にあるものだった。

『ではレン、あなたの身体からだに付着している探知術式マーキングは、あなたがこの渓谷に訪れた理由と無関係なのですね』

「……え？」

『やはり気づいていない。何者かがあなたに付けたはずですが』

　探知術式マーキング？

　結界系の法術の応用例だ。常に特定の波長を発する結界系の法術を対象物に付着させて、現在地を特定する。

　そして、この法術の代表的な術者は人間ではない。

　悪魔と魔獣。

　復讐を誓う相手に付着させる「呪のろい」。地の果てまでも標的を追いかけるための法術であることが知られている。

『よほど好戦的な相手に気に入られたようですね。心当たりは？』

「待ってくれ。俺……全然そんな心当たりなんてないってば！」

　あわてて自分の身体、そして衣服に手で触れる。

　違和感などない。

　目で何かが見えるわけでもなく、異臭のようなものも一切ない。

『そんな目を凝こらしても見えるわけがありません。法術ですから』

「……待てカルラ、それは本当か？」

　疑うような表情で手を上げたのはキリシェだ。

「わたしの嗅きゆう覚かくではわからないぞ。本当にレンに探知術式マーキングが仕掛けられているのか？」

『凄すさまじく高度な探知術式マーキングです』

「だが」

『姉様の嗅きゆう覚かくが鈍なまったのではありません。この類てのものは霊王竜わたしの得意分野ですから』

　霊王竜──ありとあらゆる竜の血が混じった雑種から奇跡的に生まれる個体。

　その特性の一つだろう。多くの竜が霊的波動体への交感値が著しく乏しいとされるなか、カルラだけはレンの精霊を看破したこともある。

　つまり今も、探知術式マーキングについては信しん憑ぴよう性せいがあるということだ。

『ですが術者が不ふ明めい瞭りようですね。人間の法術ではないですし、悪魔のものよりも荒々しい。しいてあげれば一番近いのが魔獣なのですが』

「獣？」

　レンの発した言葉に、キリシェとカルラの視線が集中した。

　……ある。あるじゃないか。

　……一つだけとてつもない心当たりが。

　高度な法術を操る獣。

　好戦的で、自分を追いかけてくるような戦闘狂バーサーカー。だが、アレはもう倒したはずなのだ。旅人の町シャーラで、最後は全身が液状化して地面に沈んでいって──

〝妾わらわもこのような現象は見た覚えがない〟

　女神レスフレーゼの言葉が、脳裏で弾はじけた。あの時の疑問とカルラの『探知術式マーキング』とが結びつき、一つの仮説を織り上げていく。

　まさか。

「二人とも待っててくれ。俺、あの町に戻る！」

　竜の姉妹に向けて叫び、レンは身をひるがえして走りだした。今すぐ町へ戻らなければ。女神レスフレーゼに尋ねなければならないことがある。

「レン、どうした？」

「……やり残したことがあったんだ。アイツとの戦いは終わってなかった！」

　もう終わってほしいと。

　そんな心の願いが油断を呼んだのだ。しかしまだ終わっていない。あの怪物はまさしく今も生きていて反撃の時を虎こ視し眈たん々たんと窺うかがっている。そうとしか考えられない。

　だとすれば。




　──黒点。




　ソレは唐突に、渓谷の山さん嶺れいよりも遙はるか上空から現れた。

　真まっ赤かな天上の染しみ程度だった小さな黒点が、凄すさまじい風のうねりを従え、竜の聖域を覆おおいつくす巨大な超ちよう弩ど級きゆう生物の影となっていく。

　つい数時間前に死闘をくり広げていた相手。

　それは──

「なんだ？」

『巨お大おきい！　しかもこの強大な法力。いったいアレは何だというのですか』

　キリシェが眉まゆをひそめ、カルラが威い嚇かくの姿勢をとる。

　渓谷を代表する二体の竜もまた瞬時に察したのだろう。上空に浮かぶ怪物が、どれほど危険な存在であることか。

「レン、あれに心当たりがあるのか？」

「…………」

　キリシェの言葉が聞こえていなかったわけではない。

　答える余裕がなかった。頭上を浮遊する圧倒的な怪物の、その変容した姿に息も忘れて目を奪われていたからだ。

「……姿が変わってる？」

　骨格だけだった翼には皮ひ膜まくが生まれ、風を受けるために巨大化。

　地上を這はうのに適していた蛇状の下半身は逆に縮小し、まるで古代に彫られた胸像のように上半身だけが著しく発達した体型へ。

　さらに肩から先には「頭部」にあたる器官が新たに創られている。

　進化。

　大いなる太古の世界を闊かつ歩ぽしていた暴君が、現代世界の環境により適応するべく急速に姿を変化させていた。

　……旅人の町で身体からだがドロドロに溶けたのは力つきたからじゃなかった。

　……進化このための撤退だったのか。

　大地を闊歩するのではなく。

　天空を蹂じゆう躙りんするよう身体を造り替えたのだ。

『まさか神かみ代よの獣？　私も見るのは初めてですが……』

　竜をも上回る古いにしえの怪物を見上げて、カルラ。

『探知術式マーキングのことから薄々予想はできていましたが、また大層なものから狙ねらわれたのですね。いったいどんな悪事を働けば神代の獣の怒りを買うのやら』

「まさか」

　旅人の町シャーラを襲ったから追い返した。それが海を渡ってまで復ふく讐しゆうに現れたのだとすれば、レンからすれば逆さか恨うらみも甚はなはだしい。

「こっちは迷惑この上ない」

『それは私の心境です。あんなものが地に降りたったら──……っ、いけない！』

　カルラの口から牙きばが覗のぞく。

　竜りゆう帝ていが見上げる天上で、神かみ代よの獣が逞たくましい右の巨腕を振りあげた。大砲さながらの筒状に変化した指先を地上に向ける。

　そして発射口に収束するのは瑠る璃り色の法ほう術じゆつ円えん環かんだった。

『Leoふゆの reiあめ』

　巨大にして歪いびつな雹ひよう弾だん。

　大気中の水分をことごとく凍いてつかせながら、何百という数の法術の塊が竜の渓谷へと降りそそぐ。

『あの者、渓谷を破壊する気か！』

　怒りの声を上げる竜帝。

　頰ほおが裂けるのではないか。そう思うほどに開かれた口こう腔こうの奥に、具現化した深しん紅くの輝きが収束した。

　竜の息吹ブレス。

　極光オーロラ色の竜から放出された力の波動が瑠璃色の法術と空中でぶつかり、混じりあい、相そう殺さいしあって消えていく。

　凄すさまじい力と力の衝突。

　その余波で大気が逆流し、渓谷を覆おおっていた雨雲が瞬時に消滅する。

『噂うわさに違たがわぬ好戦ぶり。こんな生物が太古から甦よみがえったとは忌々しいにも程がある』

　口から炎の蒸気を吐きだしながら、カルラ。

　極光オーロラ色の体表が色味を移していく。美しき虹にじ色いろの鱗うろこの輝きから深い蒼あおへ。

『神代の獣。旧世界とともに眠りについた怪物と聞きますが……ならばもう一度、凍気に包まれて眠りなさい』

　氷海色。

　極寒の海を想起させる色が、竜帝カルラを塗り替えた。

『氷結支配こごえて、ねむれ』

　大地の氷柱つららが、天を衝ついた。

　堅い岩肌の亀き裂れつから轟ごう音おんとともに氷柱が突きだし、上空に浮かぶ神代の獣めがけて撃ち上がる。

　──直撃する。

　カルラの反撃。たとえ察知しても迎撃の時間などないはず。

『Mihasいたい loarかぜ』

　神代の獣の左腕。

　法術を発動するためだけに進化した発射口に火花が灯ともった。レンと地上の竜たちがそう視認した時には、精霊言語による法術が解きはなたれていた。

　稲いな光びかりをともなう炎弾。

　真まっ赤かな炎の法術結晶が、今まさに天を衝つかんと伸びる氷柱つららを真っ二つにへし折った。

　……あの一瞬で反応して迎撃!?

　……ありえない。カルラの次の行動を先読みしてないかぎり。

　そこから推測される過去は。

「気をつけろカルラ、アイツはたぶん、過去にお前以外の霊王竜と戦ったことがあるんだ。だからお前の攻撃が先読みできた」

　極彩色の霊王竜。

　攻撃に移る時に鱗うろこの色が移り変わるという特徴を、あの怪物は知っていたのだ。

『そのようですね』

　竜りゆう帝ていカルラが忌々しげにうなり声。

『やはり相当に面倒な相手……！』

『────』

　神かみ代よの獣の新たな器官である「頭部」が、裂けた。

　人間であれば口にあたる部位が大きく開いていき、その奥からどす黒い法ほう術じゆつ円えん環かんが這はい上あがってくる。

『法術を同時に三展開する気……!?』

『Xeinesなにもない veqlemへび』

　それは、真っ黒な炎が姿を変えた大蛇だった。

　神代の獣から吐きだされた黒蛇が鎌かま首くびをもたげるや、身を不気味にくねらせて竜の渓谷へと──霊王竜カルラへと襲いかかる。

『っ、小こ賢ざかしい真ま似ねを！』

　わずかな焦燥をうかべて身構えようとする竜の長。

　……とん。

　その巨体が、足下に寄っていたキリシェの一押しで大きく傾いた。

「キリシェ！」

『姉様!?』

　レンと竜帝の叫びが重なった。

　襲いかかる黒の大蛇の狙ねらいからカルラが外れ、彼女を突き倒したキリシェが、大蛇の落下する軌道に割って入る。

　──大爆炎。

　レンとカルラが動くことも間に合わなかった。

　黒の大蛇が有無を言わさずキリシェに巻きついて動きを拘束。直後、蛇の姿だった黒炎が轟ごう音おんと突風を撒まき散ちらしながら炸さく裂れつして燃え上がった。

　灼しやく熱ねつに煽あおられた岩盤が溶けだして、突風が咽むせび泣なきながら竜の渓谷を駆けめぐる。

『キリシェ姉様ッ！』

　悲鳴そのもののカルラの咆ほう吼こう。

　あまりの熱量に近づくことさえできない黒の爆炎が、キリシェを吞のみこんで衰えるどころかさらに勢いを増していく。

　……そう見えた。

　レンもカルラも、そして天上の神かみ代よの獣が誰よりもそう確信していたことだろう。




〝我、姫なる竜なり〟




　荘そう厳ごんなる咆吼が、炎を引き裂いた。

　燃えさかる中心部が強く瞬またたくや、神こう々ごうしいまでの白銀色の光があふれだす。

　白より強く。

　銀よりも眩まぶしい輝きをともなって。

　黒の轟ごう炎えんを切り裂き、姿を見せたのは厳おごそかな神性を湛たたえた竜だった。

『神代の獣だか何だか知らないが』

　あまりにも神々しき竜。

　天使の羽のように純白の羽毛に包まれた一対の翼を有し、真珠よりも儚はかなく清せい廉れんな、蒼あおを帯おびた白銀の煌きらめきを湛えたその身体からだ。

　……この竜、あの時の！

　……渓谷の奥で俺が見かけた竜が……？

　これほど美しい姿を見間違えるはずがない。

　初めて渓谷を訪れた時、竜りゆう帝ていカルラとの戦闘直前に渓谷の奥で出会った竜だ。それが、姿を消したキリシェのかわりに現れた。

　それはつまり──

『わたしの古巣に手を出して許されると思うなよ』

　天てん銀ぎん竜りゆうキリシェ。

　かつての竜帝カルラの言葉を借りるなら、彼女は同じ天銀竜の純血の中にあっても別格の存在であったという。強さだけではない。その美しさ、気高さ、神性。

　何もかもが特別であると。

　その意味をようやくレンは悟った。今まで知らないものと信じていたキリシェの竜の姿を、自分はずっと前から知っていたのだ。

『レン、飛ぶぞ』

「飛ぶ？……うわっ！」

　天銀竜キリシェに摑つかまれるままレンは渓谷の上空へと飛び上がっていた。数秒と経たたずに渓谷の全ぜん貌ぼうが眼下に収まり、視界の端に大海が見えてくる。

　凄すさまじい加速度に息が詰まるほどだ。

『背中に乗れ。奴やつのことを一番知っているのはお前だろうからな』

「……わかった」

　キリシェの腕から背中へと飛びうつる。

「なんだよ、最初にその姿で会ってた時に教えてくれればよかったのに。俺、キリシェのこと知らないですかってキリシェに聞いてたのか」

『……なんだか恥ずかしかった』

「そう？」

『も、もういいだろうその話は！　奴に集中しろ！』

　早口で言いきるキリシェ。

『しかし大きいな。地母竜より大きい生物を初めて見た』

「俺が戦った時は女神様と七曜の天使とで撃退したんだ。だけど、その時には胸の大穴に急所があった。今のアイツにはそれが見あたらなくなってる」

　神かみ代よの獣の唯一の弱点だと思われた「眼」。その隠されていた胸の大穴が、進化を経た後の巨体から綺き麗れいに消え去っていたのだ。

　……俺に弱点を知られたから？

　……同じ敗北は二度としないってわけか。

　ならばどうやってあの怪物を仕留めるか。無類の耐久力と生命力を有していることは、旅人の町シャーラで嫌というほど思い知らされた。

「キリシェ」

　背中の毛並みに摑つかまりながら。

「アイツがどう進化したか確かめたい。時間を稼かせげるか」

『そのつもりだが、渓谷をこれ以上破壊されては困る。早めに仕留めたいところだな』

　翼を大きく打ち下ろすキリシェ。

　飛ひ翔しよう。雲を突きぬけて高度を上げ、上空に浮かぶ超質量の生物へと一気に距離を詰めていく。

　……だけどやっぱりでかい。なんて大きさだよ。

　……このキリシェが小さく見えるなんて。

　猛烈な突風を受けながらも目を凝こらす。

　地上にいる時にはあまりの大きさに全身像が見渡せなかったが、今こうして空に浮遊しているのを観察し、あらためてその規格外の巨体に身震いさえわき起こる。

『Xeyubelゆるされない hidそら』

　古いにしえの暴君が、両手を交差。

『なんだ？』

「上だキリシェ！」

　神かみ代よの獣の奥義の一つ。

　天空を飛ぶものたちの頭上を覆おおう巨大な法ほう術じゆつ円えん環かんを生みだし、落星を召喚。その軌道上にいる者をことごとく地に撃ち落とす。

　落ちる星。

　膨大な質量の落下によって大気が大きくねじ曲がっていくのを前に、キリシェの動きが止まった。

『キリシェ姉様！』

『──っと』

　首を傾けてキリシェが急旋回。

　そのすぐ脇わきを通過していく落星の端に尾が触れた途端、ジッ……と耳みみ障ざわりな音をたてて純白の羽毛が千切れて舞った。

「キリシェ！」

『ちょっと痛かった』

　標的を失った星が落ちていく。

　渓谷をわずかに逸それて海面へ着弾。その圧倒的な破壊の波動によって海が真っ二つに割れて、さらに膨大な熱量によって海水が蒸発。噴きあがる濃霧が渓谷を包みこんだ。

『はた迷惑だな。あんなものを落とされたら渓谷が無くなるぞ』

『姉様、平気ですか！』

　地上からキリシェの影を追って飛びたつ極光オーロラ色の竜りゆう帝てい。不安げに後ろを飛ぶ義妹竜に、竜の姫が気にした様子もなく尾をふってみせる。

『カルラ』

『はい』

『わたしの事はいい。奴やつの撃ちだした法術が渓谷に落ちるのを止めろ』

『……仰おおせのままに』

『レン』

　高度を上げる神代の獣を見上げて、キリシェ。

『振り落とされるなよ』

『Gulieみにくい nazalつみ』

　旅人の町でも目にした法術だ。

　七つの三さん角かく錐すい形の結晶が法術円環から生まれて宙を飛来。複雑な軌跡を描きながら対象をどこまでも追いかける。

　だが神代の獣が宙に展開した法術円環は三つ。頭部、そして左右の放出口からまったく同じ紋様の円環が浮かび、あわせて二十一もの法術結晶が生成されていく。

『法術を三つ展開か。器用な真ま似ねをする』

「……体力だけじゃなく法力まで無尽蔵なのか」

　旅人の町で戦った時には、一つ一つが強大な法力であってもああも連続で力を発動することはなかった。むしろ巨体を活いかした力任せの破壊が主だったはず。

　……進化にあわせて変化したんだ。

　……身体からだの構造も、それに応じた戦い方も。

　より攻撃的。

　はるか高度から砲弾のごとく法術を打ち続ける構造に、だ。

『さっさと終わらせたいところだな』

　翼を大きく広げる天てん銀ぎん竜りゆうキリシェ。背に摑つかまるレンが意識を刈り取られそうになるほどの加速度で、三さん角かく錐すいの法術結晶の正面をすり抜ける。

　音の壁すら置き去りに。

　眼下でキリシェを見下ろしていた神かみ代よの獣がその姿を見失った一瞬で、竜の姫は怪物の鼻先に到達していた。

『捉とらえたぞ』

　交差する、怪物と竜。

　白銀の光そのものと化したキリシェの爪つめが神代の獣めがけて襲いかかるが、神代の獣もまた咄とつ嗟さに右腕を突きだして防御。竜の爪が右腕に深々と突きささるのに、神代の獣が激げき昂こうの咆ほう吼こうで応こたえた。

　キリシェの巨体を左腕一本でやすやすと払いのけるや、腕の放出口を突きつける。

　密着による零ぜろ距離放射。

　撃ち出されたものは、もはや法術とさえ呼べない原始的な破壊の波動だった。

『Nelvesふるえる zahlこどう』

　法力の砲弾が破裂した。

　密着で撃ちこまれた衝撃を腹部に受けて、キリシェの巨体が後方へと押し流される。

　──刹せつ那な、レンはたしかに見た。

　腕を突きだした反動で前のめりに傾く神代の獣。その後頭部に、鈍い輝きをはなつ真しん紅くの結晶が埋めこまれている光景を。

　……なんだ？

　……あんなの最初の戦いじゃなかったはずなのに。

　旅人の町シャーラで戦った時には存在しなかった部位だ。身体の正面にあった大穴が消滅したことで、もはや急所の「眼」が消えたかと思っていたが──

『やるじゃないか』

　空中でぴたりと静止する天てん銀ぎん竜りゆうキリシェ。

　腹部の毛並みに残る火の粉。美しき毛並みに守られて火傷やけどそのものは軽傷だが、そう続ける竜の姫の口ぶりには強い昂たかぶりが混じっていた。

『わたしが傷つくなど終しゆう焉えん戦争以来か』

「キリシェ、傷は!?」

『わたしより渓谷の方が心配だな』

　眼下を見下ろす竜の姫。

　海を蒸発させた落星の熱が、今も渓谷を炙あぶり続けている。火の粉が飛び火して木々が炎上。このまま燃え広がれば山火事にいたるだろう。

「本当に大丈夫かよ」

『わたしを誰だと思っている。たとえ奴やつだろうと息吹ブレスを浴びせれば一撃だ……ただ、奴が警戒心の塊なのが面倒だな。息吹ブレスの間合いに近づいてこない』

　キリシェの上空を確保しつづける神かみ代よの獣。

　そう、この怪物が真に厄介である点がまさしくそこだ。無尽蔵にも等しい法力と怪力、再生能力を備えておきながら凄すさまじく警戒心が強い。

　もともと危機察知能力が高いのもあるだろうが、これはおそらく──

「カルラがさっき言ってた。霊王竜のことを知ってるって」

『息吹ブレスが竜の切り札であることも知られているだろうな。息吹ブレスの間合いに近づこうとしない。近づいたとしても、さっきのように全力でわたしの近接を押し返しにかかってくる。これは追いかけっこに時間がかかる』

　強力な防御機構と再生能力をそなえた超ちよう弩ど級きゆう生物を倒すには、天銀竜キリシェといえど息吹ブレスなしでは至難。だから──

「交代だ、俺がやるよ」

　キリシェの背にしがみつき、右手で霊剣を構えなおす。

「もう一回だけアイツに接近してくれ。すぐに息吹ブレスの圏外に逃げられてもいい。一瞬でいいから俺がアイツに飛びうつる時間がほしい」

『奴に飛びうつる？　この上空でか？』

　大地から離れた天こ上こでは土の始原精霊ノームの力もおよばない。

　レンの独力だけで高速飛ひ翔しようを続ける怪物の動きを捉とらえ、刹せつ那なの隙すきに飛びうつる。失敗すれば真っ逆さまに地上へ落ちるだろう。

『奴の飛翔を追いかけるのは、逃げ回る鳥を捕らえることの万倍難しいぞ』

「捕まえなくていい。一瞬すれ違ってくれれば」

『この足場で？　わたしの身体からだだって風の影響で揺れるというのに』

「風は計算の内だよ」

『飛びうつった後に振り落とされることは？』

「振り落とされる前に決めるさ」

『……強情な』

　竜から零こぼれる苦笑。

『わかった、わたしの負けだ。お前の案にのってやる』

　声に威厳が戻る。

　凜りんとした力強き様で、美しき天てん銀ぎん竜りゆうが大きく頷うなずいてみせた。

『行くぞ』

　純白の翼を打ち下ろして空気の層を叩たたき、反動によってキリシェの巨体が大きく前へと加速。神かみ代よの獣の真下をくぐり、その死角であろう背部から急浮上。

　ほぼ直角に天を昇っていく。

　それすなわち天銀竜──天を昇る銀色の矢のごとき美しさで。

『Leoふゆの reiあめ』

　上空で迎え撃つは、神代の獣。

　世界の原初より生きる最強生物の両手、そして頭部の放出口によって三重に連なる法ほう術じゆつ円えん環かんが生成されていく。

「キリシェ」

『突っこむぞ。死に物狂いでしがみつけ』

　天銀竜キリシェの飛ひ翔しようは揺るがない。

　竜の飛翔を撃ち落とさんとする瑠る璃り色の雹ひようの嵐のなかを、銀の閃せん光こうとなって突きすすむ。翼に、尾に、法術の塊である砲弾を受けながらの突進だ。

　──容易たやすく止められない。

　そう察した神代の獣が、一瞬の逡しゆん巡じゆんの証あかしでもあるかのように動きを止めた。

　後退して距離をおくか？

　下降して渓谷に降りたつか？

　それとも、より高き天へと昇りつめるか？

　答えは『否いな』。

　古いにしえの暴君の選択は、あくまで標的を完かん膚ぷ無きまでに叩きつぶすこと。

『Raqisこけむした pafえだ』

　ごそり、と怪物の両翼が蠢うごめいた。

　筋肉が隆起して皮ひ膜まくがぶあつく拡大するとともに、その中心に窪くぼみが生まれて『口』が新たに形成されていく。

　法力の放出口──

　頭部の口と左右両手についた放出口に加えて、翼の中央部にさらに一つずつ。あわせて五つの法ほう術じゆつ円えん環かんが輝き始めたのだ。

「五つの法術を同時に!?」

『いや違うな。よりタチが悪い、奴やつの魂胆は法術の合成だ。終しゆう焉えんの島を囲っていた結界を思いだせ』

　三種族の力が混こん沌とんとなった黒の雷撃。本来ならば法術の合成にはその数だけ術者が要いる。だがこの暴君は、それを強引に一体で行おうとしているのだ。

　それも五つもの法術で。

　……なんて力ちから業わざだ。

　……正真正銘、神かみ代よの頃から生きてる化け物か！

　五つの法術円環が空中で糸状に無数に解きほぐされ、生地を織りなすように複雑に組み合わさっていく。その完成は、レンの予想をはるかに越えて早かった。

『Xeyubelゆるされない hidそら』

『Miqsいまも─Zayxusえいきゆうに─La-lanいつまでも─Mis-laどこまでも─』

　頭部にある『口』が紡つむいだ精霊言語に、さらに残る四つの放出口から呪じゆ詛そじみた音声が紡がれて五重の唱和となる。

　──落ちる星。

　ソレは、神代の時代に終焉をもたらした極大の法術結晶だ。

　大気との摩擦による衝撃と熱によって幾千、幾万におよぶ無数の小星へと分解。流星雨となって竜の渓谷へと降りそそぐ。

　天を飛ぶもの。

　地を這はうもの。

　逃げる術すべなど何一つなく、真しん紅くの天より降りそそぐ星がすべてを滅ぼす。

　神代の獣がほこる最大法術。

　だが、神代の時代より生きる獣は知らなかった。

『貴様──』




〝霊王竜が誕生すれば、その個体が竜りゆう姫ひめとなって渓谷を守るのが決定事項でした〟

〝ですがこの時代に、霊王竜わたしすら超越する規格外イレギユラーが誕生したのです〟




『わたしの前で二度、渓谷に手を出したな』

　天界の女神からも冥めい界かいの悪魔からも恐れられ、剣帝エルラインを除いては何者にも脅おびやかされなかった最強の竜の存在を。

　そして自らの破壊が、そんな竜の逆げき鱗りんに触れてしまったことを。

　神代の獣は知らなかった。

　一息。

　キリシェが息を吸いこむ所作の後、その口こう腔こうから吐きだされたものは、法術にも物理事象にも類しない第三の波長だった。

『星ごと還かえれ』

　天てん銀ぎん竜りゆうの息吹ブレス。

　墜つい落らくする流星雨が光のなかへと消えていく。

　天にうかぶ法ほう術じゆつ円えん環かんを跡形もなく消し飛ばし、その息吹ブレスの圏外であった怪物の肉体も、余波の衝撃を受けて全身の鱗うろこがバラバラに吹き飛んでいく。

　それが、神かみ代よの獣がみせた唯一無二の虚スキだった。

「キリシェ！」

　霊剣ヴィエルジュを手に。

　高き天へ飛ひ翔しようし続ける竜の背中で立ち上がる。鳥よりも速く空を駆ける天銀竜の背を足場にして、上空に浮かぶ黒い影をレンは見上げた。

　キリシェの加速。

　飛翔する神代の獣へと迫り、追いつき、二体の身体からだが触れるほどの至近距離で交差した。

　飛べ──

　キリシェの思こ念え。

　翼から生まれる激しい気流が音も声も攫さらってしまうなか、彼女の声は耳からではなく、自レ分ンを見つめる眼から伝わってきた。

『行クヨ！』

『飛ブノ！』

　肩に摑つかまる土の始原精霊ノームと、すぐ頭上にうかぶ火の始原精霊サラマンダー。二体の精霊の見守るなか、レンは竜の背を蹴けって宙へと身を躍らせた。

　真しん紅くの天。

　竜巻さながらの気流と力の渦を突きやぶり、その先にある巨大な影へ。

　握りしめるのは霊剣ヴィエルジュ。

「……お前は、この世界には大きすぎるんだ」

　レンは、獣の身体に埋めこまれた真まっ赤かな結晶へと刃やいばを振り下ろした。

「おとなしく眠ってくれ」

　──後頭部の赤き宝玉。

　──神代の獣の新たな眼であり、膨大な法力を操る器官へ。

　罅ひび入る宝玉。

　レンの目の前で、強大すぎる力を制御していた法力結晶に亀き裂れつが生まれ、硝子がらすの破片がそうなるように無数の欠片かけらとなって砕けちった。




　神かみ代よの獣の、絶叫。




　背部の翼が力を失って羽ばたきを停止。

　頭部と両腕に輝いていた法術の光がみるみる弱まっていく。力の制御器官を失った獣の身体からだがぐらりと傾いて、地上へ真っ逆さまに墜つい落らくを開始したのはその直後だった。

「落ちる!?」

『そういうわけにもいかないだろう』

　ぽふっ、と軽い音を立ててレンが腰をついたのは白い絨じゆう毯たん。やわらかな羽毛に覆おおわれた天てん銀ぎん竜りゆうのちょうど額の上だった。

『だがまだ生きている。どうするか』

『神代の時代の終しゆう焉えんと同じです。あの輩やからには休眠してもらいましょう』

　キリシェの呟つぶやきに応じたのは、地上に控えた竜りゆう帝ていだった。

　斜め後方へと落ちていく神代の獣。

　竜帝の放った青き氷柱つららが空へと伸びてその巨体に絡からみつき、全身を幾いく重えにも縛いましめて氷塊のなかへと閉じこめる。

　そのまま海へと落下。

　大量の海水を撒まき散ちらしながら、氷漬けとなった獣が深海へと沈んでいく。

『……はた迷惑な生物が太古から復活したものだな』

　地上へと高度を下げていくキリシェ。

　あれほど圧倒的な力を見せておきながら、竜の姫が苦々しい声こわ音ねでそう続けた。

『あんな輩が堂々と跋ばつ扈こしているとなれば、この先も一筋縄ではいかないぞ』

「わかってる」

『意外とあっさり頷うなずくのだな？』

「まあね。たぶん……ずっと前からその繰り返しだったから。今までだって楽な旅なんて何一つなかったよ」

　天銀竜の額に摑つかまって。

　レンは、見上げてくるその眼をじっと見下ろした。

「いきなり学生街で疾竜ワイバーンに襲われたり、炎の将魔アシエンデイアと戦ったり。キリシェにとっては大したことないことかもしれないけど、俺にしたら無茶の連続だった」

『…………』

「だから、これから未さ来きも今までと同じ気持ち。無茶でも無理でも、やりたいと思うことを選び続けるかなってさ」

　キリシェの頭に手をそえる。

　艶つやのある羽毛を撫なでてやりながら。

「旅団パーテイ『再来の騎士』は終わってなんかない。フィア先輩とエリーゼを見つけて再結成だ。そして今度こそ──」

『今度こそ？』

「英勇エルラインの願った未来を目指すよ。英えい勇ゆうの旅の続きを、ね」

『……楽しみだ』

　微苦笑をまじえた声で応じる竜りゆう姫ひめキリシェ。

『今度はお前がわたしを連れていく番だな。目指す地まで案内エスコートしてくれ。優しく、な？』






Epirogue　さらなる地へ






　秘境リ・インファリエル──

　東のイシュ大陸から切り離されて孤島となった地が、海の向こうに沈む陽ひを浴びて茜あかね色いろに輝く時刻。

　黄色を帯おびた、薄暗い赤。

　断だん崖がいも樹林も大地も夕陽に染まっていくなか、賑にぎやかな声を上げて騒ぐ三人組の旅団パーテイを前に、なかば呆あきれた様子でキリシェが溜ため息いきをついてみせる。

「レン？　なかなか騒がしい者たちを渓谷に連れてきたな」

「う、うん……成り行きっていうか。その、ここに来るまでにバッタリ再会してさ、俺が竜の渓谷に行くっていったら三人ともついてきたみたいで……」

　レンとキリシェとが佇たたずむ草地の前で。

「竜だ────っ!?」

「うぉぉぉぉぉっ、やべぇ、やべぇよこいつは！　そこら中に竜がいるじゃねえか！」

「だからなんでリンちゃんも団長もシルクの後ろに隠れるのよぉ!?」

　興奮まじりの悲鳴を上げるのは旅団パーテイ『黄金の夜明けヴイーナス・ライト』の三人だ。

　旅人の町シャーラで別行動をしていた彼らだが、レンが一人で竜の渓谷に向かったのを女神から聞いて後を追ってきたというのだ。

「あっはっは！　まあ大事にならなくて万々歳だわな。竜の渓谷に一人で突っこむなんてボウズもなかなか度胸があるじゃねえか」

　大笑いでレンの肩を叩たたいてきたのは団長だ。

　そんな危険な秘境にレン一人で向かわせられないという男気から、旅人の町シャーラの審門に飛びこんだ張本人でもある。

「だが安心しろ。この俺が来たからにはもう大丈夫だ。女神の嬢ちゃんからも『済まぬが面倒を見てやってくれ』と伝言を預かってきたぜ！」

「……どうも」

　済まないが（黄金の夜明けヴイーナス・ライト）の面倒を見てやってくれ。

　女神レスフレーゼの申し訳なさそうな表情を思いうかべ、レンとキリシェは揃そろって顔を見合わせたのだった。

「けどよ、また神かみ代よの獣が襲ってきたそうじゃねえか。いや残念。俺がちっとばかし早く到着してれば自慢の剣で一刀両断にしてやったのに。なあリン？」

「おう！　オレも必殺パンチで叩きのめしてやろうと思ったのに」

「シルクもシルクも！　シルクの法術で一発だよ！」

『あなたたち──』

　竜りゆう帝ていカルラの一喝。

　巨体とは思えない静かな気配でやってきた霊王竜カルラに凄すごまれた途端、三人の口から笑い声が消え去った。

『先ほどから手が止まっているようですが？』

「はいぃぃぃぃっっ！」

　三人が一斉に樹林に走っていく。

　茂みをかきわけて奥へ進み、散乱した黒色の結晶を見つけてふり返る。

「やれやれ。まさか伝説の竜の渓谷に来るなり大掃除を手伝わされるとはな。おいカルラさんよ、これだろ。このでけぇ破片」

『そうです。神代の獣が落とした星の欠片かけらなので、破片を回収してきてください』

「あいよー。って熱っ!?　これまだめちゃくちゃ熱くて触れねぇよ！」

『放っておくと落ち葉に引火して山火事になってしまいます。意地でも拾ってきてください。たくさん回収したら竜の宝を一つさし上げますから』

「マジかよ！」

　火傷やけどしそうなほど熱い星の破片を必死に集める団長と獣人と大妖精たち。その騒がしくも賑にぎやかな掃除風景をしばし見守って──

『とはいえ神かみ代よの獣に襲われてこの程度ですんだのは不幸中の幸いでした。レン、人間の町はかなり大きな損傷を受けたそうですね』

「……そうだね」

　苦々しい心境でレンは首しゆ肯こうしてみせた。

　カルラの言うとおり、旅人の町シャーラはかなりの広範囲にわたって民家が被害を受けた。住民は天界に避難することで無事だったが、それでも復興には時間がかかるだろう。

　安全な地などない。

　そんな残酷な現実をあらためて突きつけられた気分だ。

「だからこそ──」

　地べたに座りこんでいたキリシェが起き上がる。

　羽毛に覆おおわれた天てん銀ぎん竜りゆうの姿ではなく、旅装束に身を包んだ少女としての姿でだ。

「何をするにしても旅団パーテイが揃そろわないと始まらない。まずはフィア、エリーゼとの合流だ。レンの話を聞くにおそらく別大陸のどこかだろうがな」

　イシュ大陸については、天使や黄金の夜明けヴイーナス・ライトとの話でおおよその状況が見えてきた。

　あとはフィア、エリーゼと合流して彼女たちの話を聞くことができさえすれば、新しい世界の全容がかいま見えるはずなのだ。

「それでカルラ、肝心の件だけど」

『ええ。先ほど話したとおり大天使フイア、先代魔王エリーゼともに目撃した同胞はいません。もし見かけていたらキリシェ姉様がすぐに迎えにいってますからね』

　天使たちの話とも共通する認識だ。

　二人がいるのは別大陸である可能性が高い。それもかなりの辺境か、どこか遺跡の奥深くか。いずれにせよ発見が容易たやすくないことだけは間違いない。

『その上で、これは別大陸の話になりますが──』

「手がかりがあったんだ？」

『まだ手がかりかどうかさえわかりません。私が知っているのは、数日前、西の大陸側で巨大な法術が展開された形跡があったことくらいです。波長からしておそらく悪魔のものでしょう。法術の波長が渓谷まで伝わってきました』

「西大陸……アルカナ大陸かオルヴィア大陸のどちらかか」

　アルカナ大陸であれば聖地カナン。

　オルヴィア大陸であれば覇は都とエルメキア。

　どちらの大陸もそれぞれ世界有数の大都市を抱えており、また人類未踏破の秘境が多く残っていることで知られている。

「カルラ、それって法術の波長が海をこえてきたってことか。だとしたら、とんでもなく大規模な術ってことになるんじゃ……」

『ええ。魔王か、あるいはその側近によるものでしょうね』

　魔王ヴェルサレムと五ご大だい災さい。あるいはエリーゼ本人の可能性もあるだろう。

　だが、なぜだ？

　それだけの法術を発動する理由はいったい？

「気になるな。あんまりいい理由が思いつかない」

「戦闘だろうな。十中八九」

　その場に立ち上がるキリシェ。

　天てん銀ぎん竜りゆうの姿を想おもわせる色の髪をなびかせて、竜の少女が鋭するどい視線を西へと向けた。夕陽が落ちていく水平線。その先にある大陸へ。

「何と何とが戦ったのかはわからない。無事であるかも不明だし、そもそも有益な情報に繫つながるかもわからないが──」

「行くよ」

　勝ち気なまなざし。

　そんなキリシェの視線の意味を察して、レンは応じた。

「世界中ぜんぶ歩いて回るつもりでさ。三あ百の年と前き、英勇エルラインが歩いた場所も、歩いてない場所も。片っ端から」












「……そうだな」

　キリシェが満足そうに声を弾ませる。

　その言葉が聞きたかったのだと。

「もはやわたしから言うことは何もない。竜種を代表し、竜りゆう姫ひめキリシェは偽英勇おまえについていく」







　旅団パーテイ『再来の騎士』

　合流：レン、竜姫キリシェ──

　消息不明：大天使フィア、先代魔王エリーゼ──




















あとがき









　──英えい勇ゆうの旅の続きへ。




『世界の終わりの世界録アンコール』第７巻を手にとってくださってありがとうございます。

　内容としては６巻の続きですが、構成上はここから物語の後半戦に突入という折り返しの巻になります。

　今回の秘境テーマは「荒こう廃はいした都市」。

　６巻までに天界や冥めい界かい、魔境など過酷な地が登場しましたが、今回はさらに「人間の住む都市さえもはや安全ではない」という過酷な状況に陥おちいっています。この世界がどうなっていくのか、レンの冒険を見守って頂ければ幸いです。

　この『世界録アンコール』という物語について──

　細さざ音ねが初めて物語を形にまとめたのは、二〇十三年の夏でした。おぼろげだった構想を企画書の形にまとめて提出したわけですが、この初期企画の段階から既に「第一部」、「第二部」という言葉を使っていました。

　第一部は『英雄修行編』。

　伝説のヒロインたちに連れられて、一人だけ場違いに弱い英雄見習いのレンが四苦八苦しながらも冒険の中で成長する物語──この基本コンセプトは今の『世界録アンコール』にもしっかり受け継がれています。企画書を簡略化するために「英勇」という言葉が「英雄」表記であるのも、今読み返すと懐なつかしいです。

　そして第二部。

　当時は「本当にここまで書けるかな……？」と不安に思いながらも、企画書に「第二部」の説明としてこう書いたのを覚えています。

　第二部──

『第一部で立ち寄った３００年前の決戦地跡で、エルラインの手記を見つけたことから物語は急展開を迎える』

　説明用に専門用語をなるべく減らしていたので終しゆう焉えんの島や世界録アンコールという単語もないけれど、これも今の『世界録アンコール』にそのまま受け継がれています。

　むしろここからが本当の冒険なんだ、と。

　それだけの気持ちを込めて企画書を作成した時の熱意そのままに、今、この『世界録アンコール』を続けられることを本当に嬉うれしく思います。

（もちろんまだまだ頑張ります！）

　さて、そんな第二部開幕にあたる第７巻ですが、今までにないくらい旧キャラクターと新キャラクターが入り混じった巻になりました。

　新登場になる世界録アンコールの住人の人工妖精ナスターシヤをはじめ、今まで表面的な登場しかしていなかった女神レスフレーゼも物語に絡からんできて珍しいパーティ編成になったなあと。細さざ音ねとしても心機一転の気分でこの巻を書いていました。

　なお、次巻も一風変わった顔ぶれになると思います。（どういったパーティ編成になるかは８巻でのお楽しみということで！）。

　そしてその目新しい顔ぶれということで、今回の７巻では満を持して冒険に参戦した女神レスフレーゼが表紙を飾ったわけですが、表紙のモチーフに関してちょっと面白い趣向を凝こらしています。

　今まで表紙を飾ってきた各巻のヒロインですが、これは必ずヒロイン＋ヒロインを象徴する武器（持ち物）という組み合わせになっていたの、お気づきだったでしょうか。これ、編集Ｎ氏と打ち合わせの間で自然と生まれた暗黙のルールでした。

　キリシェ＋霊剣ヴィエルジュ

　竜りゆう帝ていカルラ＋竜の王笏レガリア

　フィア＋天使の弓

　聖エリエス＋精霊信仰の教典

　エリーゼ＋冥鎗マリアブレイズ

　フィオラ＋楽譜

　しかし迷ってしまったのが女神レスフレーゼで、なかなか良いモチーフが思いつかず編集Ｎ氏とも相談していたところ、表紙のデザイン段階でふゆの先生から「（道具のかわりに）羽を」という発案があり、これが最終決定となりました。

　そう。本来は女神に無いはずの羽。

　なぜ彼女の背中に羽がないのかは７巻本文で語るとして──

　結果、在りし日のレスフレーゼという７巻の前日譚たんのようなストーリー要素を含んだ、趣のある表紙になったかなと（ぜひ、もう一度表紙をご覧くださいね！）。ふゆの先生のアイディアが込められた本当に素敵な表紙になってます。

　女神については初代魔王との因縁もあるのですが、それはまた別の機会に。

　あともう一つ。

　７巻にともなって新たに世界地図も一新しました。

　６巻までの地図を一から描き直したので、見比べてもらって変化を楽しんでもらえるといいなと。ええ、明らかに怪しい新大陸が浮上していますとも。

　こうして第一部から構想していた五大陸の配置のように、今まで溜めていたヒミツも新世界地図で披露できてほっとしています。とはいえまだまだ沢山の神秘が、この世界には詰まっています。ここから先も楽しみにしていただければ幸いです。

　ここで刊行の御礼を──

　今回も大変お世話になった編集Ｎ氏。前半戦を駆けぬけた『世界録アンコール』ですが、７巻からの後半戦も引き続きよろしくお願いします。

　最高のイラストを仕上げてくださった、ふゆの春はる秋あき先生。７巻の表紙、先生のアイディアのおかげでとても良い雰囲気になりました。口絵もモノクロもますます素敵でした。これからもぜひぜひお力添えをお願いします。

　また現在、月刊コミックアライブでコミック版『世界の終わりの世界録アンコール』を連載してくださっている雨う水すい龍りゆう先生。先生の描かれる漫画一話一話に、新鮮な刺激をもらっています。いよいよアシェンディア戦間近ということで作画のご負担をおかけしておりますが、毎月、原稿を拝見するのを心から楽しみにしています。

（なお、コミック版『世界録アンコール』１巻も発売中です。雨水先生の作画は本当に綺き麗れいなので、よければ手にとってくださいませ！）

　そして何より、１巻からずっと応援してくださっているすべての方に。

　この物語は最終巻の最後の一ページまで、企画書の時から書きたい情景が定まっている物語です。

　いずれレンが辿たどりつく未来の光景へ──

　最後までご期待に応こたえられる物語になるよう精一杯がんばりますので、あと少し、お付き合い頂ければ幸いです。

　次回、『世界の終わりの世界録アンコール』８巻はおそらく９月頃かと思います。

　その時に。

　またお会いできますように。





四月末　晴れた昼下がりに
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